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☆　１　☆









　小学生のとき、じゃんけんに十五回連続で負けたことがある。

　ドッジボールをすれば最初にボールが当たってしまうか、最後まで残って集中砲火を浴びるかの極端な二者択一。

　かくれんぼは、すぐに見つかる。




「──見ぃつけた」

　右から顔を覗のぞかれて羽は野の木き沢ざわ梗こうは黒縁メガネの奥でぎょっと目を剝むいた。

　咄とつ嗟さに彼とは反対のほうへ顔を向けると、今度はそちらに回り込まれ、蟀谷こめかみの辺りがぶちんと切れそうなくらいに沸騰する。

　至近距離でじぃっと見つめられ、「なんでしょうか」とすっとぼけて笑い返す余裕は、今ない。

　不自然な無視で踵きびすを返してビュッフェのテーブルを離れ、競歩のような早足で進むと、うしろから「ちょっと！」と声が追いかけてくる。

「噓うそっ……なんで見つかっ……」

　広さ千五百平米、立食で二千二百人を収容できる都内ホテルのパーティー会場は、定員ぎりぎりの混雑ぶりだ。

　歩くスピードは緩めずにちらりと振り返ってみて、追ってくる彼の必死の形相に身が竦すくんだ。

　競歩が小走りになる。

　ふいに、フロア全体がわずかに暗くなり、ステージがライトアップされた。

「株式会社ビーユニバース、創立二十周年記念パーティーはお楽しみいただけてますか～？　ただ今より、みなさんお待ちかねの、くじ引き大会を行いま～す！　ネズミーリゾート２ＤＡＹＳフリーパス付きホテル宿泊券をはじめ、商品券、ソミーの最新ゲーム機、魚うお沼ぬま産のお米など、豪華な景品を用意しましたよ～」

　おおっ、とあちこちがどよめき、会場のボルテージが上がる。

「ハネちゃん、どこ行くの？　くじ引きが始まるわよ」

　名字の頭一文字から取ったあだ名で梗に声を掛けたのは、同じ総務部総務課の女性たちだ。梗は慌ててポケットの半券をその中のひとりに押しつけた。

「万が一俺のくじが当たったら、それあげます！　当たらないと思うけど！」

「ほんとに？」

　商店街のガラポン福引き抽選、くじ付きの駄菓子ですら、二十七年の人生で今までに一度だって『アタリ』を出したことがない。

　約二千人の従業員と、来賓が列席している創立記念パーティー。つまり二千分の一。

　確率が低いくじが当たらないのと同じに、これからもずっと、彼に見つかるわけがない──と思っていた。

「逃げんなって、……おい！」

　声を上げ、彼はしつこく追ってくる。

「追いかけるから逃げるんだっ」

　脇目も振らず両開きのドアを押して、パーティー会場を飛び出した。

　厚みがある濃紺色の絨じゆう毯たんは、靴音を搔かき消す。

「隠れられるとこっ……」

　どこか見つからないところに。

　総務課の人間として、創立記念パーティーの後処理が残っているので、このまま抜け出して帰るわけにはいかない。

　ばたばたと駆けて、目隠し代わりの衝つい立たてや背が高い観葉植物、なんでもいいから隠れることができそうな物陰を探す。

　ソファが置かれた休憩スペースとエレベーターホールとの間仕切りに横幅二メートル超の大型のアクアリウムがあり、梗はそのうしろに回り込んだ。大人が手を上げてようやく天てつ辺ぺんに届くほどの大きさで、台座も人が身を隠すのに充分な高さがある。

　水槽内はマリンブルーのライトに照らされて、鮮やかなグリーンの水草とのコントラストが美しい。水中を色とりどりの熱帯魚がゆらゆらと遊泳して幻想的だ。

　うっかり目を奪われていたら、水槽の魚たちの向こう側に、歩く彼の姿を見つけた。梗が今いるほうを窺うかがうようにして首を伸ばしている。

　咄嗟にアクアリウムの台座の下方にしゃがみ、息を詰めた。水草と魚たちが、あちらからの視界をごまかしてくれることを祈るしかない。

　やがて、ふかふかと絨毯を踏む気配が消え、ほっとして水槽の位置まで顔を上げた。オレンジやコバルトブルー、ゴールドの熱帯魚たちの隙間からきょろきょろと様子を見るが、もう彼はいない。

「はぁ……危なかった……」

　ほっと息をついた直後に瞠どう目もくした。水槽を隔てて魚たちの間から、ぬっと、彼が顔を出したのだ。

「ひいっ……」

　おばけでも見たような声を上げた梗に、水槽の向こうから「失礼な反応だな」と顰しかめっ面で咎とがめられる。

　そしてアクアリウムの左側から姿を現した彼──大おお宮みや崇たか央おが、ついに梗の目前に迫った。梗はもはや動転して動けない。

「見つけたぞー、イチゴちゃん」

「な……なんですか、なんですか、イチゴちゃんって……」

「まさか同じ会社とは思わなかったな。これがなかったら気付かなかった」

　ペーパーナプキンで作った真っ白いバレリーナが、大宮の指先でくるりと一回転する。それを見て、梗はひときわ目を大きく見開いた。

　十三時にパーティーがスタートして、社長をはじめとする役員、来賓の挨拶、そして祝電を読み上げる時間が全部で四十分ほど続き、手持ちぶさたでつい、近くにあったペーパーナプキンで梗が作ったものだ。

　二カ月前の十二月、バレリーナを最初に大宮に縒よって見せたのはイチゴ、つまり梗だった。同じ会社の社員である大宮が梗をまったく認識していないのをいいことに、男性客を相手にする『フルーツボーイズ』のコールボーイ・イチゴを騙かたり、梗は大宮に金で買われて抱かれたのだ。

　大宮にとっては自分がゲイかどうかを確かめるためだけの、三時間のお試しエッチ。

　最初はコールボーイのふりをしたところで、うまくいくはずがないと思っていた。

　もしも向き合って会話ができれば飛び上がるほど嬉うれしい──それほど、大宮は遠い存在だったから。

　しかし、梗の想おもいが奇跡を呼び寄せたのか、イチゴの押し売りが功を奏したのか、その両方か。結果的に大宮は、梗がなりすましたコールボーイ・イチゴを買った。

　そうなったいちばんの理由はおそらく、大宮は親友を相手に失恋したばかりで、その頃まだ曖昧だった自分の性癖を、この際はっきりと知りたがっていたからだ。おまけに、長時間の飲酒で相当酔っ払っていたことも、少なからず影響したのだろう。だからこそ叶かなった、ひとときのおとぎ話。

　梗にとってあまりにも衝撃的で刺激的な出来事だったせいか、そのところどころしか思い出せないけれど。

　大宮のためを思えば、あの一夜のことは掘り起こすべきじゃない。『コールボーイ・イチゴの正体は梗』という証拠にバレリーナを突き付けられても、梗はとにかく口を閉ざした。何か喋しやべれば、ボロが出そうだったからだ。

　簡単に肯定するわけにいかない。まだどこかに逃げ道があるはず。

　ところが、大宮のスーツのポケットから、ペーパーナプキンでできたキノコとクマも出現した。いくら沈黙していても動揺が走り、ぎょっと目を剝いてしまう。

　それも同じく、総務課の同僚にリクエストされて梗が縒ったもの。ちょうど総務課長に呼ばれてバタバタしていたから、バレリーナのほうの処遇は覚えていないけれど、キノコとクマは彼女らに手渡したはず。なのに、それをどうして大宮が持っているのか。

　バレリーナと同じくキノコやクマも作れると、イチゴが言ったのだし、誰もかれもがペーパーナプキンで精巧に作れるような代物ではない。だからこそ「このパーティー会場にイチゴがいるのでは」と大宮は直感したのだろう。

　知らぬ間に『イチゴの正体は梗』という証拠を掌握されている衝撃で、顔色を変え、言葉を失っている梗に、大宮が説明してくれた。

「バレリーナは落ちてたのをたまたま拾った。このふたつは、バレリーナを拾った辺りにいた総務課の女の子たちが持ってたから、それ誰が作ったのって訊きいたんだ」

「そ、そうですか……。まぁ、だから何ってかんじなんですけど」

　物的証拠を並べられてもまだしらばっくれる気満々の梗は、大宮から視線を逸そらして、アクアリウムの熱帯魚たちを指さした。

「綺き麗れい、ですよね。うちにも家庭用の小さいアクアリウムがあって、でも、これくらい大きいと迫力が違うなぁ。あ、この金色のやつはラビリンスフィッシュっていって、水中の酸素がなくても直接口から呼吸できる種類で……」

「イチゴちゃん──は、ほんとは『ハネちゃん』っていうの？　ハネちゃんの名前、おしえて」

　ごまかしは通用しないとばかりに、一方的に質問される。同じ会社の人間として、名前を問われたことまで無視するわけにいかない。

「……羽野木沢、です。名字が長いから。で、イチゴちゃんってなんですか。いや、べつに説明してくれなくてけっこうですが」

　アクアリウムにへばりついたまま目を合わせようともしない梗の左肩に、ぽん、と大宮の手がのった。びくぅっと大げさに跳ねてしまい、かっこ悪さでますます顔を向けられない。

「企画営業部の大宮です。ハネちゃんは総務部……なんだよね？」

　握手、と右手を差し出されて、横目でちらりとそれを見下ろした。これもやはり無視できない。

　観念して右の手のひらをスーツの太ふと腿ももの辺りで拭い、大宮のほうに向き直ったら、目の前に出されていた大宮の右手がいきなり梗のメガネを取った。

「ちょっ……」

　取り返すために出しかけた右手を大宮に摑つかまれ、アクアリウムに背中を押しつけられる。

「──……！」

「メガネありなしで、随分印象が違うのな。このメガネ、あんま似合ってない」

　間近にある大宮の顔。目の前で動いている唇に視線が釘くぎ付けになる。こんな状況下でも思い出すのは、二カ月前のキスだ。

　羽野木沢梗としてではなく、別人の『イチゴ』になりすましたからこその密事。

　この薄い唇の感触を知っている。厚い舌は男らしく大胆に動いて、柔らかく絡みつくことも。

　見ていられなくなり、そこから目線を少し下げると大宮の胸元が視界に入る。

　あのとき──普段のスーツ姿から想像するのと違い、どきりとするほど胸板の厚みがあった。快楽に全身を揺らされながら押し潰される感覚が突然、生々しく蘇よみがえる。それから──……。

　急激に記憶が遡り始めて、顔を背けるのと同時に思考回路をシャットアウトした。

　しかし視線を追いかけられ、目を逸らすことも許されない。

　さらに攻防は続く。メガネを奪われただけにとどまらず、梗のいつも下ろしている前髪を捲めくり上げて額を露あらわにされた。

「はい、キタこれ、紛れもない一致。額にハート型の痣あざだ、イチゴちゃん──二カ月ぶり……か、元気だった？」

　アクアリウムの熱帯魚よろしく口をぱくぱくとさせる梗に、大宮は柔和な笑みを浮かべている。

　もう駄目だ。ごまかしきれない、逃げきれない。

　梗の特徴であるハート型に見えなくもない痣は、恥ずかしいので常に前髪で隠している。ここまで暴かれて『他人の空似』という言い訳は苦しい。

　緊張と驚きで、気付けば息を詰めてしまっていた。呼吸を再開すると、うっかり大宮の匂いを吸い込んで、今度はそれにどぎまぎする。

　もうかれこれ二年間、ひっそりこっそり片想いし続けた憧れの男だ。好きな人の身み嗜だしなみ程度のいい香りにも、触れたところから伝わる熱にも胸がぎゅっと絞られる。でも追い詰められている状況には動揺を隠せない。複雑な心境が絡み合い、表情も奇妙にこわばる。

「脅すつもりはないから、警戒しないで。そもそも男買ったって時点で、俺もハネちゃんを……イチゴちゃんを脅せる立場にないだろ？」

　そういう心配はしてないわけだが。しかし、梗の逃げ惑う様子から、そう誤解されるのも無理はない。

　な？　と優しく質ただされて、梗はその間違いを正さずに控えめに頷うなずいた。

　しかし大宮がどういうつもりでいようが、あぁよかった、とは安心できない。梗がイチゴになりすましてついた噓は、それだけじゃなかったからだ。

　イチゴとして買われたとき大宮に「どうしてコールボーイをやってるのか」と問われて、「エッチが好きだから」と答えてしまった。まさか、コールボーイと偽っていることや、「ずっと密ひそかに憧れていた男とあわよくばエッチできるかもと思って」と正直に告白するわけにいかない。

　おまけに歓楽街から自宅マンションまで、大宮のあとをつけたのだ。そんなことを知られたら、「ストーカーか」とドン引きされるに決まっている。

「エッチが好きだから」と身も蓋もない言い方をしたけど、誤解されたままでいい。後腐れないのを強調するためと、一回だけの関係に同情はいらないし、最たる理由は、彼になるだけ罪悪感を抱かせたくなかったからだ。
















　もうこんなふうに向き合うことは二度とないと思っていたのに。

　大宮の熱、匂い、息遣い──接近して、まざまざと感じる。

　捕まってしまってから、どくどくと胸が高鳴りっぱなしだ。血液が大量に全身に送り出され、耳から首筋から蟀谷までが、うっすら赤く染まる。

　どんなに不利な状況に置かれても、好きな人が至近距離にいるという部分には抑えがたく心身が反応するのだ。

　ひとつひとつのパーツが絶妙な位置で整う大宮の綺麗な顔に、こうしてうっとり見とれてしまう。

　──か……かっこいいな。

　目ははっきりした二重なのに涼しげで、きりりとした眉と、すっきりと整った鼻び梁りよう、そして大きな口が、明るい大宮のキャラクターをさらにいきいきと見せている。彼のオーラはいつも豪ごう奢しやなシャンデリアみたいに眩まぶしくて、惹ひきつけられてやまない。

　イイ男はこれだけ顔を近付けられても、ちっとも不快感を与えないから凄すごいな……なんて、ろくに動かなくなった頭でぼんやり思った。今の状況を半分忘れて、少し強引な大宮にも痺しびれてしまう。

「脅すつもりないとか言いつつ、これは追い詰めてるよな。ごめん。だってあんまりむきになって逃げるから、つい力入っちゃった」

　アクアリウムに押しつけられていた身体からだをそっと起こされて、「いいえ」と首を横に振る。

「コールしたのにさ。あのとき貰もらったピンクの名刺に、上書きしてあったコールナンバー、また変わっただろ？」

「えっ!?　コールって……まさかリピ……」

　お試しがきっかけでゲイだと完全に開眼した上に、コールボーイのリピーターになるつもりだったのかと目を剝く。

　大宮が自分の性癖を確信して男を求めたとしても、コールボーイと刹那的な関係に溺れるような不届き千万はあってはならない。

　かといって、相手は自分でも駄目。同じ会社の男と恋愛なんて、大宮の身を滅ぼすような真ま似ねは絶対したくないからだ。本音の本音は大宮が恋人になってくれたら死ねる、と思うほど好きだけど、それを望んではいけない。

　すると大宮が慌てて、リピーター説を否定した。

「あ、違う、そういうんじゃなくて、金、玄関に忘れて帰ったろ？　だから名刺の番号に電話したんだ」

「……番号は、変わりました」

　というか、変えました、だ。

　多くを望んではいけないと分かっていながら、どこかで、あなたからの電話を無駄に待ってしまうのがいやで、あの翌日に解約したからです。

　ついでに言えば、金は玄関に忘れたのではなく、わざと置いて帰った。だって本当はコールボーイではないのだから、金なんかいらない。当然だ。噓をついて騙だましている本人の手前、かたちだけ一度受け取ったに過ぎない。

「ところで、あの名刺の裏のＱＲコード」

「きゅ、ＱＲコード？」

「リンク先の動画にアクセスしてみたんだけどさ。あれ、誰？」

「え？」

　二秒くらい経たってからはっとした。

　二カ月前に梗が大宮に渡したのは本物のコールボーイ・イチゴの名刺を流用したもので、コールナンバーを梗の携帯番号に書き換えただけのお粗末なもの。その名刺の裏には、イチゴのプロフィール動画にアクセスするためのＱＲコードが印刷されていた。当たり前だが本物のイチゴの動画が再生されたはず。

「リ……リンクのアドレスが間違ってたのかも……！」

　我ながらナイス閃ひらめきと思ったが、大宮は変な顔をしている。

「間違い？」

「他のコールボーイたちも動画アドレスが入れ替わったりして。間違いとか、よくあるんです」

　コールボーイを売り込むためのコール名刺で、自己アピールの情報が間違っているなど、よくあってはいけないことなのだが。脆ぜい弱じやくな噓が破綻していることにすら気付かず、とにかく何かの手違いだと主張する梗に、大宮は「んん？」と眉を寄せている。

「あ、あぁ、そういえば、名刺が最近新しく変わったんでした！　それでＱＲコードも変更になったのかも」

　その急場しのぎの説明にも大宮はいまいち納得していないのか、しばらくは釈然としない顔つきだったが、やがて「まぁいいや」と頷いた。

「あとさ」

　──えっ、まだなんかあるんですかっ？

「違ってたら、ごめん。もしかして俺のこと……前から知ってた？」

「いっ、いいえっ！　すみません、知りませんっ」

　力いっぱい、首をぶんぶんと横に振る。同じ会社と知っていて近付いたなんてバレたら、それこそ「何が目的だ」と気持ち悪がられるだろう。

「そっか、おっけ。今日は同じ会社の人間として、あらためてのご挨拶。社内の人間同士だけど名刺交換しようよ」

　提案した大宮が胸ポケットから出したボールペンで名刺の裏に何か書き込むと、それを笑顔で差し出した。

「あらためまして、企画営業部営業一課の大宮崇央です。裏は私用のケーバンな。そっちも、名刺ちょうだい」

　催促されて、梗も上着の内ポケットを探った。地味な色の革製の名刺入れから、一枚取り出す。

「総務部総務課の羽野木沢梗、です」

　もそっと差し出すと、大宮が受け取りながら「あぁ、『羽』でハネちゃんなわけね」と大きな口を引き上げてにっこりと笑った。

「かけて」

「え？」

「番号、登録すっから。俺のスマホ、赤外線ついてないんだわ」

　すっかり大宮の言いなり状態で、名刺裏に書き添えられた番号に発信する。大宮はタッチパネルをてきぱきと操作して、次に梗のスマホにワンコールした。

「そっちも登録」

「え、あ、はい」

「この私用のほうのケーバンは、イチゴちゃんと兼用？」

「そ……うです」

　大宮は左の眉だけぴくんと上げて、「ふぅん」と何か含んだような声色で頷いた。

　何が言いたいのだろう。いい意味じゃないことは分かるから、あまり知りたくないけど。

「これから、俺も羽野木沢を『ハネちゃん』って呼んでいい？　俺のことは……『崇央』でいいから」

「……無理です。会社の人で、そちらがふたつ年上ですし」

　エッチのとき何回も『崇央』って呼んだのに、と言いそうなきょとんとした表情をされてしまい、いたたまれずに顔を伏せる。あのときはイチゴになりきっていたし、今となっては、あれはもしかして異空間の出来事だったのでは、と思えるのだ。

　大宮は斜め上を見て短く考えるそぶりをしたあと、何かを合点した顔つきで向き直った。

「とりあえず……これからは同じ会社の社員として、よろしくな」

　今のは、『キミがじつはウリをやっている人間だと脅す気はないよ、お互い様だし』という意味を含んでいるんだろうか。

　その確約はありがたい。コールボーイのふりとはいえ、結局は金を受け取らなかったとしても、大宮に対してウリのまねごとをしたのは事実だから。

　ぐしゃっとなった前髪を大宮に整えられ、取り上げられていたメガネを返還された。

　目が泳いでいる梗を、大宮がくすりと笑う。

「メガネ、ないほうがいいよ、絶対」

「……かけてないと『知らないやつがいるみたいで落ち着かない』って課長に言われるから。入社以来メガネキャラで定着してるので」

「総務って石いし田だ課長か。あ、このパーティーのあと、なんか予定ある？」

　どんどん変わる話題に返事をするので精いっぱいだ。

「総務課の担当としてパーティーの後処理が……」

「うん、それ終わったら、なんかある？」

　大宮のスピードについていけずに、どう返せば切り抜けられるのか言葉が見つからない。

「終わったら携帯鳴らして。一階のロビーで待ってる」

「え、……何するんですか」

　あーっ、ばかっ、変な質問してしまった！

　全部が顔に出てしまう梗を見て、大宮がついに堪たまらんとばかりに破顔している。

　そしてすぐに朗らかな笑いを引っ込めると、一転してゆるりと目を細めた。その表情に男の色気を感じるのは、自分が大宮のことを好きだからだろうか。

　問いに対する答えを待つわずかな間に、梗の胸は異様なほど動どう悸きした。

「何するって、──エッチ……じゃない、ことはたしか」

「……っ……！」

　口をぱくぱくとさせている酸欠状態の梗のおでこを、大宮はニシシと笑いながら、手のひらで軽くポンと叩たたいた。そして「あとでね」と背中を向け、アクアリウムの角を曲がって向こう側へ去って行く。

「……うわ、もう……どきどきしすぎて、心臓痛い」

　ブルーのインクを落としたような色の水槽越しに、大宮のうしろ姿を目で追う。色とりどりの熱帯魚たちに飾られた大宮を見ていると、自分が竜宮城にでも迷い込んでしまったみたいな心地だ。

　これは白昼夢だろうか。

　自分がやらかしたいろいろについて、先々のことをまともには考えきれない。

　元来たほうへ去り際、その角の直前で大宮がちらりと振り返った。ひとつ小さく微笑ほほえむ大宮と水槽越しに目が合い、梗はとどめを刺されて固まった。

　いつもはこのくらい離れた距離から、ちらちらと見ていただけ。芸能人を観賞する気持ちで、近付きたいなんて望んだことはなかった。

「どうしよう……見つかっちゃったじゃん……」

　大人になったら、すっかり忘れていた。

　昔から、かくれんぼは、すぐに見つかる。
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　大宮崇央に見つかってしまった、つまり会社の創立記念パーティーの二カ月前──噓はここから始まった。




「無理だって。絶対に無理！」

　くるりと踵を返したら、がしっと首根っこを摑まれた。待て待て待て、と腕を引かれ、元の立ち位置に連れ戻される。街灯と街灯の間、建物の陰で辺りは薄暗い。

　梗はもう一度「無理」と口を歪ゆがめた。

　見かけによらず意外と行動力あるよね、と友人らには評価されているが、勝算がそこそこ見込めるとか、チャレンジの意義があるかとか、わりと慎重に吟味するタイプだ──梗は自分をそう分析している。

「余計なことをあれこれ考えんな。だいじょうぶだ、怯ひるむな、梗。ほら、頭をちょっとシェイクしろ。整合性とか貞操観念とか、邪魔なもんはいったん捨てろ」

　真面目な顔つきで梗を強引に説得しようとしている祐ゆう太たは幼なじみであり、男を恋愛対象にしている梗にとってただひとりのゲイ友だ。祐太に両手で頭をがっしり摑まれて前後左右に揺さぶられ、やめてくれと抵抗する。頭がくらくらする。

「そんなこと言われたって」

　自分の中の邪魔なものをポイとできたらどんなに気楽だろうか──二十七年の人生の中で、何度かそう思うことはあった。主に恋愛方面で。

　今日は十二月の第二土曜日、現在時刻は二十三時半。気温はマイナス一度。小雪が舞っている。防寒しているとはいえ、非常に寒い。もう、本気で帰りたい。

　この寒空の下、祐太はむちゃくちゃな提案をしてきた。

　コールボーイになりすまして、二年越しで片想いしている憧れの男・大宮崇央の部屋に突撃しろというのだ。今なら何かの間違いか気の迷いで、大宮がコールボーイを買う気になるかもしれないなんて、目め眩まいがするほどうまくいきそうもない仮説だ。

　友人のむちゃくちゃな説得に、はぁ、とため息をついたが、祐太のほうは宥なだめ賺すかそうと梗の肩を叩く。

「梗、ひとまず聞けよ。さっき自宅マンションに到着したばかりの『ターゲット』はおそらく午後からの結婚式、二次会、そしてお前も見てたように三次会のバーでもしこたま酒を飲んでいる。相当酔ってるはずだ」

　及び腰の梗のことはお構いなしに、唐突に作戦会議が始まった。祐太は隠おん密みつ追跡を遂行中の兵士のような面持ちで、さっきまでふたりで尾行していた『ターゲット』について語り出した。

　梗と祐太が、『ターゲット』である大宮崇央の姿を偶然発見したのは、新宿にあるバーの中だった。

　大宮らは三次会でそのバーを訪れたらしく、結婚式と二次会の様子は実際に見たわけじゃないけれど、彼らの会話の内容を総括すれば、『昼からずっと酒を飲みっぱなし』だと状況は想像できた。

　大宮を含む結婚式帰りとおぼしき五人組が座ったのは、円形のテーブル席。そのすぐうしろに梗と祐太はいて、いけないとは思いつつ会話を聞いてしまったのだ。酔っ払いは声の音量を調節できないので、そのつもりはなくとも聞こえた、というのが本当のところだったが。

　梗に背を向けて座っていた大宮が「俺ゲイかもしれない」なんて言い始めたので、とてもじゃないが席を移動することも耳を塞ぐこともできなくなった。だって、同じ会社で梗が一方的に想いを寄せている憧れのあの人が、『ゲイかも』とは聞き捨てならないではないか。

　とんでもないことを聞いてしまった。大宮だって気の置けない親友たちの前だから話せたのであって、社内の人間相手だったらきっとカミングアウトなどできなかっただろう。

　偶然居合わせたとはいえ、梗がそのバーを訪れたのは、大宮の行きつけだと知っていたからだった。祐太と一緒にそれまでに三回ほど来店している。つまり、バーで大宮に会う確率は決して低くはなかったのだ。

　いちばん最初は、憧れの人が贔ひい屓きにしている飲食店に自分も行ってみたいという、軽い気持ちだった。鉢合わせしたところで、大宮にとって梗は知り合いでもないただの客。梗のほうにも、近付いてどうこうしたい意図だってない。

　まぁ、その情報を得た方法は、結局、社食でのこっそりリサーチだったわけだけど。

　自分の行動をどう言い訳をしようが、これじゃあストーカーと罵られても反論不可能だ。まったく、うしろめたいことこの上ない。

「梗、だぁいじょうぶだって！　俺には分かる、今、幸運の波が来てる！」

　祐太が、さきほどから呪文のように繰り返している「だいじょうぶ」との曖昧な激励に加え、予言者みたいな根拠のないことを言い出した。どこか楽しげな祐太とは対照的に、梗は憂鬱な気分だ。

　気後れする梗の前で祐太は名探偵よろしく腕を組み、「大宮崇央の相談内容を要約すると、つまり」と訳知り顔で語り始めた。

「大宮崇央は知人男性への想いが恋心だったのではと、最近気付いた。その相手の名前こそ明かさなかったけど、どうやら近しい友人関係の中にその相手がいるようだったな」

「……もしかしてあの三次会にいたメンバーの中の誰か、とか？」

「それはないんじゃないかな。『お前らの中にはいないから安心しろ』って言ってた。それに自分の性癖がノーマルじゃないことを、ゲイ体験して確認するべきかって、三次会の最中から帰宅するまでの道すがらも、うだうだぐずぐず迷っている様子だったんだ。想い人が目の前にいたら、普通は、風俗を利用するか迷う姿は噓でも見せたくないものだろ」

「大宮さんのことを『うだうだぐずぐず』って言うな」

　大宮崇央は梗にとって憧れの、遠くから見ているだけで得した気分になる綺き羅ら星ぼしだ。アイドルだ。王子さまだ。

　偶像には触れてはいけない。触れる気もない。平民の分際で、いちばん綺麗に輝く星にお近付きになりたいなんて強欲は罰ばちが当たる。

「お前ねぇ……『憧れの大宮さん♥』もフローラルの香りじゃない寝っ屁ぺをするし、餃ぎよう子ざを食えばにんにく臭いゲップをあげるってもんだぞ。現実を見ろって」

「ひどい」

　妙にリアルな具体例を挙げられて、梗は泣きたいような気持ちになった。

「とにかく」と祐太は脱線した話を軌道修正するべく、薄いピンク色の名刺をポケットから取り出し、指に挟んで梗の目前に翳かざした。

　名刺はさっきまでいたバーの近くで勧誘ビラとして配られていた、コールボーイ斡あつ旋せん業者『フルーツボーイズ』のものだ。大宮も同じ業者の『メロン』の名刺を持っていたので、バーに入ってくる直前に路上で受け取ったものと推測できる。

　友人らは「これにコールしてゲイ体験してみたらいい」「後腐れなくお試しできる」と、大宮を煽あおって盛り上がり、当の大宮はおおいに迷っていた。

　でも、だからって祐太の提案は安直すぎる。

「梗、お前はまずこの『フルーツボーイズ』というなめた屋号の斡旋業者から紹介されてやってきた、コールボーイになりすます。源氏名は『イチゴちゃん』だ」

「イチゴッ……！」

　絶望的に恥ずかしい。

　仕方ないだろ、と難しい顔をした祐太は譲らない。

「だって、名刺の源氏名が『イチゴ』なんだからな。これは変更のしようがない」

「失恋したばかりって言ってたのに、そんなときにコールボーイの相手なんかするかな」

「そんな今こそ、やけっぱちの気持ちになったりするもんだ。しかも今日は結婚式で幸せいっぱいな親友のハッピーオーラに当てられて逆に、『失恋したばかりの俺、今すごく寂しい男』ってまざまざと感じたはずだ。友人たちとの楽しい時間、人気者とてこうして帰宅すればひとりぼっちのサラリーマン……粉雪舞う寒い夜は人肌恋しい。誰でもいいからこんな寂しい僕を温めてっ──そう思うのが真理だろ」

「……途中からキャラ変わってない？」

　それに、やけっぱちのところを騙して襲うようなことをしても、こちらもただ虚むなしくなるだけの気がする。

「細部を突っ込むな。とにかくチャンスだ。行くなら今だ。あっちはさっきまでさんざん迷ってたんだから、もしかすると魔が差して部屋に入れてくれるかもしれない。いや、最悪の場合、さっきまで迷っていた、『フルーツボーイズ・メロン』のほうに本当にコールしちゃうかもしれないぞ？」

　それはいやだ。どこのどなたか存じませんが、得体の知れない『メロン』を大宮が抱くのを想像するのもいやだし、まかり間違って大宮の貞操を奪われでもしたら、死んでも死にきれない。

「気の迷いでもなんでも、憧れのイイ男とエッチできるかもしれないんだ。こんなチャンスめったにない、いや、二度とない！」

「……言ってることは分かるけどさ……」

「一回も、本気で好きな男と、したことないだろ」

「……それはしょうがないよ」

　祐太の言葉にいっさいの誇張はなく、事実だ。セックスの経験はあるけれど、心から想い想われる相手とはしたことがない。

　過去に「今度の彼はいいかもなぁ」と予感する出会いはあった。でも、すでに決まった相手がいるからそれでもいいかと、あと出しじゃんけんで確認されたり、いざいい雰囲気になったら３Ｐを強要されそうになったり。なぜだか「夜しか会えない」と怪しい条件を出す男もいれば、自由恋愛なんて体ていのいい言い訳で、堂々と彼女を紹介されたこともある。それを非難でもしようものなら、身の程を弁わきまえろと叱しつ咤たされる始末だ。

　それに梗は、見た目も雰囲気も地味だと自覚している。好意を露わに誘われれば、なんとなくいい出会いのような気がするし、それをああでもないこうでもないと片っ端から断っていたら、少ないチャンスを棒に振るという焦りもあった。

　いつまでも若いわけじゃない。出会いの数には限りがあって、ゲイだとそれが極端に少ないと思うからなおさらだ。

　恋人が欲しい。恋をして楽しげな周囲を見ると、なおさら独りは寂しいと感じる。

　もしかしたらこのまま年を取って寂しく死ぬのかも、と根拠のない不安にだって駆られるのだ。そうなりたくはないので、貴重な出会いを粗末にしてはいけないと考えすぎて、不本意な結果に終始していることは否めない。

　これからもずっと、こんな上澄みだけを掬すくうような恋愛なのか。

　刹那的な関係を否定せず、エッチしたいだけなら、ハッテン場へ行けば今からでも相手は見つかるだろう。でも、梗はそれが目的ではない。

　そうやって理想ばかり追いかけているせいもあり、本当に心から好きな人と想い想われてのエッチを経験することなく二十七年。

　それゆえに怖いと思う面もある。そのたった一回で、憧れの塊だったものが、胸を押し潰すくらいの恋心に育ってしまうのではないか──……と。

　尻込みする梗を奮い立たせるべく、祐太が力説を続ける。

「一生に一度の思い出になるかもしれないぞ。玉砕覚悟ならなんでもできるだろ？　社員二千人規模の大企業とはいえ同じ会社にいながら、どうせあっちは梗の顔も名前も、さーっぱり認識してないんだから！」

「……微妙に傷つく」

　羽野木沢梗を端的に言い表すなら『徹底的に地味』だ。裏方の要である総務課で、いつも人に背中を向け、もくもくとデスクワークをしている。

　一方で大宮は、会社の花形ともいえる部署である企画営業部。仕事で評価されている上に、人当たりも良く、イケメンできらきらと眩しく輝き、梗とはまさに対極の存在。夜空の金星のごとき大宮を一方的に知っていても、大宮からすれば梗は暗闇のカラス、二千本の針山から一本を探すようなもの。その存在に気付くはずがない。

　卑下したいわけじゃなくて、現実的な話だ。

「大宮崇央は梗のことを知らない。後腐れない、謂いわば行きずりの男だ。酔っ払いの記憶力なんて曖昧！　万が一会社で気付かれそうになっても、『他人の空似』『酔っ払いの気のせいだ』ですべて切り抜けられるはず！」

　それに、とひと呼吸置いて、祐太は真剣なまなざしで人さし指を立てた。

「今日で世界は終わるんだ」

　数日前から情報番組やニュースでよく話題に上がっている『地球滅亡の予言の日』。それが今日にあたるらしいが。

　梗は項うな垂だれ、ため息をついた。

「……祐太、終わらない。それ、『うっかり計算ミスで滅亡の日は三年後かも』とかキャスターがいいかげんなこと言ってた。それでなくても直径四百キロメートルの巨大隕いん石せきが地球にぶつかることもなければ、北極海の氷が溶けても海面上昇に繫つながらないから、陸が海に沈むこともないし、地球が火の海に包まれるなんて絶対にありえないから」

「予測できないなんらかが起こって、突然地球が消滅するかもしれないだろうが。人類が予測できないから、滅亡するんだ」

「うん、分かった」

　面倒くさくなって頷いた頭をスパンッと叩かれる。痛い、とさすりながら顔を顰めた。

「今そうやって『でも、だって』って尻込みして、後悔しても遅いんだぞ。お前の明日の命を、どこかの神様が保証してくれるのか？　そもそもダメモトなんだよ。家の中に入り込めたらラッキーぐらいに割り切って突撃だ。梗、今日で世界が終わる。明日はない！」

「…………」

　その説得にはちょっと揺れた。地球が滅亡するなどという突飛な話には頷けないが、明日の自分を神様も誰も、約束してはくれないのだ。

　大きくぐらりと、きた。

　同じ会社とはいえ、まったくの他人も同然。部署も違えば、オフィスのフロアも違う。勤務中だけかけている黒縁メガネを、プライベートではコンタクトレンズに替えるので、休日に総務課の同僚に街で偶然会っても気付かれなかったりするほどだ。

　大宮とバーでうっかりニアミスしても、悲しいかな、同じ会社の人間だとは気付かれなかった。祐太が言うとおり、これから先もバレやしないだろう。

　祐太に唆されつつもこうしてストーカーのように自宅まで追いかけてきてしまい、今更道義的でないとか良識ぶるのも滑稽だ。

　大宮が帰宅したマンションを見上げる。二階、右端の部屋。小窓から灯りが漏れている。今もまだ、コールボーイ『メロン』の名刺を眺めているんだろうか。

　祐太の考えに全面的に同意できなくても、あの部屋の中はちょっと見てみたいな、とふと思った。祐太の言うとおり、一度突撃してみて「やっぱ駄目だった～」で終わって帰ればいい。
















　存在があまりにも遠すぎて、彼の綺麗な眸ひとみの中に、自分が映るなんて想像すらしたことがなかったけれど、会話などできた日には、嬉しさで頭のネジが数本吹っ飛ぶかもしれない。

　梗の気持ちが大きく傾きつつあることを察知した祐太が「よし」と頷いた。

　名刺の裏の『プロフィール』と書かれたＱＲコードに、スマホからアクセスしてみる。

『ラブコールありがと～。フルーツボーイズのイチゴです！　今夜、僕はキミだけの恋人。とろとろの恋に一緒にダイブしちゃおうよっ♥』

　両手でつくったハートマークと一緒に、威勢のいいウィンクがパチンと飛んできて──そんなトンチキ動画が流れたスマホの画面に、ふたりとも顔を突っ込んで固まった。

「何この変なテンション……。いやだよ、こんなのハードル高すぎ……」

「いや、だいじょうぶ。これでいけ。相手に考える隙を与えたら負けだぞ。とにかく、勢いだけで押し入るんだ！　どうせ、どんなふうにやっても『ウエルカム～カモーン！』とはならないんだから」

「いつから勝ち負けの話になったんだよ……」

　梗の呟つぶやきなど気にもとめない様子の祐太は、ピンク色の名刺に記載されたコールナンバーをピピッと二重線で消し、その上に梗の携帯番号を書き込んだ。

「本当に好きな人とエッチだぞ。夢みたいな奇跡だろ。人生は一度きりだぞ。これは世界が終わる夜に神様がくれたチャンスなんだ」

　話したこともない、彼の視界に入ったこともないのだ。たしかに叶えば、夢のような奇跡といえる。

　こと大宮に関しては、視界に入った入らないのレベルなのだから、イマドキの子供のほうがよっぽど進んでいるのではないだろうか。

　今までの自分の恋愛事情を振り返れば、その憐あわれさに涙を禁じ得ない。

　万年恋愛貧乏性を患って早はや幾いく年とせ。好きな人とエッチした日には、いったいどうなってしまうんだろうか？　幸せに溺れ死んでしまうかもしれない。

　それとも、想い想われる恋愛を知らないまま年を取って、ぽつんと独り死ぬんだろうか。

　美容師である祐太に衣服を整えられながら、少しセンチメンタルな気分になる。

「そのために……噓つきになっても？」

「シンデレラだって噓をついたんだ。あの女はしたたかだぞ？　靴をわざと片方、忘れたふりして城に置いてきたんだからな。でも俺はそういうの、嫌いじゃない」

　恋のために、全力で噓をつく。それを誰が咎められる？

「シンデレラと同じ魔法をかければいい。身も心も別人になりきるんだ」

　美容師モードになった祐太に前髪を指先でスタイリングしてもらって、ニッとした笑顔に励まされる。

　それから、「うまくいきますように！」とのまじないをかけられたパウチのジェルとゴムをポケットに突っ込まれた。

「駅前のカフェで待っててやるから。恋してこい」

　トンと背中を押されて、その勢いで足を前に踏み出す。でもそこから先は自分の意志だ。

　誰にでも平等には、もちろん自分にだって、明日は来ないかもしれないから。

　一度きりの恋のために自ら、二歩、三歩と進み、そしていくらか歩いたところでうしろを振り返った。

　梗の背中を押した友だちの姿は、すでにそこにない。

　おとぎ話は、もう始まっている。








☆　３　☆









　このままどうにか逃げられないだろうかと、往生際が悪いことを考える。せめて、自分がしたことの言い訳を含めて、算段するための時間くらいは欲しい。

　会社の創立記念パーティーの最中、『イチゴちゃん＝羽野木沢梗』という秘密が、大宮にバレてしまった。窮地に立たされた梗は現在、株式会社『ビーユニバース』創立記念パーティーが行われた三十七階のトイレの個室に座り込んでいる。パーティーは四十分前に終了し、社員、来賓の全員が会場を出払ったのが十五分ほど前のこと。人を待たせるには限界の時間だろう。

　この非常事態に青ざめているのは梗だけじゃなく、大宮も苦しい立場にあるはずだ。

　二カ月前に自分が買った男が同じ会社の社員だったのだから。

　大宮が自分の保身のために梗だけを犠牲にしてもいいと考えるような、非道な男じゃないと分かっている。でも今後のために、梗との円滑な人間関係と、以前と変わらない職場環境を守ることを念頭に置きつつ、じっくり話し合いたいと思っているのではないだろうか。

『ゲイのコールボーイとその客』なんて強烈なゴシップが他の誰かに知られたら、きっとふたりとも会社にいられなくなる。

　そもそも梗は、自分の性癖を社内の人間には明かしていない。その必要もないし、積極的に言い広めることではないと思うからだ。

　世界のあちこちで同性愛が社会的に認められるようになったとはいえ、ゲイに対する世間の目が厳しいことに変わりなく、暮らしやすくなったとは言いがたい。うまく世の中を渡っていくために、あのことはふたりだけの秘密にすべきだろう。

　そんなことをつらつらと考えている間にも、時間は刻々と過ぎていく。

　いつまでもここに籠城しているわけにいかない。約束のとおりなら、大宮は一階のロビーで待っている。

「あああああ、もうどうしよう。何が絶対バレないだよ。思いっきりバレてんじゃないか。『他人の空似』『酔っ払いの気のせい』、そんなの言う間もなかったし。逃げる余地すらなかったもんなぁ……」

　今までは何か困ったことがあると、真っ先に幼なじみの祐太に相談してきた。

　さっき『大宮さんに見つかった』とメッセージを送信したが、まだ返事はない。美容師として仕事中だから当然だ、仕方ない。

　ここに祐太がいたら、何かいいアドバイスをくれたかもしれないのに。

「あ、そうだ……」

　追加情報として、『名刺裏のＱＲコードの動画を再生しちゃったみたいで、偽者だと疑われてるかも。とりあえずごまかしたけどやばかった』と送信する。

　そもそも本物のコールボーイじゃないのだ。大宮からあれやこれやと具合が悪いことを訊かれたり、痛いところを突かれる恐れは充分にある。

　これからどうするかの脳内会議はいっこうに進展しない。

　そんなふうにぐずぐずしていたら手のひらのスマホが突如振動を始め、うひゃっ、と肩が跳ねた。ディスプレイを見て頭が沸騰する。大宮からだ。

「うーわ、かかってきた」

　想い人からの初めての着信なのに、絶望的な気分に陥って応答する。

『終わった？　今どこ？　何してんの』

「え、と、あの……トイレ、です」

『なっがいよ。便秘？』

　笑いながら『早くおいでよ』と彼氏みたいに言われて、うっかりどきどきしてしまう現金な自分がいやになる。

　通話を終え、これ以上待たせるのは無理だと観念して個室から出た。

「しかし、あの余裕はどこから来るんだろ。モテるからきっと今までも、数々の修羅場をくぐり抜けてきたんだろうな」

　トラブルに臆せず、その相手の扱いに慣れている。

　かたや自分は便座に腰掛けた状態で、ああでもないこうでもないと逡しゆん巡じゆんするばかりだ。

　会社に内緒でしている副業が、エッチ大好きなゲイのコールボーイだなんて奇抜なキャラクターを、甘んじて受け入れる他ないのか。

「あああ、ここにきて色情狂設定がボディブローのように効いてくる……つ、つらい。コールボーイは噓だって正直に言う？　そしたらエッチしたいがために噓ついて近付いた粘着質のストーカー……って怖すぎ重すぎ、気持ち悪いし、もっと駄目！　いや、どっちもどっちか？　ま、待て、落ち着け、落ち着け……」

　ぶつぶつと独り言を呟き、なんの対策も打ち出せないままトイレを出て、エレベーターの下りボタンを押した。

　ふと横を見ると、アクアリウムの魚たちがゆらりゆらりと泳いでいる。そこだけ時間がゆっくりと流れているような癒しの景色に、昂たかぶっていた気持ちが凪ないでいく。

「……色情狂と誤解されてても仕方ないよな。それが最初の設定だし……」

　あれはひと晩だけの魔法だったのだ。後腐れないからこそ起きた奇跡。社内の男と、それも大宮と恋愛なんて、そんな恐ろしいことを望んじゃいない。身のほどは弁えているつもりだ。

　エレベーターの扉が開く。

　大宮が何を言っても、大宮のためと思えばどんな恥ずかしい淫乱設定でも耐えられる──と微妙におかしな覚悟を決めて、梗は決戦の場へ連れて行く箱に乗り込んだ。










　ここじゃ落ち着いて話せないからと、パーティーが行われたホテルを出てタクシーが向かった先は、『ゲイかもしれない』と大宮が友人らに暴露したあのバーだった。

　もしかして本当はここからあとをつけたことがバレていて、試されてる？　いや、それはないはず──とひとり脳内会議してしまう。そんな梗にはまったく気付かない様子で大宮がアルコールをオーダーしたので、梗もそれに合わせた。

　十八時半を過ぎ、まだ店内に客はまばらだ。

「バーだけど、フードメニューもうまいんだ。ワタリガニのトマトクリームパスタが絶品。自家製スモークもおすすめ」

「……そうなんですか……」

　はい、存じ上げております。社食で同僚にオススメしていた桜チップのスモークチーズとサーモンも、とてもおいしかったです──とは言えないので、素知らぬ顔で初めて来たフリをする。

「パーティーであんまり食べれなかったんじゃない？　なんか注文しようか」

「……いえ、そんなお構いなく、です」

　というか、空腹でも大宮を目の前にして、もりもり食べられる気がしない。

　すると突然むぎゅっと鼻を摘つままれた。

「何その他人行儀」

　エッチもした仲なのに……と続きそうと身構えて、眼光鋭く大宮を見てしまい、大宮が少しばかり不服そうな顔をする。

「俺は腹減ったし食べるからな。ワタリガニのパスタ、感じ悪いハネちゃんにはあげないんだぞー」

　子供じみたいじわるを言われて、梗はむすりと口を引き結ぶ。

　意に介さずといった調子の大宮は、アルコールを運んできた店員にてきぱきと数品をオーダーした。

　おつかれさん、と勝手に梗のグラスと合わせて、大宮はごくごくごくとタンブラー半分くらいのビールを一気に流し込んだ。

　さすが接待で鍛えられている営業、男らしい飲みっぷり。一方、梗はジュースみたいなアルコールしか飲めないので、ピーチツリーオレンジをひとくち。

「いや～でもびっくりしたな。同じ会社だったとは。なぁ？」

　共に知らなかったことになっている大宮の調子に合わせて、愛想笑いで返した。

　大宮はイケメンの優秀な社員だ。しかし、梗より年下の総務部経理課の男性社員は、大宮の名前はうっすら知っていても顔までは知らなかった。

　二千人も人間が集まればイケメンも優秀な人材も他に数多あまたいる。どこに注目しているかで、大宮崇央をまったく知らない社員だっているのだ。

　しかし女性は少し違う。

　同じ総務部総務課の女性たちは高性能イケメンレーダーを備えていて、『企画営業部の大宮さん』も名誉あるイケメンリストに名を連ねている。

　梗からしたら、大宮以外は眼中にないわけだが。

　しかしそんなことを正直に話すわけにいかない。

　きゅうりと生ハムのマリネをつまみにビールを飲みながら、大宮が「あのさ」と戸惑いがちに切り出した。

「今も、あそこで……『フルーツボーイズ』で働いてるの？」

　これはイエスと答えるべきだろうか。それとも、もう辞めたと言うべきか。「エッチが好きだから」と言ってしまったので難しいところだ。エッチ大好き淫乱設定のためには「続けてます」と答えるべきなのだが。

「や、べつに責めるつもりはないって。俺がどうこう言えることじゃないし」

　沈黙を大宮はイエスと受け取ったらしい。そのまま大宮の出方を探る。

「……あー……、違う、説教とか忠告とかできる立場にないって分かってるけどさ、変な性癖のやつとか、怖い目に遭ったりとか、そういう危険性って高いわけだし、やっぱ心配だなって」

「じゃあ恋人になって」

「え」

「噓です……そんな驚かなくたって」

　最後はぼそりと付け加えた。

　あの日も同じ忠告をしてきた大宮に、「そんなに心配なら、恋人になって」と返した。すると大宮も今と同様に、イチゴの言葉に驚いたのだ。

　あのときも今も、本気で恋人になってほしいと懇願したわけじゃない。それは叶わないことだし、望んではいけない。

「俺は本当に心配してんだけど」

「……でも、そういうのは、相手次第では変な期待を持たせたりするので……俺は勘違いとかしないけど」

　淡々とした梗の言葉に、大宮が少し驚いたような目をする。

「……ドライなんだな」

「ドライとは、違います。ない物ねだりは、自分がつらいだけだから」

「それがドライだっつーの」

　本当は喉から手が出るほど欲しいのに、我慢するしかないだけで、自分ではドライでもなければ、諦めて自や棄けを起こしているわけでもないと思っている。ただ、大宮に愛情を求めてはいけないと思うから、感情を遮断するのだ。

「大宮さんこそ……自分の性癖を確信して、それでどうだったんですか？」

　あれから二カ月が経った。

　大宮が自分はゲイかもとの疑惑を持ったきっかけであり、お試しエッチの発端となった、その失恋の相手──。

　バーで大宮が友人らにカミングアウトしたときは、相手の男の詳細は伏せていたから、もちろん梗もそれが誰だかは知らなかった。しかし、梗が大宮の部屋にコールボーイとして突撃したとき、もう二度と会うこともない人間だという気楽さからか、そこに自棄も混じっていたのか、大宮は「今日結婚式を挙げた新郎に失恋した」と、スルッと告白したのだ。

　大宮の想いがその友人に届くことはないだろうし、相手のことを考えれば伝えるなんて無謀なことはしないだろう。

　でも、もしかしたら二カ月の間に、新しい出会いのひとつやふたつ、あったかもしれない。

「どうって……？」

「男の人をターゲットに、何か行動したとか」

「ないない」

「……どうして？」

「や……あれはイチゴちゃんだったから、できただけかなぁと。他の男を見ても何も思わないし、だからって他の人で試すのはいやだ。イチゴちゃんにコールしたくせに何言ってんだって笑うかもしれないけど、俺ほんとに、お金払って……っていうの初めてで。コールするときも相当迷ったけど、でもあのとき自分のこと確認できたから、男と恋愛してもいいんじゃないかって、いい意味で開き直れたというか。あれがなかったら、いまだにもんもんとしてただろうって思うし」

　じっと大宮に見つめられて、金縛りにでもあったように動けなくなる。

　大宮はさらに続けた。

「結婚した俺の友だち、森もり川かわっていうんだけどね、幼なじみで、森川に彼女ができるたびに『よかったな～』とか言いながらいつも気分悪くて、イラッとしてたんだ。森川を女に盗とられた、むかつくって。森川から結婚するって報告受けて、まじガーンときて、あー俺こいつのこと、好きだったんだ……って思ったらめちゃめちゃ泣けた。森川は俺が嬉しくて泣いてるって勘違いしてたけど。結婚が決まってから結婚式までの半年、俺ゲイだったのかなって、鬱々としててさ」

　自分のことなのに茫ぼう洋ようとしている──不安な半年間だったに違いない。

「今まで何人か女の子の恋人がいたこともあるよ。でもあんまりうまくいかなかった。男友だちとの付き合いのほうを優先しちゃうし、恋人テンプレどおりにデートしてごはん食べて……みたいなことは一応やるんだけど、気持ちが入らないからすぐ駄目になってた。そういうのも、本当はゲイなのを自制してたせい、だったかなって。いろいろ分かってスッキリした」

　合いの手どころか押し黙ったままの梗に、大宮は「でも！」と声を張った。びくっとして思わず背筋が伸びる。

「イチゴちゃんとしたことを、他の男にしたいと思えないんだよな、ぜんぜん」

　梗は目を瞬かせて、そして図らずも大宮とじっと見つめ合ってしまった。

　しばらくして、ドドドドドッ……と心臓が激しく鼓動を始める。

「それはっ……、俺が最初の相手で、他の男とはしたことないから比較できないってやつで、あとは、あれでしょ、ひな鳥の刷り込みみたいなもんでしょ？」

「そうかなぁ……」

「そ……」

　……って、なんでまたここで見つめ合ってんの？

　しかも「イチゴちゃんだったからできたのかも」「他の男にしたいと思えない」という言葉が意味するのはなんだろうか。百歩譲って考えても、「他の男はいやだ、イチゴちゃんがいい」と言われているようにしか聞こえない。

　そればかりか、大宮がただエッチしたいだけの軽い男じゃないと信じていても、男を試してみたら案外よかったので、初めてのことに冷静な判断をなくしているだけではと邪推してしまう。

「それ……た、たまたま、よかっ……」

　少なくとも最悪の経験だったとは思われていない。だからといって、俺とのエッチがよかっただけかもしれないでしょ、とは言いづらい。言葉がもごもごともつれて、困り果てて額を搔く。

「あのときよかったから、他の男と試そうとか比較してみようとかは、微み塵じんも思わないよ。さっきも言ったけど、ほんとに俺はハネちゃんのことが本気で心配で、それで、よかったらこれからも……」

　何を言われるのかとぎょっと目を剝く。

　頭の中でパァンと風船が弾はじけた。

「いっ……一度した人とは、二度としないと決めてるんです！」

　一度でも袖を通した服は二度と着ないと豪語する芸能人かセレブみたいな迷言を、大慌てで口走ってしまった。

　大宮が目をまんまるにしている。

「お待たせいたしました～」

　ワタリガニのトマトクリームパスタと自家製スモークの盛り合わせ、クレソンとグレープフルーツのサラダがテーブルに並べられ、ふたりとも膝に手を置いて行儀よい姿勢で沈黙した。

　ほわほわ～んとパスタから湯気が上がる。店員が去るのを見計らって、大宮が身を乗り出した。

「……一度した人とは、もうしないんだ？」

　二月だというのに、背中を滝のように汗が流れる。大宮は強烈な迷文句に驚きを隠せないといった表情だ。

「あ、もう一回したいからって、今日誘ったわけじゃない、よ？」

　さすがの大宮もしどろもどろになっている。しかしここで否定されたらされたで、こっちが思い上がっているみたいで恥ずかしいし、いくら望んでいなくてもがっかり感はひとしおだ。

　梗は額の汗をぐっと拭った。何かせずにはいられない心地になり、スプーンとフォークで、大宮がオーダーしたパスタを勝手に取り皿に取り分けはじめる。

「あれっ、ハネちゃんもカニのパスタ食うの？」

「………………」

「いや、いいです、どうぞ」

「話を戻しますけど、じゃあどういう意味なんですか。イチゴとだったからできた、とか大宮さんが何回も言うから」

「だって、あれメロンが来てたら即、帰ってもらったと思うし。この二カ月の間、他の男にはぜんぜん興味持てなくて。つまりあれが、イチゴちゃんだったから、かなぁって」

「なんか……」

　無自覚な人に告白されているみたいで、平静でいられない。

　頭がかぁっと沸騰する。おかしな方向に行っている話を、ここらでいいかげん軌道修正したい。同じ会社の社員としての清く正しい関係を、これから築かなければならないのだから。

「エッチが楽しいのはいちばん最初だけですし」

　これは片手でも余るほどしかいない、過去に付き合った男に言われた迷言で、なにげにショックだったやつだ。二回目以降は新鮮味に欠けてつまらない、という意見に同意を求められて、「消えてくれ」と思った。

　過去の恋愛に何ひとつ身になるものはないと悲観していたが、こんな場面で使えるとは、最低の経験も無駄ではなかったようだ。

　大宮は先ほどの迷台詞と併せて、これにも口をあんぐりとさせている。

「さすが……あ、ち、違う、嘲笑してるわけじゃなく。俺は最初の一回は舞い上がって訳分かんないことが多い……って何喋ってんだ」

　お互いに「それ、言わなきゃいけないことか？」の応酬になっている。

「もういいから、ひとまず食べませんか。パスタだし」

　さっきは「お構いなく」と遠慮したけれど、本当はホテルのビュッフェでたいして食べていない。気まずいことこの上なく、とにかく目の前の食べ物に逃げることした。

「クレソン、平気？」

「好き嫌いはないので」

「お、いいねぇ。デート中にアレ嫌いコレ嫌いって言われると、萎えるんだよな」

　これはデートじゃないですよね、違いますよね？

　うっかり、妄想と混同してしまいそうな自分を内心で律する。

　そんな梗の向かいで、大宮はカトラリーの下に敷いてあったペーパーナプキンをじっと見て、はっと顔を上げた。おもむろにポケットを探り、梗を追い込む発端となったペーパーナプキンの白いバレリーナを取り出す。

「んんっ？　ハンドメイドジュエリーだっけ、バイトやってるって、あのとき言ってたよな」

「……え、あ、はい」

　突然思い出したのか話が飛ぶ。

　二カ月前、梗がティッシュで作ったバレリーナを見て、大宮は「器用だ」と驚いていた。そのとき梗は大宮に「ハンドメイドのジュエリーを店に卸してる」と、真実をひとつだけ話したのだ。

　趣味で作ったものをセレクトショップのオーナーがたまたま気に入ってくれて、以降、そのショップに卸すための作品を、平日の夜や、仕事が休みの土日に製作する。趣味が実益になり、こまごまとした作業に集中することで、意外とストレス発散にもなっている。

「じゃあ……ハンドメイドのバイトもやってるの？」

　梗が頷くと、大宮はぱしぱしと目を瞬かせている。

　やがて大宮はテーブルに手をついて梗に迫った。

「ええっ、会社の仕事の他に副業ふたつもやってるってこと？　ハンドメイドアクセサリーに、コールボーイを掛け持ちで副業って……。時間的にも体力的にもけっこうハードじゃないの？」

　大宮は眉間に深い縦じわを何本も刻んで、梗を気遣っている。

　むちゃくちゃな設定が微妙に破綻し始めてないか……と、落ち着かない気分だ。

　梗は頰を引き攣つらせながら「それなりに」と曖昧に返した。

「あんま無茶してたら、そのうち身体壊すよ」

「総務課は大宮さんがいるような営業とか現場直結の部署みたいに、残業や休日出勤が頻繁にあるわけじゃないので」

「そうはいってもさ……」

　大宮は納得いかない様子だ。

　まともな副業と、どう考えても普通ではない副業。趣味と性癖、どちらも経済的な理由ではないので、ますます「そんな無茶するなよ」と言いたくなる大宮の気持ちは理解できる。

「時間的な制約で恋人をつくる暇もなさそうだな。ハネちゃんは、恋人はつくらないの？　あ、そか、一度した人とは二度としないんだった……」

　行き当たりばったりのド淫乱設定が、じわじわ効いてくる。何も答えなくても、大宮の解釈に任せているほうが辻つじ褄つまが合うんじゃないだろうか。

　もう食事に逃げよう。そうしよう。

　推論を大宮に丸投げして、スモークサーモンをぱくっと食べ、カクテルを飲み、ワタリガニのパスタをフォークに巻き取る。

　そのときちょうど梗のスマホが鳴った。コールボーイのコールナンバーと兼用、ということになっているスマホだ。大宮の目がじっと梗を窺う。

「…………」

「……どうぞ」

　応答を促され、大宮が飲み物の追加オーダーをしている脇でディスプレイを覗くと、祐太からだった。『大宮さんに見つかった』とメッセージを送信しておいたから、かけてきたようだ。

　すみません、と断ってから大宮に背中を向けて応答する。

「もしもし、今ちょっと……」

『げ……もしかして追及されてる真っ最中？　だいじょうぶかよ』

「うん……だいじょうぶだと思う」

『切り抜けられそう？』

「う、うん、あとで連絡する」

　ぎくしゃくした通話を終えて向き直ると、大宮がむぅぅと唇を歪めていた。

「今の、コールの事務所とか？」

　大宮の勘違いにのっかって、「えっ……あ、まぁ……」とぼそぼそ返す。大宮は眉根を寄せた顰めっ面だ。

「ねぇ、ああいうとこって無茶言ってきたり、あと、リベートとかさ、事務所がすっごい搾取してくんじゃない？」

　事務所の上にヤクザがいて、風俗的な現場従事者はヒエラルキーの底辺にいる……というのは任にん俠きよう映画でよく見る設定なので、きっと大宮の言うとおりなのだろう。梗はこれにもとくに返事をしなかったが、否定しなければ肯定と受け取られる。

「……なんか、他人事ながら腹立つな。ほんとは副業って会社が禁止してるからハンドメイドのほうも駄目っちゃ駄目なんだろうけど、コールの仕事だけでも辞める気ないの？　一ミリもないの？」

　大宮は真剣だ。きっと本気で心配している。こうして食事の最中にもコールの事務所から電話がかかってきたと思い込んでいるので、目の前の梗＝イチゴが身を置く性産業を、よりリアルに感じたのだろう。

　大宮は困っている人を見れば助けないではいられない性分だ。親切を押し売りするわけではなく、求められれば手を貸すし、「助けて」と言えないでいる人の気持ちを察して動いてくれたりする。

　あるとき、車両の往来が激しい社屋ビル周辺の信号を渡りきれずに立ち往生していたご老人に、大宮が駆け寄るのを目撃した。手を引くのでは間に合わず、大宮は冷静にご老人を背負って安全地帯まで走り、負ぶったまま歩行者信号が青に変わるのを待ってから横断したのだった。

　助けたい気持ちはあっても一瞬何かに躊躇ためらったり、驚きと怖さが先に立って大宮のようには咄嗟に動けなかったりするものだ。離れたところにいた梗も、足をとめた人たちに混じって、その様子を見守っていた。

　また、日程がタイトなプロジェクトの処理に追われている制作現場に栄養補給のドリンクを大宮がこっそり届けたとか、忙しさで限界寸前の後輩に「今のうちに休憩してこいよ」とさりげなく声をかけてくれるのは決まって大宮だとか、社内でのエピソードも社食でいくつか耳にした。

　ただ甘い言葉で誰も彼もにへつらうわけではない。仲間を大切に思っての言動というのは、その相手にはまっすぐにちゃんと伝わるものだ。最初はおべっかだろうと俯ふ瞰かんして遠巻きにしていた者さえ、大宮の真情に触れると「あいつは男も惚ほれる男だ」と言い出すほど。

　大宮は見た目こそイマドキの小綺麗なおしゃれメンズだが、内面はそんな『男気溢れる男』だ。

　だから今、大宮が心配してくれているのは、ポーズなんかじゃないと分かる。

　でも、エッチのためにコールボーイをしている最初の設定を、今更崩せない。

「辞めたら……してくれる相手がいなくなります」

「ハネちゃんが満たされてないのは、身体じゃなくて、心のほうなんじゃないの？」

　淫乱設定は噓だけど、その見解には頷ける。

「そうですね……。本当に好きな人としたことないですから」

「……好きな人と、したことないの？」

「愛で満たされて、幸せだ……って浸った経験はない、です。あまり多くを望めば、小さな幸福ですら逃げていくんじゃないかって思うし」

　昔から恋愛貧乏性で、恋愛に夢を見られず、そんなことを本気で考えている。

　でもいつかは「死ぬ瞬間まで一緒にいたい」と願う大切な人と出会えるに違いない──そう信じて、出会いを求めてきた。

「本当に心から好きになった恋人となら、何回でも、もっとしたいって思うんじゃないかなぁ。そしたら、ハネちゃんはコールボーイとかやらなくても、恋人からの愛でたっぷり満たされるよ」

「それを否定したり諦めたりしてるわけじゃありません。そうなれたらいいなって、思ってます」

　同じ人とは二度としない、は牽けん制せいのための噓だけど、過去の恋愛は実際にどれも交際期間が短いので、『愛情不足』はあながち遠からずだ。

　そもそもゲイゆえに恋愛対象の範囲が狭い。好みであっても大抵相手はノンケ。諦めることからスタート、即終了だ。運良く相手がゲイであっても、いろいろな事情で周囲に知られるわけにいかないとか、制約がいっぱいありすぎることも、なかなかうまくいかない原因だろう。

　大宮が真剣に心配してくれているので、心の底から申し訳ない気持ちになった。でも本当のことは言えない。

「心配してもらってるのに、……なんか、すみません」

「いや！　周りから見たら何を熱くなってんだってかんじだよな」

　苦笑している大宮に向かって、首を横に振る。大宮の想いを鬱陶しくなんて感じない。ただ、騙して、心配させてしまっていることが心苦しい。

「おいしいですね、カニのパスタ。ほんとはおなかが空すいてたんです。こういう殻付きのカニの身、大宮さんはデートだったら、女の子に剝いてあげたりするんでしょ？」

　雰囲気を変えるつもりで、大宮に笑顔を向ける。大宮はそんな梗をじっと見つめるだけで何も返さない。

　フォークに巻き取ったカニの風味が食欲をそそるパスタに、大きな口を開けたときだった。

「エッチじゃなくて、俺がハネちゃんの足りないって思うもの埋めて、ハネちゃんの気持ちを満たすようにがんばるっていうのは、どうかなぁ」

「え？」

　べろべろべろーんとフォークからパスタが取り皿に全部落ちる。

　トマトクリームソースがテーブルにまで跳ねたことに一瞬気を取られ、それから再び大宮に視線を戻した。

　大宮は真剣なまなざしで、揺らがない。

「エッチが好きって、べつに悪いことじゃないよ。でもその相手が誰でもいいとか、身体売ってその対価に金を受け取るっていうのは、やっぱあるべき姿じゃないと思う。買った俺が言うなってかんじだけど。でもハネちゃんがコールボーイやるのは、なんか黙ってられない、知らん顔できない。ハネちゃんのこと知ったからこそ、よく分かんないやつにハネちゃんが傷つけられるのは、我慢できないんだ。傷つけられるんじゃないかってはらはらするのとか……マジ堪んない」

「何……何言ってるんですか？」

　手にしていたフォークが皿の上にカシャンと落ちる。腕の力が抜けて、テーブルの下に両手をぼとんと投げ出した。

「心配だって言った手前ムキになってるだけとか、自分の保身のためだろとか、どう思ってもらってもいいよ。だって俺はハネちゃんを、イチゴちゃんを一度は買った男だから。今は信用ゼロでも、マイナスからでもいい」

「い……言ってる意味がよく分かんない。何……いったい、どうしたいんですか？」

「エッチ抜きで、友だちに近いかんじで仲良くしてみる……付き合ってみるってのはどうかな」

「は？」

　身体中の力が抜けたまま、顔だけ百面相みたいになっている。

「恋人になろうよとかじゃなくて、付き合ってみる……うーん、ちょうどいい言葉がないな」

「大宮さん、好きな人いるじゃないですか……！」

「始まる前に終わった恋に、そこまで操立てなきゃ駄目かな。そりゃあ俺も、自分の気持ちには、綺麗さっぱり区切りをつけたいって思ってる。ハネちゃんとはセックスから始まってるからなおさら。やっと再会したのに、もう中途半端なことはしたくない」

　届くことも告げることもなく終わった大宮の恋。

　大宮の中に、まだ残灰があって、大宮はそれをちゃんと一掃しようとしている。大宮なりに自分のことも、梗のことも、真面目に前向きに考えての言葉なのだということは分かった。

「ハネちゃんも俺とのこと、身体から繫がるんじゃなくて、恋人として付き合えるかどうか、考えてみてほしいんだよ。俺も、俺が今ハネちゃんに惹かれてるのはどうしてだろって、それを自分で、ちゃんと知りたいから──どうかな」

　相手のいいなりではなく、流されるのでもなく。

　しかし同じ会社の社員である大宮と、恋人として付き合えるわけはない──ゲイとして生きていくのが大変なことを梗は知っていても、大宮はまだ知らないのだ。いっときの感情で、一生を左右する決断をさせられない。

　どういう結論に達しても、大宮と恋人として付き合うことはないだろう。

　でもそれまで猶予している間、大宮の傍そばにいることを許されるなら。少しだけ夢を見てもいいだろうか。

「知ってた？　あの出会った夜はある終末論で、世界が終わる日だったんだ。俺はあの夜、世界が終わる日に独りで、その瞬間に一緒に過ごしたい人がいないっていうのは、寂しいことだなって思ってた」

　独りの夜はいくらでもある。

　だけど、もしもそれが世界が終わる、人生最後の夜なら──……。

　梗は、好きな人とキスがしたいなと思う。

　寂しい想いが共鳴してしまっただけなら、そんな恋はすぐに終わるに違いない。

　寂しさを埋めるためじゃなくて、温めるために寄り添えたらいい。

　独りでも夜を過ごせるけれど、できればふたりで。命が尽きる瞬間、独りでだって死ねるけど、愛する人が傍にいて手を握ってくれたら、一生が幸せだったと浸りながら目を閉じて、死ねる。そんな恋人がいてくれたらいいのに。

「世界が終わった瞬間に出会ったんだ。そんなのに浮かされて、ばかみたいって思われるだろうけど、俺がそのことに意味を感じたからいいんだ。お祭り騒ぎに浮かされて、俺はコールすることを自分で決めて、後悔はしてない。世界が終わった日に、新しい世界が始まったんだ。あのとき手違いで来たのが、ハネちゃんだったから、よかった」

　テーブルの上に、ペーパーナプキンでできたバレリーナとキノコとクマと、そしてもうひとつバレリーナが並んだ。

「……え？」と梗は瞬いた。だって今日作ったバレリーナはひとつだったはず。

　最後のバレリーナだけが、ティッシュでできている。

　それは二カ月前に、大宮の部屋で梗が気まぐれに縒ったものだ。

「仕事用の分厚い手帳に挿はさめてたから、無残にぺちゃんこだけどな。手帳に挿めた日に、無理って言われてた大口の契約が取れたんだ。これ絶対に幸福のご利益があるに違いないって思ってさ」

　得意げにそんな報告まで受けても、梗は驚きで言葉が何も出てこない。

　ティッシュで作った、捨てても支障のないものをずっと持っていてくれた──偶然の幸運に意味を持たせて、それがこじつけだろうがなんだろうが、大宮が捨てられずにいたその意味にこそ、梗は甘く期待しそうになる。

　しっかりしろ、と自分の膝を摑む。

　大宮はにこりと微笑むと、ご利益をもたらしたプリマ・バレリーナを再び元の保管場所にしまった。

「運命だとか、確証のないものは信じたことなかったけど、意味はあとからついてくるっていうか……意味が生まれたっていいんじゃないかなぁって、ハネちゃんと出会ってから思った」

　都合よすぎかな、と笑う大宮に、ぽやっと見とれてしまう。

　あぁどうしよう。このたった一時間ほどで、また大宮のことを好きになってしまうじゃないか。

　なんと返したらいいのか分からず、のろのろと俯うつむく。

　ハネちゃん、と柔らかな声で呼ばれて、俯けていた顔を上げた。

「だから、コールボーイは辞めろよ」

　強い視線に捉えられて、身動きできなくなる。大宮の真摯なまなざしに圧倒され、ますます本当のことが言えなくなった。

　優しい口調だけど、意思は揺らがないとでもいうように、大宮の言葉はまっすぐに梗の胸にすぽん、と届いた。
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　梗と大宮が勤務する株式会社『ビーユニバース』は、ショーウィンドーのディスプレイ、街のイルミネーションのデザインや設置を請け負うビジュアルデザイン会社としてスタートした。現在はそれらに加えてセールスプロモーションやイベントの企画・マーケティング・運営・製作を主軸に、あらゆる宣伝戦略に対応したサービス事業を行っている。

　事業内容に関連した国内外向け企業コンサルティング、そしてテレビ番組・映画制作、それらの代理店業務にも携わっており、エンターテインメント色が強い企業だ。

　梗は『ビーユニバース』の総務部総務課で、組織管理・不動産・福利厚生を含めた職場環境整備など、挙げればきりがないほどありとあらゆる仕事をこなしている。総務部には法務課・経理課・秘書課・広報課があり、そのどれにも当てはまらない業務が全部回ってくるので闇鍋状態だ。

「堀ほつ田たさん、人事部から『きのう割れた来客用の急須の件はどうなりましたか』とメールが届いてます」

　梗の問いかけに斜めうしろの席の女性・堀田さんが「はいはい」と椅子から立ち上がりつつ答える。

「三分で新しいものを持って行きます。そのあと十二階のＬＥＤの交換と、パソコンの予備バッテリーを届けてきますから。社内便で急ぎのやつある？　持ってくよ」

「人事の福ふく島しま主任、出張経費の精算が終わってないので、提出書類なる早でお願いしますって伝えてもらえますか？」

「ハネちゃんが『締め切っちゃうゾ、ゴラァ』って言ってたって伝えるー」

「勘弁してください」

　福島主任とは顔を合わせるたびに「いいよなぁ総務は気楽で。人事の俺はいつも胃が痛いよ」と精神的に大変アピールをされて、関係ないこっちまで胃がしくしく疼うずいてくるのだ。

「わたしが領収書と一緒に、もぎ取ってきてあげる」

「助かります」

　仕事に漏れがないかリストにチェックを入れ、前日、前々日まで項目を遡って確認する。

　準備に相当の時間を割いた会社の一大イベント、創立二十周年記念パーティーが数日前に終了したばかり。パーティーの来賓に礼状の発送、社内報用と公式サイトに掲載する画像の選定など後処理が残っている。

　三月は総会、四月の入社式、そして対外的な懇親会が増えるのでその準備を早めに進めておきたい。そのためにもまずは、パーティーの後処理だ。

「創立記念パーティー……」

　ＳＤカードの画像データの中から、ついひとりの男を探してしまう。

　二百人いようが二千人いようが、大宮たったひとりを見つけることができるコンテストなら、絶対に自分が一等賞だ。

　胸の内側で彼の名前を呼ぶだけで、甘酸っぱい心地になって、その姿を見れば心躍る。

「かっこいい」

　梗の頭の上辺りから感嘆しきった声が聞こえ、梗はびくぅっと肩を跳ねさせた。梗の背後からにょきっと、同僚女性の腕が伸びる。

「かっこいいよねぇ、彼」

「え、あ……だ、誰、ですか？」

「広報の小こ平だいらさん。人前に出る仕事なだけあって、立ち居振る舞いすべてがスマートだわぁ」

　心の声が漏れてしまったのかと驚いたけれど、同僚の女性は、四分割で並べた写真の、大宮が写る隣の画像を指さしている。

「あ……あぁ、小平さん……」

　広報の彼が業界誌などの取材を受ける姿を何度か目撃したことはあるが、大宮のほうが断然かっこいい、と梗は思う。

　それに、大宮のほうが字が綺麗だ。大宮のほうが食べ物を残さず食べるし、大宮のほうが声が心地よくて、大宮のほうが……と、業務の範囲内で手にした書類や情報、社食で見聞きした素敵ポイントは列挙すればきりがないわけだが、大宮大好きな梗にとって、大宮以下はあっても以上は存在しない。

　頭の中が大好きな人でいっぱいになったところで、とりあえず大宮メインじゃない画像を用途に合わせてチョイスした。大宮を最初から外さないと、大宮ベストショットしか選べないからだ。

　新しい写真欲しいなぁ……。

　じつは二年前の接待旅行でカメラ係が撮影した大宮の浴衣姿の写真を一枚、こっそり自宅に保管していて、寝る前とか、思いついたときに眺めているのだ。スーツ姿はいつも会社で見られるけれど、浴衣姿なんて貴重すぎると思い、はっと気付いたときにはプリントアウトボタンを押していた。

　まるでストーカーだよな……ごめんなさい、もうしません。

　誰宛ての謝罪なのか分からないけれど、天の神様に向かって手を合わせておく。

　その浴衣を着た大宮には思い入れが強すぎたのだ。企画営業部に大宮崇央という男前がいると知り、そして同時に、彼を好きになってしまったときのことが思い出されるから。

　接待旅行は、箱はこ根ねの温泉宿で行われた。普通はそういう場に同席しない総務課も人手が足りないからと、接待人員として借り出された。

　梗はエプロンを身に着け、腕まくりでビールケースを担いで走り、水割り作りを手伝い、宴会芸の進行をフォローするなど終始大忙し。我わが儘ままな大人たちの使いっ走りやカラオケ曲の入力も大車輪でこなして、宴会終盤ではヘトヘトになっていた。

　宴も酣たけなわ、もう少しで終わるか……と気を抜いたところ、まさかのことが起こった。

　酔っ払った接待先の男性が梗に絡んできて、エプロンを搔き分け、臀でん部ぶにいきなり手を這はわせてきたのだ。

　ギョヘーッと変な叫び声を上げたのに、どんちゃん騒ぎの宴会場では誰にも気付かれない。その堂々たるセクハラぶりには真っ青になった。

　偉い人なら騒ぐわけにはいかない。尻しり臀たぶを揉もみしだき、割れ目にそって指が何度も行き来するという、発狂寸前のセクハラ行為。ここで騒いで、気分を悪くされたせいで接待旅行がパァになったらどんな制裁が待っているやら、ここは耐えるしかないのか……と、ぐっと奥歯を嚙かんだときだった。

　爽やかな笑顔を浮かべた男が「どうもー企画営業部の大宮です」と、浴衣の裾を割ってセクハラオヤジの前にどさりと座ったのだ。

「林はやし田だ部長～駄目ですよ。今日はコンパニオンさんは呼んでないんですから。今回の企画、林田部長が大好きなタレントさんを広告のメインにって話で……おーい藤ふじ田た～、スチール撮影のとき林田部長もスタジオ入れるよなぁ」

「おっ、本当か？」

　今のうちに逃げろ、と大宮に手で合図されて、そこから梗は脱だつ兎とのごとく駆けた。

　大宮は、場の空気を悪くすることなく、梗を助けてくれたのだ。しかもやんわりとセクハラの愚行を諫いさめながらの、その手際が見事だったので、梗の憤りも瞬間的に収まった。

　この出会い編には、膝から崩れ落ちるほどのオチがある。
















　宴会が終わり、「さっきはありがとうございました」と大宮を呼びとめてお礼を述べたら「いえいえ、こちらこそすみません。そちらのお仕事の邪魔をしてしまって」と逆に頭を下げられた。セクハラオヤジの代わりに詫わびる大宮の誠実な姿に感動したものの、なんか変だ。

　三時間も続いた宴会で、大宮だって酔っ払っていた。浴衣ではなく、ワイシャツにスラックス、前当て付きエプロン姿で仲居さんと共に走り回っていた梗のことを、大宮は、旅館の給仕だと勘違いしていたのだった。

　そんな二年前の珍事件は、今思い出してもちょっと笑ってしまう。社員とすら認識されないままだったけれど、たとえば他の人間が同じ目に遭っていても、やはり大宮は颯さつ爽そうと現れてスマートに助けてくれただろう。

　それに大宮の最初の登場シーンが、梗には最高に堪らない激萌もえポイントだった。

　浴衣の裾を割って胡座あぐらをかく──他人から見ればなんてことないしぐさかもしれないが、梗の萌えツボはスパンッと鮮やかに射貫かれた。

　子供の頃に祖母とふたりで見ていた時代劇に出てくる、粋で鯔いな背せな町の遊び人みたいな振る舞いに、きゅうんとしてしまったのだ。

　その時代劇は、弱者から大切なものをひとつ報酬として受け取る代わりに、悪人を成敗するというのがおおまかなストーリーで、ふたりがお気に入りの遊び人は、主要な登場人物のひとりだった。

　遊び人は、着崩した掛け衿えりから胸元がちらりと覗き、男の色気の滲にじむ笑い方をする女たらし。しかしそれは世を忍ぶ仮の姿だ。夜になるときりりと頰を引き締めて、悪党どもをばったばったとなぎ倒す。

　今でいうギャップ萌えだった。しかも梗は小学生だったから、相当な年上好みということになる。毎日夕方の時間帯にどきどきしながら視聴して、「かっこいい！」と拳を握りしめていた梗だった。隣で「あら素敵ねぇ」とうっとりと頰を染めるおばあちゃんのかわいい笑顔は、今でも脳裏に焼き付いている。

　そんなわけで、お気に入りの遊び人とシンクロした大宮に、出会った瞬間、一目惚れだった。その場で大宮の人となりに惹かれ、以後も目で追うようになった。

　ふたつ年上、大学は工学部出身で、上司からの評価が高く営業成績は優秀。健康診断の結果は全項目問題なし。麵類でいちばん好きなのはラーメンで、おにぎりの具は塩しお鯖さばが好き。急なサッカーチームの助っ人要請には「いいよ～」と気軽に参加するけど、スキーは苦手（自分の意思で動かせない乗り物だから）で、腕相撲はあんまり強くない。やはりこれらもすべて、業務上または社食等で見聞きした情報だ。

　そして彼の優しさや熱情がポーズや気まぐれでなく、他人からの評価のためでもないことを知り、見た目だけではない男前っぷりに気付くたびに、年月とともに好意を重ねていった……というわけだ。

　うっかりせしめた写真一枚には、大宮への密やかな想いの発端が詰まっている。

　つまり、二年越しの憧れ、そして淡い片想い。だからといって、彼とどうこうなりたいと思ったことはなかった。あの、世界が終わる最後の夜までは。

　そして創立記念パーティーが開催された日の夜に、衝撃の出来事が起こったのだ。

　──コールボーイは辞めろよ。

　あれには痺れた。

　大宮崇央に感電死するかと思った。いや、一瞬逝ったかも。

　好きだと言われたわけじゃない。でも、梗がコールボーイとして、身体と心を傷つけられるかもしれない環境に身を置き続けることを、黙って見過ごせないと言っていた。それほどには想ってくれていると考えるのはうぬぼれだろうか。

　たった一度でも、すでに身体の関係があるのだからと、勢いで「付き合おう」とは言わない。でも、ちゃんと冷静に互いを見てみようという大宮の考えに、逆に誠実さを感じた。

　しかし、大宮がそう考えたのは、『これまで梗が恋愛に満たされていなかったのは、セックス自体に依存しているせい』だと思っているからだ。

「この淫乱設定がなぁ。今更、全部噓でしたとは、ますます言いづらい……」

　大宮が誠実であればあるほど、本当のことが明かせなくなっていく。

　いや、そもそも明らかにする必要はないのだ。だって、大宮とこれから先、本物の恋人同士として永遠に付き合えるわけはない。ゲイの社内恋愛なんてとてもじゃないが、大宮の将来を潰してしまうとしか思えないから。

　このうたかたみたいな恋が終わるまで神様がくれた猶予に、せめて今だけ溺れるのはいけないことだろうか。

　パソコンのディスプレイを眺め、はふぅ、と憂いたっぷりのため息をついたときだった。

「ハネちゃん」

　はい、と振り向いて瞠目する。背後からまさかの大宮だ。

　吃きつ驚きようのあまり、変なタイミングで息を飲んだせいで派手に噎むせた。げぼぼぼぼっ、ともがき苦しむ姿なんか見られたくないのに。予想外に驚かれた大宮のほうも慌てている。

「そんなびっくりしなくても」

　大宮はそう言うけれど、普通、梗のデスク周辺に部外の人は入って来ない。

　総務課の入り口にはいちおう『受付』なる窓口があって、急な備品の補充、書類の受け渡しなどはそこで他の社員が対応することになっている。梗のデスクはその受付からはいちばん遠くて、いつもそちらに背中を向けて座っているのだ。だからよけいに存在感が薄くて目立たない。

　はっと気付けば、同僚の女性たちから『大宮さんがなぜハネちゃんに親しげな様子で話しかけてるの？』という興味全開のまなざしを一斉に浴びていた。

「どうしたんですか、きゅっ、急に」

「企画営業部の名刺を先週注文したんだけど、裏書きはごちゃごちゃ書くよりシンプルなほうがいい、全部なくそうかって話が出てさ。今から変更きくかな」

　緊急やトラブルでもない限り、他の部の社員が総務課の受付を越えて直接梗に用件を言いにくることなんかない。内線電話かメールですむ内容だ。

「すぐ確認します」

　印刷所に問い合わせの電話をかけ始めると、大宮が空きのデスクから椅子を持ってきて、梗の左隣に座った。

　衣きぬ擦ずれの音が届くくらいに、すごく近い。かぁっと腹の底から熱が湧き上がってくる。周囲からの視線も痛いし、大宮の存在と視線を左側から強烈に感じつつ、どうにかこうにか通話を終えた。

「……変更可能だそうです」

「ありがとう……、なんか疲れてる？」

　あなたのせいです、とは言えないけれど。たいしたことはしていないのに、額の汗を拭った。二月にもかかわらず、真夏の炎天下に放り出されたような心地だ。

「今日は何時にあがれる？　俺は横よこ浜はまの客先を十八時に出て、そのあとは直帰。帰ってひとりでメシ食うのもなんだなーと思って。どっかで落ち合わない？」

「……待ち合わせてごはん、ってことですか」

「え、だからデート」

　こともなげに言われて、口がぱくぱくしてしまう。

「終わったら携帯鳴らして。あ……これ、好き？　食べる？」

　大宮がポケットから出したのはレーズンサンドクッキーだ。頷くと「はい」と手のひらに置いて、「じゃ、あとでね」と大宮は立ち上がった。「お邪魔しましたぁ」と爽やかな笑顔を零こぼしながら、総務課を出ていくのを茫然と見送る。

「ちょっとハネちゃん、大宮さんと仲良かったっけ？」

「え、やだー、それならそうと言ってよ。合コンセッティングしてよぉ」

「そういえば創立記念パーティーのとき『このバレリーナ作ったの誰か知らないっ？』って大宮さんから凄い勢いで訊かれたよ」

　総務課の女性たちが一気にざわついている。梗はひんやり冷たいお菓子を手に「給湯室行ってきます」と総務課を逃げ出した。










　定時を過ぎ、会社を出ていく女性たちは、それまでの様子と何か少し違って見える。

　一日の業務をこなして終業時間がきた解放感のせいかと思っていたけれど、ヘアメイクを少し変えて、かかとの低い靴から華きや奢しやな十センチヒールに履き替えているのだと、梗は今日やっと分かった。みんな、夜に会う特別な人のために、モデルチェンジしていたのだ。

　そうかそうかと納得し、会社を出る前に梗もトイレに入った。

　仕事中にいつもかけているメガネを外してコンタクトレンズを装着する。祐太にスタイリングしてもらったのを真似て、どうにか自力で髪を整えた。

　ただの晩ごはんが、大宮のひとことでデートになったから。

「デート……なんて甘酸っぱい響きなんだ」

　その言葉だけで浮き足立つ。これまでの人生において、デートらしいデートをしたことがないのだ。

　昼間は人目が気になるからいやだと言われれば、無理強いできない。お酒を飲みながら食事をしたあとはホテルへ直行して終了と、分かりやすいほど即物的だった。

　若い頃は「それでもいいや」と甘受していた。いちおう付き合っている人はいて、当時は『彼氏がいる』という形だけの安心感があれば、漠然と、平均的には幸せな気がしていたのだ。

　大切なのは好きになることなのに、恋人と呼べる人を探していただけだった。だから恋人がいた頃より、今のほうが遙かに胸が忙せわしなくどきどきして、そわそわしている。

　本当に好きな人とはエッチしたことがない恋愛貧乏体質だったのに、憧れの大宮とエッチしたし、しかもなんだか付き合っている恋人っぽくデートの約束などして、うきうきとその準備をしているなんて。これはもしや、何かとんでもない不幸に見舞われる前触れではなかろうか。

「あぁ……そうか、俺、来週くらいに豆腐の角に頭ぶつけて死ぬのかもしれない」

　そうじゃないと、この幸福は相殺されない。人の一生分の幸と不幸は、正味同じ量だと聞く。

　しかし梗は初めて「それでもいいか」とは思えなかった。

　独りでも夜は過ごせる。独りでもごはんは食べられる。けれど、できればふたりで過ごしたい。その相手は誰でもいいわけじゃなくて、この先ずっと、それが大宮だったらいいのに。

　無理だと分かっているから、想像の中で望むのはいくらでも自由だった。










　仕事が休みだった祐太から突然「ちょっと会える？」と連絡が入り、大宮との約束まで時間があったので、その間に会社近くのカフェで会うことにした。

「え、それじゃあ、付き合ってるってこと？」

　梗の経緯説明に、祐太は目も口もぽかーんと開きっぱなしになっている。

「エッチ抜きだし、付き合うっていっても恋人じゃないよ。今もコールボーイだと思ってて、俺のことが心配だから、って。お互いのこと、ちゃんと向き合って考えてみようって言われた」

「でも今からデートなんだろ？　それひょっとして、そのままうまくいくんじゃない？」

「それはないよ。今は俺のことを知らん顔でほっとけないだけ。それに、同じ会社はまずいよ。あっちはもともと女の子もいける人なんだし、将来のためにも真っ当な道に戻ったほうがいいに決まってる。そうやって夢から醒さめたときに仕事も恋も失うなんて、堪んないよ」

　保身と言われようが、いい年をして簡単に決断はできない。大宮のためであり、自分のためにも。

「やっぱ駄目かな、社内の男は」

「男女の社内恋愛でも、難しい部分があるんだから」

　祐太は悔しそうな納得いかなげな顔をして唸うなったあと、「あ、そうだった」とバッグをごそごそと漁あさった。

　呼び出しの目的となったものを手渡される。

　十枚ほどのピンク色の名刺には『フルーツボーイズ・イチゴ』のポップな文字が踊り、梗の携帯番号が印字されていた。

「ほら、『使い回した名刺で偽者だって疑われてる』ってメールくれただろ。コールボーイだったっていう部分に信しん憑ぴよう性せいを持たせて、噓をつき通すための小道具としてこれくらい必要かなと思って、新しいコール名刺、作ったんだ」

　本物そっくり、そのリアルなできばえについ失笑してしまう。

「そんな展開になってるとは知らなかったからさ～。出番ないかもだけど、まったく持ってないのも変だし。せっかく上手にできたんだよぉ？」

「う、うん、分かった、貰っとくから。名刺が変わったっていう辻褄合わせに、使わなきゃいけないかもしれないし」

　祐太から受け取ったピンク色の名刺を、あまり出すことのないハンドメイドアクセサリー用の名刺入れにしまった。

　祐太とはそこで別れて、職場がある品しな川がわから、大宮と待ち合わせた有ゆう楽らく町ちようへ向かう。

　人混みの中からピンポイントで大宮を発見したと思ったら、その背後にもうひとり誰か立っているのが見えた。

　ちょうどメールを受信して開くと、大宮からだ。

『ごめん、うちの課長も一緒にいいかな』──じゃああれは、企画営業部営業一課の篠しの崎ざき課長。客先に同行し、いろいろ話すうちにそういう流れになったのだろう。

　篠崎課長は四十二歳、独身。一見すると冷たそうな印象を受ける目元に、全体的にストイックな雰囲気が漂うナイスミドルだ。社食でも若い女の子たちが「篠崎課長なら断然アリ！」と興奮気味に会話しているところを何度も目撃したことがある。

　しかし『社内恋愛はしない主義』『プライベートと仕事はきっちり分ける主義』らしく、浮いた話や目撃情報はいっさい聞こえてこない。そんなクールでミステリアスな部分にも、女性たちは惹かれるようだ。

　篠崎課長と大宮が並んで立つと、メンズファッション誌の表紙さながらの麗しさで、スマホのカメラで一枚収めておきたくなる──とそこまで考えてはっとした。

「待たせたみたいになってる！」

　慌てて駆けて合流し、「お待たせしてすみませんっ」と頭を下げると、篠崎課長が首を横に振って微笑んだ。

「こちらこそ急に悪かったね」

　笑うとクールな目元がくしゃりとして、このギャップに女子のみなさんは沸くわけだな、とますます納得する。

「会社のやつと晩飯食べるって話をしてさ。『総務課の羽野木沢と』って答えたら『どういう知り合いだ。何繫がりだ』ってぐいぐい突っ込まれた」

　上司と部下としての親密さも窺える大宮の説明で、なるほどと思った。同じ年でも同期でもないし、出身大学も違う。会社組織からみても繫がりが近しいとはいえないから、興味を持ったのだろう。

「俺の質問攻めがしつこかったから面倒だったんだな。『じゃあ一緒にいかがですか』と誘ってくれたので、厚かましく同行しました企画営業部営業一課の篠崎です」

「ご一緒できて嬉しいです。総務課の羽野木沢です」

「たまには違うメンツで飲むのもいい」

　篠崎課長と直接話をしたことはなくて、緊張の面持ちで挨拶を交わした。見た目のクールな印象より実際は話しやすい点も、好感度がいや増すポイントかもしれない。

　それから、三人で雑談しながら、ガード下の居酒屋街を歩いた。

　大宮が案内してくれたのは焼き鳥屋。店の外まで炭火焼きのいい香りが漂っていて、狭い店内の最後の一席にぎりぎり滑り込めたかんじだ。暖の簾れんを上げて覗いてくる客に、満席だと店主がお詫びしている。

　大きな換気口に吸い上げられていく備長炭の煙、たれの焼ける匂いが店内いっぱいに立ちこめる。手書きの短冊メニューと、ビールやハイボールのポスターが貼られた昭和レトロな内装をぐるりと見渡せば、期待でいっぱいになった。

　四人掛けのテーブルに、大宮の隣に梗、向かいに篠崎課長が座った。

「遠慮しないで飲みたいのを飲んでいいよ」

　篠崎課長に言われて、梗はレモンジンジャーサワー、営業のふたりは生ビールだ。

「乾杯しようか」

「お疲れさまです」

「どうぞよろしくお願いします。ビールにお付き合いできずにすみません」

　篠崎課長に向けた言葉に微笑み返された。

「ビール飲めない若い子多いもんな。タバコを出そうものなら迫害されそうだ」

　灰皿があるし、喫煙できる店だ。タバコどうぞと言いかけたら、「いや、食事中は吸わないから」と周囲を気遣った小声で返された。

「牛すじポン、うまそうだな。あとは大宮のオススメ適当に頼んでくれ」

「ハネちゃん、なんか食いたいのある？　焼き鳥以外の小鉢もいろいろあって」

「焼き鳥は豚バラとねぎまがあれば。あ……この『半熟煮玉子と厚揚げの甘辛煮』食べたい……あとは大宮さんのオススメでお願いします」

　大宮と梗の会話を聞いて、篠崎課長が不思議そうな顔をしている。

「で、ふたりは何繫がりなんだ？」

　質問にぎくりとしてしまう。答えは大宮に任せるつもりでサワーを片手に窺うと、大宮がにこりと口角を上げた。

「創立記念パーティーのとき、運命的に出会ったんです」

　サワーをブッと噴きそうになった。何を言い出すのか読めずに、大宮のフォローを黙って見守るしかない。

「つい最近じゃないか。組み合わせも不思議だし、ふたりの雰囲気もなんか……」

　あのクールなまなざしに捉えられ、まるでスキャニングでもするようにじっと見つめられると、視線で殺されてしまいそうだ。

「新婚さんと飯食ってる気分になる」

　新・婚・さ・んっ……。

　気絶しそうになりつつも、身体からいかがわしい何かが漏れてるんだろうかと、蟀谷にじわりと汗が滲む。

「大宮が世話女房役。まぁ大宮はだいたいそういう性質だがな」

「なんすか、そういう性質って」

「かいがいしく動いて、はちみつに頭から浸つかるくらいたっぷり甘やかすだろ。相手は限定してるみたいだけど。案外お前、誰にでも優しい男じゃないよな」

「当たり前じゃないですか。俺けっこうストライクゾーン狭いっすよ」

「生意気言うようになったなぁ。新卒で入社してきたときなんか、お前相当ひどかったぞ。誰のおかげでイマドキメンズに生まれ変わったと思ってる」

「そりゃもう課長のおかげです。認めますから、羽野木沢の前で黒歴史を暴露しないでくださいー。……あ、もう、俺自分で言うわ。入社当時は目を覆いたくなるくらいダサかったの！　だって生息地がシステム情報工学研究室っていうインドアで、スーツなんて面接試験のときに初めて着ましたって状態だったんだよ」

「見えないと思って、スラックスの下に『スクールか！』って突っ込みたくなる紺ソックスをはいていた。しかもなんかのキャラクター絵付き」

「だからそれはっ、ひとり暮らし始めたばっかで、替えの靴下が足りなくなって、貰いものを間に合わせではいてたんですー！」

　たまたま見たのをバラさなくたって、と大宮はテーブルを叩きながら身み悶もだえている。

　そんなふたりの掛け合いの会話がおかしくて、梗はずっとぶるぶると肩を震わせて笑っていた。

　焼き鳥の盛り合わせが来るまでに食べた『半熟煮玉子と厚揚げの甘辛煮』も、大宮が頼んだ『豚のあっさり角煮』もほどよい甘辛さ。『牛すじポン』はショウガ風味のさっぱりした味付けで、篠崎課長もえらく気に入った様子だった。

「……で、大宮さんってインドアだったんですね」

「ハネちゃん、話戻すの？」

　眉をハの字にして、大宮が唸り声を上げている。

「大宮は社内のサッカー大会とかマラソン大会とか競技に引っ張り出されても、そこそこ、そつなくこなすからな」

「課長～頼みますから、褒めるなら全力で褒めてくださいよ」

　さっきの話で、ちょっと気になったのだ。大宮が工学部出身と知っていたけど、こてこてのシステム畑から営業職に就いたということか。

「システム情報工学研究室ってプログラミングとかソフトの開発をやってるんじゃ」

「ん、だから、俺はもともとそっち志望」

「大宮はシステム系の制作現場希望で会社に入ったもんな」

　システム系の制作現場は、映像技術を駆使した宣伝演出、デジタル照明を制御するためのプログラミング等を行っている部門だ。大規模なイルミネーションや小規模の店舗ディスプレイなどの、デザイン、設計、実際に稼動するまでを一手に請け負っている。

「プロジェクションマッピングは今でこそメジャーだけど、『拡張現実』『３Ｄ映像技術』みたいなデジタル効果を使って商品を演出する方法とか、ユーザーにスマホとかパソコンを使ってアクションを起こさせることで映像が変化する広告とか……そういう研究室にいたから」

「それを俺が、顔がいいからって理由で、さくっとかっさらった」

「顔でっ？」

　信じがたい篠崎課長の言葉に梗が驚きの声を上げると、大宮は苦笑している。

　篠崎課長はニヒルな笑いを浮かべながら続けた。

「顔、というか、営業にとって第一印象は大事だからな。理屈じゃなく、こいつならやってくれそうだって任せられそうな雰囲気とか、パッと見で人に好感を持ってもらうのは簡単なことじゃないぞ。それも才能。それに、会社としての利益ばかりじゃなくて、現場のことを考えられる優秀な人材が欲しかったから……あぁ、やっぱり全力で褒めようとすると気持ち悪いな」

　篠崎課長がぼりぼりと首筋を搔いているけれど、すべて正当な評価なのだろう。大宮を手放さないことが、決して過大な賛辞ではないという証拠だ。

「だから最後の言わなきゃいいのに」

　大宮は隣で照れくさそうにしながら、砂肝に嚙みついた。










　篠崎課長は、新婚さんのお邪魔をしちゃいけないからと、こちらが青ざめる冗談を残して、店先で別れた。

「予想外に冗談とか言う人だったんだ……篠崎課長」

「筋金入りのタヌキおやじなんだからな。今日いきなり混ざったのも『いつも大人数で飲んでるイメージのお前がふたりきりとは珍しいな。相手はどんなやつなんだ、いい子なのか、それともおもしろいやつなのか』ってマジもうなんなんだよってくらいに質問攻めで。誘うしかないだろ。ふたりきりって思ってたのにさ……」

「よっぽど大宮さんのことが、かわいいんでしょうね。都会的な雰囲気でクールな印象なのに、おもしろい課長さんです」

「クールな見た目のギャップ萌えで油断させといて、いつの間にか懐に手ぇ突っ込まれてる……あ、仕事の話な」

「デキる上司ってかんじで、でも話してみると気さくな面もあって、なるほどあれはモテるだろうなぁ……」

　感服しつつ思わずといった調子で受けた印象を語ると、大宮が梗を窺った。

「……うちの課長、好み？」

「あ、いや、そういうことじゃなくて」

「四十代ってアリ？」

「えっ？　どうだろ……考えたことなかったですけど」

「篠崎課長みたいな四十代だぞ。ジムで腹筋カッチーンって絞ってて、髪もフッサ～ってしてて、おやじ臭くない」

　非の打ち所がない例を挙げられて、こちらがノーと言うのはおこがましいのでは。

「アリ……」

「マジで？　アリか、アリなのか、そうか……」

　大宮の声色がどんどん下がっていく。

　アリかナシかで問われたら、あの四十代をナシと言うのはそれこそ何様なのかと失笑されそうだと思っただけなのだが。

　大宮は「うん、いいや」と突然ひとりで納得して顔を上げる。

「それより今日は急にごめんな。デートっつったのに、いきなりパパ同席かよみたいなことに……」

「いいえ、楽しかったです。俺まで厚かましく奢おごっていただいたし……よかったんでしょうか」

「明日俺がタバコでも差し入れとく。外回りでバタバタするだろうから、ハネちゃんはお礼のメールしておいて」

　はい、と頷くと、大宮は短く唸り、梗の肘の辺りをぐっと摑んで歩き出した。

「大宮さんっ？」

「仕切り直し。いいよね、まだ九時過ぎだし」

　ガード下に続く居酒屋街を進み、煉れん瓦が造りでレトロな店構えのカフェバーに河か岸し変えした。中に入るとアメリカ映画で目にするようなネオンサイン、奥には年代物のジュークボックスが鎮座している。

「おもしろい店がいっぱいですね、有楽町のガード下」

　円形のテーブルのスツールに腰掛けて店内をきょろきょろ見回すと、ポップなネオンカラーと錆さびた色味のダークカラーのコントラストが目を惹く。

　大宮がアルコールをオーダーしている傍で、ふと閃いた。

　アクセサリーをネオンカラーだけでデザインすると、子供っぽい印象になりがちだ。でも、この色味の組み合わせなら、ネオンカラーを使った大人仕様のものができそう。

　セレクトショップのオーナーから「夏の水着姿にも似合う大人かわいいアクセサリーを」とオーダーされて、ネックレスとピアスの試作品を納めたばかりだけど、追加で持ち込んでみてもいいかもしれない。

「すみません、ちょっとメモ……」

　キーワードと、簡単なデザインを描いておくための手帳を鞄かばんから取り出した。

　思いついた瞬間の感覚はとても大事だ。「これいい！」と強烈なイメージとして頭に浮かんでも、メモしておかないと忘れてしまうことが多い。

「もしかしてハンドメイドのやつ？」

「はい。思いついても、けっこう忘れちゃうんですよ。お酒飲んでるし」

　途端に心ここにあらずになって、溢れ出てくるイメージをひたすら書きとめる。

「ほんとデザイナーみたいだ」

「ラクガキです」

　とても人様に見せられるものではない。恥ずかしいのでパタンと閉じて、そそくさと鞄にしまった。

「えー、見たいな。ハネちゃんが作ったもの。ハネちゃんち行ってもいい？　作ってるとことかも、見てみたい」

　これは部屋に遊びに行きたい、ということなのか。じわっと耳じ朶だが熱くなる。

「つまんないですよ。喋らなくなるし」

「作ってるところ見られるのはイヤかな」

「……そういうわけじゃ……ない、ですけど」

　でも落ち着いては作れないんじゃないか。だってたぶん、製作する間中、そんなふうに真剣なまなざしで大宮からじっくり見つめられるのだ。新しい修行としか思えない。

「人に見られながら作ったことないから緊張する……、かなと」

「おけ、ごめん、分かった。でも作ったやつは見れる？　だったらいいよね。……で、ハネちゃんが作ってるときは、俺は本とか読んで、あんまそっち見ないようにする」

　条件付きで提案されて、断る理由は見つからない。大宮が部屋に来るなんて考えたこともなかったけど、自室で一緒に過ごせるなら夢みたいだ。

　びっくりしすぎて逆に「あー、はい……」と無感情な声で頷いてしまった。

「今週の土曜は？　俺は連休の予定だけど、ハネちゃんは？」

「連休です」

「じゃあ、決まり？」

「……はい」

「んじゃハネちゃんち、な」

　早急に話が決まってから、はっとした。

　土曜の次は、当たり前だが日曜が来る。翌日も休みなんだから、もしかして泊まるとかいう展開になったり……。

　途端に、カーッと頭が煮え滾たぎった。何も起こらないとは分かっているけど、期待がおおいに混じった大妄想はしてしまうし、勝手にどきどきだってする。そんなに長時間密室に一緒にいて、ふたりでいったい何をするんだろう、と考えてさらにうろたえる。

　たとえば、普通のカップルは何をして過ごすのだろうか。

　今までの恋愛はデートイコールセックスで、心を通わす共通の話題を探すとか、一緒に楽しんで盛り上がるための何かを見つけるとか、恋を育てるための大事なプロセスを全部すっ飛ばしていた。

　恋する過程を省略することを疑問に思って不満を抱いても、それを相手に伝えようとしたことがない。懐柔されることで、相手に合わせているつもりでいた。これでは、相手と同じ気持ちと解釈されても仕方ない。

　燃え上がるような大恋愛、身を焦がすほどの独占欲……そういう恋の熱病みたいなものは映画やドラマの中でだけ繰り広げられるフィクションで、現実はそんなロマンティックじゃないぞ、と俯瞰していた。

　最低すぎる……と自分の過去を反省する。

　決して付き合った人の数は多くない。遊んでいたつもりもないのに、なんて中身のない恋愛ばかり重ねていたのだろうか。

　架空の『イチゴちゃん』と自分に、どれほどの差があったんだろう？

　自分に必要だったのは恋することで得られる愛情や幸福感のはずなのに、恋人さえいれば寂しくないという愚かな勘違いをしていたから。

　セックスの対価に金銭を受け取っていなかっただけで、自分はそれより大切なもの──たとえば時間や価値、もっというなら恋をする喜びや恋情をだらだらと垂れ流し、そこらに捨てていたのかもしれない。

　大宮が「エッチ抜きで」と言ってくれたから、自分の駄目さかげんに、ようやくこの年で気付いた。

「ハネちゃん、やっぱやめとく？」

　大宮が遠慮がちに窺ってくる。あんまり黙っていたので、無理強いして困らせているのではと、思わぬ誤解をさせてしまったようだ。

「違うんです。その、今までほんとにまともな恋愛してなかったんだなって、今更気付いて。うちに来てもらっても大宮さんが退屈なんじゃないかとか、何したらいいんだろっていろいろ考えてしまって」

　梗の告白に大宮が目を丸くして、「ふはっ」と破顔する。

「だからそれ、ひとりで悩むんじゃなくて、一緒に考えようよ。……でも、何したらいいんだろって考えてくれたんだなって、嬉しい。かわいい」

　大宮が肩を揺らして笑うので、からかわれているみたいで悔しくなる。

「つまんなかったからもう二度と行きたくないとは、思われたくないです」

「分かった、分かった。今ハネちゃんの頭ん中、俺のことでいっぱいだ。もう、まいったな。そうやって言われるほど嬉しくなるじゃん」

　ますます恥ずかしさで滾ることを言われて、反論できないまま唇を歪めた。










　約束の土曜日、最低気温が一度と寒く、大宮は昼過ぎに鍋の材料を持参で梗のマンションへやってきた。

　有楽町のカフェバーで話したとおり、大宮は最初に、サンプル品や作品が保管してあるボックスを眺めたあと、少しだけ製作の様子を覗いた。あとは梗から離れたところに座って本を読んだり、小さなアクアリウムの魚に餌をやったり、勝手にコーヒーを淹いれたりして過ごしている。

「部屋の中のもの、好きに使ってください」

「うーん……」

　漫画本に夢中なのか、大宮も生返事だ。

　セレクトショップへのサンプル提出の期限は過ぎていて、追加分を見てほしいとこちらからお願いした手前、大宮に構ってもいられない。

　梗は開き直って数日前からの作業の続きに取りかかり、仕上げまで没頭することにした。

　ジュエリー素材はシルバーやゴールドを使い、ブレスレット、ネックレス、ピアスに加工する。頼まれればレースや生地を使ってヘアアクセサリーも製作するので、部屋の一角はパーツの保管棚が占領している状態だ。

　初めて自力で製作したのは、汚しの加工を施したシルバーバングルだった。高校二年のとき、工房の一日体験でリングを作ったのがきっかけだ。

　祖母の誕生日に手作りのリングをプレゼントしたら「アクセサリーを貰ったのは四十年ぶり。しかも手作りなんて！」ととても喜んでくれて、それから女性用のアクセサリーを中心に作るようになった。

　趣味で始めた高校時代に比べると、工具も本格的になっている。プレートに文字を刻印したり、リューターという電動切削工具を使って金属を研磨して、ガスバーナーでパーツを接着させたり、天然石を配置したりして、作品を作り上げる。

　細かい作業であることに加え、工具の機械音でますます外界と自分がすっぱり遮断されて、なおさら手元に熱中するのだ。

　製作に集中している間、頭の中はしんとしていて、うっかり昼食を食べ忘れてしまうこともあるほど。その綿密な作業でストレスが溜たまるんじゃないかと友だちの祐太などは心配してくれるけれど、作品が完成すると自分の中に拘こう泥でいしていた澱おりがすっかりなくなっていて、製作することがストレス発散になっている。

　ネオンカラーのチープなプラスチック素材と、シルバーに汚しを入れて色をくすませたものや、真しん鍮ちゆうのパーツを組み合わせて、ネックレスとピアスをいくつか試作した。

　すっかり夢中になってしまい、はっと顔を上げると、もう十七時を過ぎている。

　さっきまで隣でごろごろしていたはずの大宮がいないと慌てて立ち上がったら、背後のベッドに、俯うつぶせで寝ていた。

「うわ……ごめんなさい……暇だったよね」

　声をかけてもぐっすり眠っている。

　退屈でしかなかったはずだ。大宮から「コーヒーでも飲む？」と声を掛けられたのが十四時過ぎ。それを二、三口飲み、残りはすっかり冷めてテーブルに置き去りという状態が、すべてを物語っていた。

　ぺたりとベッドの脇に座り込む。

　いくら大宮の厚意に甘えさせてもらうといっても、この放置ぶりはあまりにもひどすぎやしないか。やっぱり今日はハンドメイドの仕事を理由に会うことを断るべきだったのでは──今更手遅れなことを鬱々と考えながら、大宮の寝顔を見つめる。

　目尻の睫まつ毛げがぴろっと上に跳ねていて、全体的に長くないのがかわいいな……なんて、細部までを観察するチャンスはあんまりないから、ついまじまじと眺めてしまった。

「触……ってもいいかな……」

　ぼそ、と呟いても反応がないので、なめらかそうな頰に指を滑らせてみたくなって手を伸ばしたら、突如それをはしっと摑まれた。大宮の眸はしっかりと開いている。

「おっ、起きてたならっ……！」

　引っ込めようとした手をぐいと引っ張られて、ベッドの上の大宮の胸に覆い被かぶさるかたちになった。

「おおお大宮さんっ」

　ウギャーッと心が悲鳴を上げる。うなじの毛が逆立ち、蟀谷の血管が束で断絶する心地だ。

「いつまで敬語、続けんの」

「えっ!?　えっ!?」

「俺が寝てるときは敬語じゃなかった」

　起き上がろうと腕を突っぱねると、ついにむぎゅっと抱きしめられる。プロレスの絞め技よろしくがっちりと固められて、「ぐるじいっ」と呻うめいたら少し力を緩めてくれたものの、放してはくれない。もがけば再び締め上げられて容赦ない。

「話の途中だろー」

「ぐえっ……大宮さん、これじゃあ話せませんっ！」

　捕まえられたままずるずるとベッドの上を引き摺ずられた。ベッドヘッドと枕を背もたれにして、じたばたと大暴れの梗を胸に抱いて、大宮がにやりと笑う。

「いっときこうしてたら慣れる。ハネちゃんの敬語がデフォだとして、いらない距離は縮めよう」

「大宮さーん……」

　困り果てた声を上げた。でも大宮は解放してくれない。頭を上から押さえ付けられて、ついに観念して胸に頰をぺたりとくっつける。

「触りたかったら、触ってどうぞ？」

「いつから起きてたんですか」

「ごめんなさい、って謝られた声で目ぇ覚めた」

「それ最初じゃないですか」

「すんげー、じーっと見られたから、キスされんのかって思っちゃった」

「しません」

「ネオンカラーのアクセサリーはできた？　見てもいい？」

　見たいと言うから動こうとしたら、「それはあとでいい。今は離れるの駄目」と制された。頭をぽんぽん、と撫なでられ、観念して大宮の胸で目を閉じる。

「……退屈、だったでしょう？」

「退屈か忙しいかで問われれば、退屈だったけど、いやじゃなかったよ。しかしハネちゃん、凄い集中力だったなぁ。作ってる間は周囲がなんも見えなくなるだろ。あんなふうに人が真剣に物作りしてる音って、なんかいいなって思いながら見てた。何かが生まれる音は、いいもんだ」

「そんなの今日だけです。これが毎日続いたら、誰だって一緒にいるの、イヤになります」

「えっ、あれ毎日するの？」

「毎日じゃなくても、仕事から帰って二時間くらい、とか……」

「じゃあいいじゃん。夜はもっと長いし。たまにはこっちの相手もしてくれるなら」

　そんなの俺がいなくなってからやれよ、とは言わない人だ。寝ちゃうくらい退屈なのに、ちゃんと待っていてくれる。

「ていうか、こんな調子でいったい、いつコールボーイやってたの。それに、ハンドメイドやってるハネちゃんは凄くリアルだけど、ハネちゃんがコールボーイっていうのは、やっぱりなんか……イメージしにくいなぁ」

　噓を指摘される瞬間、ぎくりとした。何か説明すればするほど、それまでの設定が大きく崩れてしまいそうだ。

「もうそんなことさせないから、いいけど」

　髪を優しく撫でられ、指先がゆるゆると頭皮に触れて、その触れ合ったところからひたひたと、あったかいものが流れ込んでくる。

「ハネちゃん、前も言ったけど、やっぱメガネじゃないほうが絶対いい。俺、こっちのほうが好き。もうメガネやめて、ずっとコンタクトにしなよ。こんなふうに抱っこしたとき、がつって当たんなくていいし」

　大宮に、こっちのほうが好きなんて言われたら、もうそうする他ない。

　よし、これからは会社でもどこでも、ずっとコンタクトだ──そう決意する単純な梗だ。

　大宮は梗の背中をぽーんぽーんとあやしながら、何かよく分からない鼻歌など唄うたっている。

「大宮さんって、漫画本読むんですね」

「大人になってからのほうが読むようになったかも」

「『本』って言うから、小説だと思ってました」

「近くのレンタル屋で漫画本も取り扱ってて、けっこう豊富なんだー。小説もミステリーだったら読むよ、たまーに」

「ふぅん……」

　いつものもう少し潑はつ剌らつとした調子とは違う、大宮の優しくて、温かい、穏やかな喋り方が心地いい。

　心の襞ひだを鞣なめすのは、指、声、心音。

　頭からつま先まで、とろ火で温められるよう。

　こんなふうに人の温ぬくもりに浸って、だらだらと他愛もないお喋りをしたことなど、これまでにあったっけ……？

　大宮は梗の肩や腕を、揉んだりさすったりしてくれている。

「ハネちゃんは、自分から告白して付き合ったことある？　相手から言われて、嫌いじゃないしなぁって、付き合ってた？」

「……そうですね。断るのはおこがましいと思うし、実際、すごくイヤってかんじの人でもなかったし」

「独りで生きられないタイプっているよね。間に合わせでもいいから、とりあえずキープしておきたい、みたいな」

「独りでは、死にたくないですから」

「何それ、つねに終末論だったわけ？」

　独りでいると、将来ひとりぼっちで死ぬんじゃないかという、正体の見えない不安が足首に絡まっているような、恐ろしい心地になることがある。

「人は案外、簡単に独りになってしまうものです」

「それはなんに基づいた極論なの」

　大宮の指は、梗の髪を撫で続けている。

「俺にとっては家族ですら、結束の固い絆きずなで結ばれた共同体ではないんです。高校生になるまで育ててくれたのは、ほとんど祖母でした。小さい頃に母を亡くして、父は俺のためを思って小学校に上がるとき再婚したんですけど。その女性と新しい親子関係がうまく築けなくて」

　最初は「まだ小さいのにママがいなくてかわいそう」と優しく抱きしめてくれたのに、初恋の相手が男の子だった梗を、最終的には嫌悪して受け入れてくれなかったのだ。

　高校を卒業してすぐに親代わりだった祖母が亡くなり、家族を養うためと仕事に邁まい進しんしていた父は、結果的には離婚により家庭をまるごと失った。

　新しい母から拒絶されたことは、「まぁ、普通そうだよな」とぜんぜん恨んでなんかいない。逆に、こんなうちにお嫁に来たばかりに人生設計が狂っただろうなと、申し訳なく思ったくらいだ。

　そこらによくある話で、自分の家庭がとりたてて不幸だったと言う気はないけれど、人はわりと孤独だ、と子供の頃から肌身に感じていた。

「だからけっこう本気で、『将来独りで死ぬのかもしれない』って思う瞬間があるんです。それが怖いから保険的にカレがいたらいい、って何が目的なんだかよく分からない思考に陥って……」

「そういうの繰り返してるうちに、身体の穴を埋めてれば安心する錯覚を起こして、コールボーイ続けてたってことか……」

　大宮の補足にはもう頷かなかった。コールボーイという噓をつき通すことには罪悪感が半端ない。しかしその部分以外は当たっているし、今こうして優しく撫でてくれる指を失いたくなくて、真実を打ち明ける覚悟だってできなかった。

　この夢のような時間が、そう長く続くわけがない。そもそも、大宮の将来を思えばゲイと社内恋愛はすべきじゃないと分かっているのに、温かさを知れば知るほど、このまま手放したくはないと強く思ってしまう。

　なんと強欲なんだろう。

　身じろぐと、ぐっと引き寄せられる。

「逃げないで、ちゃんと考えな。こんなふうにくっつくのはいや？　気持ちいい？」

　答えが「いや」か「気持ちいい」のふたつしかないなんて。

　胸元から、どこか懐かしい、洗濯ものの匂い。大宮の左の手のひらが背中を撫でる。右の指先はずっと髪を梳すいたり、地肌を滑ったりしている。

　セックスの気持ちよさじゃなくて、大宮から溢れる安心できる温かさに浸って、ゆっくりと目を閉じた。

「……気持ちいい、です」

「今日、泊まってっていい？」

「……大宮さんはいつもなんか、そういうの言うタイミングとか、ずるい」

「そう？」
















　ふいに、大宮の唇が髪を掠かすめる。キスなのか、勘違いなのか確認できないくらいの息継ぎで、「おなか空いたな。鍋、作ろっか」と問われた。










　疲れてるだろうから、と座って待つことを命じられて、大宮が鍋を作ってくれた。

　鶏とりだんご、白身魚、野菜、春雨が入ったオーソドックスな鍋だ。

「ナントカ鍋っていろいろ流は行やるけど、結局普通のやつがいちばんじゃない？」

「たしかに」

「途中で味を変えたくなったらポン酢で食べるのもうまいけど、ナンプラーを一、二滴垂らすのもオススメ。翌日仕事じゃないなら、それにすり下ろしのニンニクを足しちゃう」

「あー……おいしそう」

「冷蔵庫の中で放置されるイメージだけど、ナンプラーけっこう使えるよ。火通すと特徴的な臭みが消えてうまみだけ残るから、チャーハン、から揚げのつけだれにも使える。元が魚だから焼き魚とかも合うし。次ここで会うときに持ってきてあげる」

　さらりと「次」と言われて、とくに約束を取り付けなくても次があるなんて凄い……とぼんやりしていたら、ぽいぽい、と取り皿ににんじんを放り込まれた。

　え、なんで、と目で問う。

「鍋のにんじんはおいしくない」

「好きじゃないなら、なんで入れるんですか。自分で作っておいて」

「人に出すんだから、彩り大事だろ。あとね、栄養あるからハネちゃんは食べなさい。さっき抱いたときも、軽すぎって思った」

　さっき抱いたときも──の『も』に、ごふごふごほっと噎せる。

　大宮が、妙な言い方でうっかり蒸し返すからだ。

「俺の部屋に最初来たときより、瘦せたろ」

「……ここのところ、ちょっと忙しかったから」

　大宮の部屋でのことをさらりと話題にされて、自分ひとりだけ狼ろう狽ばいする。

　するとその隙に、鍋の中のにんじんを搔き集めて、ニヤニヤしながらすべて梗の取り皿の中に入れられた。動揺している隙を突くとは卑ひ怯きようだ。

「自分が食べたくないだけでしょう」

「まさか、ハネちゃんの健康のためだよ」

　取り皿の中が、鮮やかなオレンジ色でいっぱいになる。かわいい色なのに、おいしくないと大宮に邪険にされたにんじんをもぐもぐ食べていると、夏用の新しいアクセサリーのデザインが浮かんだ。食べている途中だけど「ちょっと、すみません」と、床に置いていたノートにメモを取る。

「ハネちゃんはさ、そのハンドメイドで食ってく、みたいな野望はないの？」

「今の会社辞めてってことですか？　考えたこともないです」

　会社の仕事の片手間のつもりはないけれど、本業があるから金銭的にシビアにならずにすんでいる。毎日生きていくのに、衣食住が最低限揃そろわなかったら、アクセサリーを作ろうなんて気持ちは生まれなかっただろうし、今この環境がなくなった場合も同じだ。心の余裕は、どうしたって生活基盤に左右される。

「でもおもしろいんだろ、作るの。そんだけ夢中になれるわけだし」

「……そうですね。ショップの方に褒めていただくとさらに嬉しいし。街で一度だけ、俺が作ったネックレスをつけた女性とすれ違ったことがあるんです。凄く似合ってて、嬉しかった。うっかりじっと見ちゃって、変な人って思われたかも」

「今のかたちで幸せを感じてるから、妙な野心は持たずに、がんばりすぎないほうがいいってことかなぁ。でも、やりたいことをやって勝負するっていうのは、羨ましいよ」

　大宮の言葉で、はっと思い出した。

　大宮の上司である企画営業部の篠崎課長と三人で飲んだとき。「大宮はシステム系の制作現場希望で会社に入ったのを、さくっと営業一課にかっさらった」と篠崎課長が暴露していた。

　新卒入社でキャリア七年。大宮は最初に配属された営業から、一歩も出ていないと聞いている。基本的に転勤がない会社だが、通常は部内や部外を異動しながら、キャリアを積んでいくものだ。しかしながら、篠崎課長がえらく気に入っていて手放す気がない、という噂うわさを梗も耳にしたことがある。

　社員の年齢別の割合で見ても大宮の同期入社は人数が少なく、今後を担う人材として目星を付けたらじっくり育てて後継者に、と囲い込みたくなるのも分かる。

　経理やシステムなど、基本的に異動がない部署なら珍しくもないのだが、大宮がそれだけ、営業一課で期待されている証あかしだろう。

「……大宮さんは、今でも現場に行きたいって思ってるんですか？」

　大宮はちゅるん、と春雨を啜すすり、もぐもぐと咀そ嚼しやくしてから、「まぁね」と頷いた。どこか諦めの滲む答え方だ。

「上司の方に……篠崎課長とかに、部署替えを希望したことはないんですか？」

「それとなく言ってるよ。篠崎課長とハネちゃんと三人で飲んだときも話したけど、課長は俺が最初から現場志望だって知ってるし、入社当時は『そのうち希望の部署にまわしてやる』っていう約束だった」

　口約束で終わっているということらしい。会社組織の一員なのだから、そう簡単に個人の希望を叶えられるものじゃないだろう。異動希望申告書なるものが存在するけれど、セクハラやパワハラといった、よほどの理由がないと、出したほうの印象だけが悪くなる。

「大学んときはクリエイター目指して、いろんな企業が公募してるデザインコンテストにがんがん応募したり、ちょっとしたコンペオタクだったんだけどな。今は自分ちで自作のプログラム走らせて、自己満足で終わってる」

「どういうのですか？」

「プロジェクションマッピングの応用で、スマホと携帯サイズの小型プロジェクターを使って、壁とか天井に映像を投影するシステム。家庭用のクリスマスツリーに電飾の映像を投影して、音楽に合わせてイルミネーションが変化するシンギングツリーにするとか、天井や壁にプラネタリウムを投影するとか。会社では規模の大きな企画ばかりやってるから、個人でできちゃうチープなやつが逆に楽しめてさ。寂しい大人のひとり遊びですよ」

「ひとりじゃなくて、ふたりで見たらいいのに」

「……あのねぇハネちゃん、誰かいたら呼んでるって。いたとしても、俺が趣味に夢中になっちゃって、一緒にいる人をほったらかしで退屈させちゃうわけだよ。ばっさり振られるよねー」

　恐ろしいほどに状況がまったく同じだ。梗も人のことはどうこう言えない。

　それに大宮も気付いたのか、「そうそう、ハネちゃんと一緒」と苦笑いした。

「でも、大宮さんのは、おもしろそうです」

「……見たい？」

「見たい」

「いいよ、今度うちにおいで」

　行ってもいいんだ、と思うと、嬉しくてついニヤけてしまう。

「そんなに好きなんだし、上にアピールするわけにはいかないですかね」

「あんまり本気アピールすると角が立つしな。飲んだ席とかで人事異動の話題になると、俺が現場志望で入社だったって話が出たりする。そのタイミングで『現場のことは現場にいる人間がいちばん詳しいし、その中からもっと勉強したい、知りたいって思う』っていうふうにはアピってんだけど、まぁ……するっとごまかされてるかな」

　篠崎課長はきっと、大宮の真情には気付いているはずだ。現場に行きたいと直接上申できないから、冗談にされても仕方のない席でぽろりと零すしかないということも。それを聞こえないふりして受け流しているのだから、やはり篠崎課長は絶対に大宮を手放す気がないのだろう。

「営業の仕事だっておもしろいよ。街のイルミネーションとか、プロジェクションマッピングで派手に演出するイベントとか、そういう大規模なものが注目されるけど、プロモーションが必要な商品ジャンルは多種多様にあるし、営業先だって自治体から個人まで……もっと無限にある。うちではこんなおもしろいことができるんですって話を持って行くと、お客さんたちが『それいいね！　おもしろい！』って興味持ってくれて、どこでも反応いいんだ。そういう会社で働けることが嬉しいし、自慢にも思うけど……」

　本当にやりたいことを売り込んで、あとは成果を見守る立場で、現場に直接関われない。

「だからなんか……ハネちゃんが俺のことすっかり忘れて黙々と物作りに没頭して、めいっぱいがんばってんのうしろから見てると、いいなぁって。羨ましいのもあるけど、尊敬する」

「……忘れてすみません」

「いや、かっこいいよ。あそこでやらなきゃいけない作業ほっぽって、俺の相手してたら逆にがっかりするかも」

「人が来るの分かってて、放置もどうかと、思いますけど」

「ん、だったら埋め合わせしてもらおう。明日は？　作ったやつを持って行くとか？」

　はい……と申し訳なく思って頭を下げる。

「でも、そのあとだったら……」

「じゃあ、外デートしよ」

　白菜をばくりと食べる大宮を、不思議なものでも見るような目で見てしまう。

「……いやじゃないんですか？」

「何が？」

「いや、あの、昼間にデートって。男だし」

「え？　男とデートが？　誰にバレるの。『男同士の友だち』って堂々としていればいいだろ」

　さらりと返されて大宮の顔を啞あ然ぜんと見つめてしまう。梗の様子に、今度は大宮が怪け訝げんな表情になっている。

「……え、もしかして、昼間に外デートしたことないとか？」

「離れて歩け、って言われて……ひどいこと言うなぁ、やだなぁって」

「ひっで、何それ。どんだけ男運悪いんだよ。……そっか、よし、分かった。俺がすっごく基本的な普通のデートに連れてってやる。……あ、今『え、普通て……』って顔したな」

「い、いえ、そんなことは」

「ばか、普通がいちばんなんだぞ。スタンダードなめんなよ？」

　明日の予定も決まり、鍋はシメに雑炊まで残さず綺麗に平らげた。

「後片付けくらいはしますから。大宮さんはお風呂どうぞ」

「じゃあ、そっちはお願いしよっかな」

　突然のお泊まりなので、着替え一式とハブラシを渡して、台所を片付け、大宮と入れ替わりで風呂に入った。

　これ以上退屈させてはいけないと急いでバスルームから出てきたところを、大宮に背後から捕獲された。少々手荒にベッドに転がされる。

「スポーツインストラクター仕込みのマッサージしてやるから」

「いだいっ、うえっ！」

　俯せの背中に大宮からぐっとのしかかられた。腕や肩甲骨、背中、細かい作業でがちがちになっている部分を丁寧にほぐしてくれる。

「ふわっ、あ、んっ」

「色っぽい声出すな」

　ぺん、と頭を叩かれる。

「ちがっ……」

　押し潰され、引っ張られ、ひっくり返され、アクロバティックな格好で固められるのだ。勝手に漏れる声をとめようがない。

　二十分間のマッサージが終わると、梗はベッドに突っ伏してしまった。身体中がだらりと柔らかくほぐれて、もうどこも動かしたくない。

「気持ちよかった？」

「……はい……なんか、眠い……あ、大宮さん、ベッドどうぞ使ってくださ……」

　のろのろと起き上がろうとしたら、再び丸太みたいにごろんと転がされる。

「大宮さん……けっこう乱暴」

「一緒に寝りゃいいだろ」

「え、噓、俺ソファで寝ますし」

「ごちゃごちゃ言わずに、もう寝ろ」

　ごふっと枕に頭を押し付けられて、子供の添い寝のかたちで並ばれた。

　そんなの困ると思いながらも髪を梳き撫でられたら、もの凄く瞼まぶたが重くなってくる。

　せっかく大宮が泊まってくれるというのに、強烈な眠気に勝てない。

　どっちを向いて寝るか悩んだり、寝たふりをがんばったり、「もう寝た？」「ううん」っていうのをやりたかったのに。

　大宮の寝顔を見る間もなく、梗は深い眠りの淵ふちに吸い込まれた。










　翌日、セレクトショップがオープンする三十分前に、追加のサンプルをショップの事務所に持参した。

「先に持ってきてもらったのより、断然こっちがイイと思うわ」

「本当ですかっ？」

「『大人かわいい女性たちの休日のおしゃれ』っていう、うちのショップのコンセプトや、ターゲットとしている年齢層にも合ってるし」

「ありがとうございます！」

　追加で持ち込んだ作品を、買い付けの担当女性・鳥とり井いがそう評価してくれて、他のパステルカラーやゴールドのアクセサリーと一緒に、後日、受発注の具体的な交渉をすることになった。

　シーズンごとにサンプルを提出する前はいつも、戦場に飛び込むような心地だ。

　セレクトショップが買い付けを行っているアクセサリー作家は、梗の他にもいる。

　使い捨てのトレンド、長く愛用できる定番アイテム……ショップが求めるオーダーに的確に反応できなければ契約を打ち切られてしまう。売り上げが評価のすべてだけど、まず商品を置いてもらえなきゃスタートラインにすら立てない。

　大宮が待っているカフェに戻ると、外からガラス窓越しに目が合って、顔をほころばせつつＯＫサインを出して見せた。大宮は「おおっ」と眸を大きくしている。

　足取りも軽く店内に入ると、拳を突き合わせて迎えてくれた。

「今日持っていったやつのほうがイイって言ってもらえた」

「がんばったかいがあったな。自分自身で勝負してて、ハネちゃんはほんと凄いよ。かっこいい！」

「まだサンプルの段階だし、ここからです」

「じゃあ休みの日とかは、遊んでいられないか……しばらくそっちに没頭するだろ？」

「……ですね。三月中に一期分を出さなきゃならないから。ゴールデンウィーク前に店頭に並ぶアイテムもありますし」

　大宮は「そっか」と腕組みで何かを考えるそぶりをする。

「じゃあ今日はスペシャル普通デートコースだ。休む間もないくらい忙しいからな、気を抜くなよ」

「スペシャル普通……？」

　意味が分からない。首を捻ひねって笑うと「行くぞ」と手を引かれ、カフェを飛び出して外デートがスタートした。

　洋食屋でランチを食べたあとは、互いの服を選んでプレゼント交換。

　水族館でクラゲがゆらゆらと浮遊する様子に癒され、そのあとは商売繁盛のご利益がある神社でおみくじを引いた。

　小腹が空いてふたりで一個のクレープを食べ、プラネタリウムを見たあとは、バッティングセンターでバッティング勝負。大宮が最初に言ったとおり、売れっ子タレントのような忙しないスケジュールだ。

　スペシャル普通デートの全行程が終わり、公園のベンチに並んで腰掛けたときには、すっかり日も暮れていた。

「大宮さん、疲れた……正直もう帰りたい」

「普通のデート三回分くらいを、ぎゅぎゅっと凝縮したからな」

「これ……女の子だったら嫌われますよ。俺は楽しかったですけど」

　どろどろに疲れた。途中、何を喋ろうかと考える暇すらなかったのだ。

「ハネちゃんから嫌われないならいいよ」

　指を絡めてぎゅっと手を繫がれ、呆あきれて笑いつつ、嬉しくてうっかり握り返してしまう。

　いつもは今日のデートを薄めた内容らしい。女の子からは「大宮くん、ほんとはやる気ないよね」って言われる、と大宮は苦笑していた。

「大宮さんがプレゼントしてくれたＴシャツ、あれ着るの勇気いります。俺はすっごく真面目に選んだのに」

「失礼だな。俺だって真面目に選んだよ。ハネちゃんが着たらかわいいって」

　アイスクリームがう○こみたいにデザインされていて、小学生ぐらいしか喜ばないやつだ。

「さて、最後にラーメン食いに行くぞ」

「えっ、まだ終わってなかった!?」

　……なんて驚いたけど、ラーメンを替え玉して食べて、店を出たらさすがに帰る雰囲気になり、急激に寂しくなってしまった。

　土曜の午後からずっと一緒にいたのだ。

　駅までの道のりを、疲れているのにもっと遠回りしたい気持ちになる。

　帰りたくない。ついて行きたい。もっと一緒にいたい。コールボーイなんて噓です、ずっと前から好きだったんです、だから俺を本気で好きになってください──秘密を、何もかもをぶちまけてしまいたい。

　男同士とか会社とか過去の恋愛とか大宮の片想いとか、邪魔なもの全部を蹴散らしてしまえたらいいのに。

　そんな都合のいい我が儘を、神様だって許してはくれない。

「楽しかったです、ほんとに」

　楽しかった、と繰り返した言葉に大宮が「うん、よかった」と隣で頷く。

　スペシャル普通デートじゃなくても、大宮とならそこらの公園だって、どんなところだって、きっと心底楽しいし死ぬほど嬉しい。

　この恋人ごっこは、いつまで続くのだろうか。

　好きな人と一緒にいられて自分はすごく幸せで楽しいけれど、これは永遠じゃない。

　やめるタイミングを決めるのはどちらなんだろう。

　長くなればなるほど、こんなふうに離れがたくなるだけだ。

　この底なし沼のような欲求が、満たされることはない。

　それどころか、大宮の姿を遠くから眺めるだけで事足りるほど少ない量で満足していたのが、どんどん欲張りになって、甘い毒をもっともっと、と欲しがってしまう。

　じゃあ、一刻も早く、いっそ今、手放せばいい。

「大宮さん」

「ん？」

「…………」

　裏腹の願望でいっぱいになり、大宮の腕をぐっと摑んで窺う。

　──大宮がくれる甘いものを飲みたい。舐なめたい。全部欲しい。

　大宮が小さく息を飲んで顔色を変えた。

　その厳しい相そう貌ぼうの意味を感じ取り、気まずい沈黙が流れる。

「……今ハネちゃんが思ってることは、今までハネちゃんがやってきた穴埋めと、同じだろ」

　──これは噓の代償だ。

　二年もの間、積み重ねてきた想いを知らない大宮からすれば、梗の中で渦巻いている欲求は、たった三十時間ほどの熱の中で生まれた泡ほう沫まつみたいな性衝動でしかない。コールボーイのイチゴが、過去の梗が、寂しいから穴埋めしてきただけの薄っぺらな恋愛となんら変わらないのだ。

「ハネちゃん……、そのまま勢いでいっちゃっていい恋もあるし、否定もしないけど、俺は今から、ハネちゃんの間に合わせの人にはなりたくない」

「……っ……」

　分かってる、分かってる、分かってる！

　なのに、それを今いくら言っても、果てしなく噓っぽい。

　本当の想いなのに、それは勘違いだと突っぱねられる。コールボーイだと最初に噓をついて、大宮を騙しているからだ。

　大宮に嫌われたくないから、騙していることだって言えない。

　大宮に未来を望むのは駄目だと思う一方で、大宮が欲しいと激しく求めてしまう。

　冷静な大宮の前で、自分は相変わらず、分からず屋で身勝手な幼い子供みたいだ。

「一緒に過ごせて、デートも凄く楽しかったです。おやすみなさい！」

　早口でまくしたて、大宮の「おやすみ」を待たずに背を向けて駆け出す。

　自分が仕掛けた噓に、大宮への想いに雁がん字じ搦がらめになり、最後まで顔は上げられなかった。










　自分の部屋に帰って、のろのろと電気を点つける。斜め掛けバッグを引き摺って進み、プレゼント交換で貰った袋と一緒にテーブルの脇に置いた。

　十二時間ほど前まで、ここに大宮がいたのに。

　キッチンにもバスルームにも、作業台兼食卓もソファも。部屋のあちこちに、大宮の姿を思い出せる。声が蘇る。

　部屋に来てもらったのは失敗だったかもしれない。狭い空間に濃密に残る、大宮がいた気配が消えるまで、どれくらい時間がかかるだろうか。

　朝から全力で行動した疲れもあって、ふらふらとベッドに倒れ込む。

「…………」

　胸苦しく、ぎゅっと目を閉じた。

　最悪だ。ここが、大宮の痕跡がいちばん濃いかもしれない。

　朝まで、大宮と一緒に眠ったベッド。

　マッサージのあとに寝落ちしてしまい、次に目が覚めたら梗の左隣で、大宮が豪快に仰あお向むけで寝ていた。

　午前六時前。大宮がごそりと梗のほうへ寝返りを打ち、一瞬その目が開いた。

　薄暗い中、ゆるく視線が結ばれたかと思うと大宮は目を閉じて、左腕が抱き枕でも抱くように梗の身体に巻き付いた。

　さわ、さわ、と大宮の手のひらが背中を撫で、再び規則正しい寝息が梗の頭上から聞こえ、髪の毛先を揺らして──……そんな生々しい記憶に、腰の辺りがじわっと熱くなる。その熱に抗あらがえない。息苦しさが増す。

　頭の中のそれを打ち消しても、一緒に過ごした時間が長すぎて、大宮のことしか頭に浮かばない。

　洋食屋で向かい合ってプレートランチを食べて、のっていたパセリを取られた。

　大宮はボーダーのＴシャツが似合わない。

　水族館はクラゲの展示以外にこれといった見所がなくて、神社で引いたおみくじは小吉と中吉でどっちも微妙すぎて笑った。

　クレープはふたりとも十年ぶりくらいで、プラネタリウムでは暗いのをいいことに、こっそり手を繫いだ。

　バッティング勝負は大宮のひとり勝ち。でもホームランは梗が一本多くて、負けず嫌いの大宮は悔しそうで。

「ふふっ……」

　頭の中は三十時間分の大宮でいっぱいになり、思い出し笑いの下で、ペニスを擦り立てる。

　左手で邪魔なズボンを下げながらも、右手を動かし続けた。

　激しく呼吸が乱れる。

「……ふう、んっ……」

　布団の中に潜り込んで、大宮の匂いを探す。

　親指の腹で、露出した亀頭をずるりと撫でると、溢れた蜜であっという間に、括くびれの辺りまでがべたべたになった。

　ここで大宮と触れ合った腕、膝頭、つま先。

　もう頭の中は、『デート』なんて健全なシーンではなくなっている。

「は……あ、あっ……」

　いけないという建前の戒めも虚しく、ずっと封印していた大宮とのたった一度のセックスの記憶を取り出していた。

　──あのとき、大宮は蕩とろけるほど熱い口内で口淫してくれた。

　──「俺の指も、挿れていい？」

　──後孔には、節くれだつ指を挿れられた。

　焦じれったくなり、ズボンを蹴飛ばして全部脱ぐ。潜っていた上掛けを剝いで、ベッドの下にズボンと一緒に落とした。

「……あつ、いっ……」

　二月下旬の寒い夜なのに、じわりと額に汗が滲む。

　枕に頭を擦こすりつけ、やけにリアルな妄想に没頭する。

　──「前立腺って、どこ？」

　──大宮の指が後孔の奥深くまで入って、ぐっと胡桃くるみを押し上げた。

「あぁっ……！　んっ……」

　思い浮かべた状況と同じに指を突き挿れると、ぐしゅ、と下方から音が鳴る。つま先が丸くなり、快感が突き抜ける。だけど実際に埋めた指は物足りず、二本に増やしても、もどかしい位置までしか届かない。
















「お……みやさ……、大宮さん……っ」

　欲しいのに、充みたされない。

　ぐっと後孔に力を入れる。指のかたちに添って襞が絡みつく。

　胡桃を揉み込んで、剝き出しのペニスを夢中で擦る。

「あ……あっ……いい、いいっ……」

　──「いいよ。イッて。イくとこ、見たい」

「やぁっ……」

　──「いいとこに、嵌はまってる？」

「あぁ、んっ……！」

　腰を揺すって、くねらせる。きゅんと後孔が締まるほど感じる場所を擦り上げて、はぁはぁと喘あえぎながら、ベッドからずるりと床に下りた。

　上半身をマットレスに預けて、大宮に硬茎で後孔を抉えぐられる感覚を思い出し、最後の階段を駆け上がる。

「あっ、あぁっ、はぁっ……いく、いくっ……！」

　──泡立つほど搔き回されて……。

　全身が硬直した直後に、手で受けとめられなかった白濁が指の隙間から、ぼと、ぼと……と零れ、フローリングを汚した。

「はぁっ……はぁ……はっ……あ……」

　頭をベッドに預けて、へたり、と床に腰を落とす。

　罪悪感でいっぱいになった心の裏で、内うち腿ももがぶるぶると震えるほど気持ちよかった自慰の余韻に漂った。

　手のひらの精液は、届かずに溢れた想いの塊だろうか。

「……汚い……」

　噓の滓かすは錆びたような青い匂いで、梗は涙が滲む眸をそこから背けたのだった。








☆　５　☆









　大宮とは気まずい別れ方をしたまま、会話らしい会話を交わしていない。

　三月に入って総会が終わり、会社全体で備品の買い換えや補充が増え、年度替わりの書類整理、入社式の準備などなど……息つく暇もなく新年度に向けての仕事に忙殺されている。

　梗も土曜日の出勤を余儀なくされて、帰宅すればアクセサリーの製作に没頭する忙しい毎日を過ごし、あっという間に月末。

　大宮はふたつの新規プロジェクトの主要メンバーとして忙しいらしく、横浜の現場に直行、直帰しているようで、会社内でも姿を見ることが少ない。

　たまに社食で見つけても、同じ企画営業部の人と難しそうな顔つきで話し込んでいて、遠く目が合って頭を下げる程度だったりだ。

　電話くらいしようか、メールのほうがいいかなと悩むばかりで、ほとんど実行できていない。あんな別れ方をして、噓をついている罪悪感があるから、たとえフォローのためであっても平然とは振る舞えないのだ。電話で何を話したらいいのかと考えるだけで頭がいっぱいになり、思いのほか、ぼんやりした時間が長すぎて、慌ててアクセサリー作りに取りかかる……なんてこともしばしばだ。

　大宮からはたまにメールが来る。特別な用件ではないし、雑談でもなく、もっとあっさりしたものだ。あのデートのことは暗黙のうちに禁句扱いになっていて、ふたりとも故意に触れないので、逆にいつまでも気になる。

　メールには『ハンドメイドの仕事の邪魔になるといけないから』と書かれてあり、『無理すんなよ』と気遣ってはくれるけれど、「これはフェードアウトの予兆では？」と疑ってしまう。しばらく鬱々と逡巡し、またハッとして、ろくに返信もしないまま慌ててアクセサリー作りに……というループだ。

　ハンドメイドのほうは、ゴールデンウィークに店頭に並ぶ予定の春夏用アクセサリーの納期が迫っている。気持ちがあちこちに飛び、時間ばかりかかって集中できていないせいもあり、納期ぎりぎりの進行状況だ。

　本当は昼休みも会社で製作したいくらいだけど、副業禁止で内緒の仕事なのでそうもいかない。そんな諸もろ々もろのせいで食欲減退、たった一杯のうどんですら持て余してしまう。

　社食に大宮の姿もないし、元気の源が枯渇している状態だ。何か代わりにパワーになるものを摂取すべし、と食券販売機の前で唸る。

「ぼんやりしてる暇はない。ＤＨＡ不足解消しなきゃ」

　集中力アップのために雑穀米と焼き魚定食をチョイスし、今日こそ定時で帰宅してアクセサリーを仕上げるぞと決意も新たに進むと、珍しく大宮の姿を発見した。

　今日までの気まずさをスポンと忘れ、思わず顔をほころばせてしまう。昔からの習慣で、社食で大宮を見つけた日は『超ラッキーデー』なのだ。

　大宮も梗に気付いたらしく、「おいで」と手招かれた。

　いつもの企画営業部の人たちがいない。少しくらい喋れるかな、とちょっと嬉しく思いつつ足を進めたら、大宮が目の前の誰かと話しているのに気付いた。

　誰だろうか。でも呼ばれたので行かないわけにいかない。

　大宮の前にいるのは、大宮と同じくらいの年齢の男性だ。その人に頭を下げられ、梗もつられて挨拶した。社内の人間かと思ったが、社章が違う。

「……お久しぶりです、大宮さん」

「おんなじ会社なのに、あんま会えないね、ハネちゃん」

　大宮が「ここ、座れば？」と隣を指してくれた。しかし、その目の前の男性のことが気になる。社食は、社員と一緒なら社外の人間だって入ることはできるが……。

「こいつ、ガキの頃からの友だちで、森川。十二月に結婚したばかりの新婚さん」

「えっ？」

　焼き魚定食がのったトレーを持って、つっ立ったまま瞠目した。

　つまり、大宮が片想いしていた親友だ。

「俺がずっと、新婚旅行のお土産を受け取ってなかったんだ。だから、とうとう会社にのり込まれた」

「賞味期限が迫ってんのもあるのにさ、いつ電話してもこいつが『忙しい、忙しい』って言うから」

「ほんとに忙しかったんだってば。……なぁ？」

　大宮から同意を求められても、視線が泳ぐ。

　この人が片想いだった人だ──……降って湧いた衝撃に驚きすぎて、大宮に話しかけられてもろくに反応できずに、固まってしまう。でもこうしてずっと硬直しているわけにいかない。

　ひとまずトレーは置いて、「ご結婚おめでとうございます」と、どうにか言えた。大宮の親友である彼は「ありがとうございます」と人懐っこい笑顔だ。

　隣に座るように促されたけれど、ここにいていいんだろうか。

　まごまごしているうちにテーブルに据え置きの割り箸入れから大宮が一膳、取ってくれて、ますます離れづらくなった。仕方ない。遠慮の面持ちで座った。

「新婚旅行、ハワイに行ったんだって。ハネちゃん、ハワイ行ったことある？」

「いいえ、実は海外旅行はまだ……」

「えっ、どこにも？」

「はい……韓国旅行に誘われたんですけど、辛い物は苦手なので、唯一の海外旅行のチャンスを逃しました」

　梗の説明に新婚旅行を楽しんできた森川が反応する。

「初めてならハワイがオススメだよ。いいよ～ハワイは。もう帰りたくなくなっちゃうっていうくらい、夢の国だね、あそこは」

「帰ってこなくてもよかったぞ、森川」

「お前ねぇ……今やった土産返せ」

「俺も新婚旅行はハワイって決めてるもんね。ハネちゃん、今年の夏休み行こっか」

「はっ、えっ？」

「ハネちゃんの初ハワイ、てか、初海外は俺がゲット」

『大宮の新婚旅行』なんて死んでも聞きたくない話と、旅行の誘いをぶっ込まれてしまい、さっきから頭の中では小さな爆発がいくつも起きている。

　すると森川がハワイの定番コンビニの袋から、クッキーのギフトセットを取り出した。

「これ、どうぞ。ハネちゃんにもお土産のお裾分け」

「あ、すみません、ありがとうございます……」

　も、貰ってしまった……。

　ふたりが共通の話題で盛り上がる隣で、会話を聞きながら昼食を取る。

　食べ物の味なんかしない。砂でも嚙むような心地で咀嚼する。

　結婚式のこと、新婚旅行でのこと、同級生のこと──幼なじみというだけあって、大宮も会社の人と話すときより少し言葉が乱暴だったり、いつもよりもっと砕けた笑い方だったりした。

　遠慮のない会話とふたりの楽しげな声、自分と一緒にいるときとは、ちょっと違うなぁと思う。ちらりと横目で大宮を窺うと、梗が見たことのない弾けた笑顔を森川に向けていた。

　その彼に想いは届かなかっただろうけど、好きな人だもんな……。

　やっぱり大宮にとって今も、この森川がいちばんなんだろうか。

　初対面の梗にまで、新婚旅行のお土産をあげちゃう気さくな人。

　ここに同席している梗が退屈しないようにと、森川が「こいつさぁ……」と大宮の昔話を振ってくれる。そんな気遣いも見せられて、いい人だなと感じるたびに胸が重たくなってくる。

　大宮はきっとこの彼を、一生忘れることはないだろうし、嫌いには絶対になれないだろう。告白しないなら、当然、一生振られることもない。

　いっそのこといやなやつならよかったのに。大宮がますます彼を好きにはなっても、想いがゼロになることなどありえないのではと思ってしまう。

「……じゃあ、お先に失礼します。俺までお土産いただいてしまって、すみません、ありがとうございました」

　立て板に水のように言い切って、立ち上がった。

「ハネちゃん、」

　大宮が何かを言いかけたのに、気付かないふりで「ごゆっくり」とそそくさとトレーを抱える。

　ふたりが座るテーブルを離れて、返却口にトレーを置き、脇目も振らずに社食を出た。

　どうして大宮はあの席に自分を呼んだのだろう。目が合ってしまったから気付かないふりができなくても、そのままにしてくれたらよかったのだ。

　梗と大宮の間で何度も話題に上っている、かつての好きな人を見せたかったのだろうか。こんなにいいやつなんだ、好きになるのも仕方ないよね──そういう意味なんだろうか。

　捩よじれた心がひねた憶測を浮かび上がらせ、大宮に限ってそんな無神経なことをするはずないと否定しても、落ち込むのはとめられない。

　しかも「新婚旅行はハワイと決めてる」とは。ゲイかも、なんて言っておきながら、やはり将来は真っ当な方向に進むことを、当たり前として考えている証だろう。

　忘れることなんかできない恋と、いつか始まる恋のインターバルに、優しくしたり、抱きしめたりするつもりなのだろうか。だったら残酷なだけだ。

　自分がついた噓を発端に、全部の歯車がばらばらに動いている。

「ぜんぜん……ラッキーデーじゃない」

　乱れた気持ちのせいか午後の仕事は捗はかどらず、残業して帰宅したら、アクセサリー作りへの気力がすっかり失われていた。










「羽野木沢さん、これとこれ、使えない。……あと、これも、これもね」

　作ったものを目の前で突き返されて、胸がずきんと軋きしんだ。

　セレクトショップの買い付け担当・鳥井は、厳しい表情で最後に小さなため息をつく。梗は眉根を寄せて視線を落とした。

　テーブルに『ＮＧ』の評価をつけられてしまったアクセサリーが並んでいる。

「納期に間に合わせるって大事だし、仕事としては基本的なことだけど、明らかに商品として扱えないものを受け取るわけにいかないわ。うちだって、お客様に自信をもってお勧めしたい商品だけを置いてるっていう、プライドがあるから」

「…………すみません」

「こんなこと初めてじゃない？　どうしたの？　いつもの丁寧な仕事、繊細なつくり、羽野木沢さんの物作りに対する姿勢とか情熱とか、信頼してるのよ。何かあった？　本業と掛け持ちで大変だろうとは思うけど」

　鋭く指摘しつつ、優しいフォローもしてくれる。でも仕事の相手に、どんな言い訳もできない。

「本当に申し訳ございません」

　テーブルに額を打ちつける勢いで頭を下げる。

　鳥井は、梗が普段は会社員だということも知っている。でも本業だろうが副業だろうが、仕事先には裏事情など関係ない。百パーセントの仕事でなきゃ、厳しいことを言われるのは当然だ。

　──このショップで使ってもらえなくなるかもしれない。

　初めて商品価値があると認めてくれた人から、商品にならないとジャッジされた。ショックで茫然としてしまう。

「羽野木沢さん、これ全部、一週間でやり直せるかしら」

「……やり直す時間をいただけるんですか……？」

「来週、お待ちしてますから」

　それで駄目だったら、そのときこそ終わりだ。

「必ず直して持ってきます！」

　深々と頭を下げ、ショップの事務所を飛び出した。一刻も早く帰って、死ぬ気でがんばらなければ。

　別のことが大変だったから、恋がうまくいかないから、忙しくて疲れてたから……どんな言い訳も通用しないのに、自分は副業という言葉に寄りかかって、どこかで甘えていたのかもしれない。

　プライドがある──鳥井の言葉が胸に熱く、そして強く響く。

「しっかりしろ……俺！」

　最後に貰ったチャンスを、無駄にしない──そう心に誓いながら、梗は走っていた。










　目が覚める、とはこういうことを言うのだろう。

　物作りに対するプライドが、へたれていた梗を奮い立たせた。

　仕事から帰って寝るまでの時間と、休日をすべてアクセサリー作りに充てる。

　まるまる一週間、ときには食事を取ることも忘れるほど、作業に没頭した。たかが一、二食分抜いたくらいで死にはしない。それより今は、なくしかけたものを取り戻さなければ。

　認められたい。負けたくない。そうやって何かに必死にならなきゃいけないときだってある。

　そして約束の日の土曜日、再度セレクトショップの事務所に足を運んだ。

「羽野木沢さん、あなたの作品に惚れ込んだ特徴のひとつは、この華奢で繊細な美しいミル打ちです。そこに石はないのに、ダイヤモンドが埋められてるかのように輝いている。今日の作品も惚れ惚れするほど素晴らしいです」

「……ほんとですか……？」

　ミル打ちとは、細い金属の上に、同じ間隔・大きさ・深さで連続した玉模様を彫り入れる装飾手法。ジュエリーに豪奢な印象を与えるものだ。

　梗の作品は一ミリに満たない幅の金属に手作業でひと粒ずつ打ち込むので、『型に流し入れる大量生産、ローラーでの型押しでは出せない繊細さがある』と評価してくれている。

　鳥井がにこりと梗に微笑みかけてくれた。

「今シーズンも引き続き、うちで羽野木沢さんのアクセサリーを取り扱わせていただきます」

「わ……あ、ありがとうございますっ！」

　切り捨てずに、チャンスを与えてくれた鳥井にしっかりと頭を下げる。

　作ったものを認めてもらえた喜びで胸がいっぱいになった。

「そうそう、羽野木沢さんのヘアアクセサリーを気に入ってるお客様が今度ご結婚されるんだけど、ウエディング用のヘアアクセをオーダーできたら、ってご相談を受けて。お話だけでもお伺いしてみない？」

「ウエディングなんてやったことない……」

「装飾パーツとレースとリボンとジュエリー……すでにあなたの手元に揃ってるのに、チャレンジする気はないの？」

　つい尻込みして言い訳してしまった。ウエディングという特別で華やかなシーンに合わせたオーダーで、アクセサリーを作ったことはなかったから。でも、女性を輝かせるためのアクセサリーという点でいえば、日常だってウエディングだって作る側の思いは同じはずだ。

　ハードルは上がるけれど、挑戦してみたい。

　眸を輝かせる梗と目を合わせて、鳥井が大きく頷く。

「こういう新しいチャレンジが刺激になるし、作品の幅がもっと広がるんじゃないかな。違うステージに飛び込むことで、あなたの転機になるかもしれないわよ」

　その予言のような言葉が、のちのちに大きな意味を持つことになるとは、このときはもちろん思いもしなかった。










　やり直した作品を納品したその日のうちに、鳥井から連絡があり、翌日曜日にさっそく、ウエディング用のヘアアクセサリーについて依頼主から話を訊くことになった。

「今もう近くです。はい、分かりました。急いで伺います」

　信号待ちの交差点で受けた鳥井からの連絡は、約束の時間より早く例の依頼主がショップに着いたという知らせだった。

　ふと確認したスマホの着信履歴に、大宮の名前が残っている。五日前、夜ごはんも食べずに作業に没頭していた頃だ。メール画面を開くと、『仕事忙しい？　終わったらメールして』と大宮からメッセージが届いていた。それもやはり五日前だ。

　製作に夢中になると、音が聞こえていても着信があったことを忘れてしまったりする。電気工具を扱っているときは、メールの受信音すら聞こえないことも。

　無視してるみたいになってるよな……。

　最後に会ったのが、大宮の友人で片想いの相手・森川と社食で同席したときだ。

　無視しようと思って電話やメールに応答しなかったわけじゃないけど、タイミングを逃して時間が経ち、社食でのことを思い出せばやはりテンションが下がる。

　それに、今は仕事がしたいのだ。作業に集中したい。

　ウエディングのアクセサリーの仕事をもし正式に受けることになれば、初めてのことだから打ち合わせや準備、製作にだって時間がかかるかもしれないし、ドレスと花嫁の華やかさを引き立たせるデザインを考えなければ……と気合いも入る。

　危うく、唯一のアクセサリーの取り扱い先であるショップの信頼を失いかけた。それはもちろん自分の甘さと弱さのせいだけど、今、大宮と会って、また気持ちを乱されるのが怖い。

　信号がもうすぐ変わる。

　梗はスマホをバッグにしまった。全部終わったら、今よりも自信が持てるようになったら、大宮の声をどうしても聞きたくなったら……。でもそのときに、大宮はもう待っていないかもしれない。

「いつか終わる……」

　そもそも、終わらせなきゃいけなかった恋だ。おとぎ話の続きは、残酷だと相場は決まっている。

　同じ会社の男を好きになって、想いを寄せることくらいは自由でも、堂々と恋人だと公言できるものではない。日陰で後ろ暗い秘密を持って生きる大宮なんて、これまでの彼とあまりにもギャップがありすぎて想像できないのだ。

　この恋が終わったら、大宮に見つけられてしまった日よりも前に戻るだけ。

　言葉にするのはさらりと簡単なのに、実際にそうするのはとても難しいだろう。でも今は、動かずにとどまってはいられない。

　信号が青に変わり、梗は人波に乗って足を踏み出した。










　セレクトショップの二階には打ち合わせのためのスペースがある。

　店内中央のらせん階段を上り、スーツの前ボタンをとめて進むと、四人掛けのテーブルに男性のうしろ姿が見えた。

　鞄から名刺入れを取り出しながら「お待たせいたしました」と声をかけると、男性が振り向いて立ち上がる。目が合って、互いに「あっ」という顔で固まった。

　見知った人がそこにいるのに、驚きですぐに反応できない。

「は……えっ？　し、篠崎課長？」

　大宮の上司である篠崎課長が、なぜここに!?

「あれっ？　え、と……きみは、は、は……」

「羽野木沢です」

「あぁそうだ、ハネちゃん。……えっ？」

　お互いにしどろもどろになっているタイミングで、「ごめん、お待たせ」ともうひとり、篠崎課長より若い女性が現れてピンときた。

「……あ……篠崎課長、ご結婚されるんですか？」

「いやいや。俺は新郎の、こっちは新婦の、共通の友だち」

　ツレの女性のほうは「え？　ふたり、知り合い？」と目を瞬かせている。

　頭の中が疑問符だらけになっていたところ、鳥井が顔を出し、事情を説明してくれた。

「ヘアアクセサリーのご依頼主はご結婚されるご本人ではなくて、こちらの篠崎様、安やす田だ様やご友人方なんです。サプライズで当日、ご友人のみなさんから新婦にプレゼントされるそうなの」

「あぁ、そうなんですね」

　依頼してきたのは新婦本人だろうと勝手に早とちりしていた。

　それよりこの状況はどうしよう。社内の、しかも役職付きに、社員規則違反である副業がバレた。しかし、逃げ隠れできない状況だ。

　もう開き直るしかないと名刺入れから一枚取り出そうとしたところ、驚きと緊張で手元が狂い、中身をばらばらと落としてしまった。

　慌てて拾おうと腰を屈かがめてはっとした。白い名刺の中に、ファンシーなピンク色のカードが混じっている。

　やたらポップなロゴと『イチゴ』の丸文字が目に飛び込んできて、内心で「ぎゃあああっ」と悲鳴を上げた。

　祐太が間に合わせに作った『コールボーイ・イチゴ』の偽名刺だ。随分前に手渡されて、とりあえず入れておいたことをすっかり失念していた。

　全員の視線がその明らかに異質なカードに注がれている。篠崎課長が拾うのを手伝おうと腰を曲げかけたのを「だいじょうぶです！」と制して、大急ぎで搔き集めた。

　ささっとしまったから、どういう内容の名刺かまでは分からなかったはずだ。

　気を取り直し、何食わぬ顔でまともなほうの名刺をふたりに差し出した。こうなると半分やけくその気分もあり、緊張感は吹っ飛んで肝が据わるものだ。

「ハンドメイドでアクセサリーを作っております、羽野木沢です」

　挨拶を交わし、新婦の友人である安田が、依頼の経緯を説明してくれた。

「ドレスもヘアアクセも普通はレンタルだけど、手元に残れば思い出にもなるでしょう？　わたしも花嫁も、このショップのお洋服や小物が大好きなんです。とくに結婚する彼女が、こちらのアクセサリーをマニアみたいに集めてて。だからプレゼントしたら凄く喜ぶんじゃないかって」

「それは本当にありがとうございます」

　お客様と直接言葉を交わすことはないので、心から嬉しくて顔がほころんでしまう。

　篠崎課長は同じ会社だということにはとくに触れず、打ち合わせに応じてくれた。

　このまま会社でも黙っていてくれたらいいけれど……。

　安田と鳥井が新婦の好みに詳しく、好きなディテールや素材について意見を出してくれた。会話の中のキーワードからイメージを摑んで広げていく。

　篠崎課長は花嫁のドレス試着の写真を数枚、新郎から借りて持参していた。ドレス・ブーケ・ヘアスタイルに合わせてヘアアクセサリーを製作するので、もっとも大切な資料になる。

「コードレースとオーガンジーのティアードスカートに縦フリルをあしらったロングトレーン。バックスタイルが印象的なウエディングドレスですね」

　鳥井がドレスについて説明してくれるワードも細かにメモした。素材やパーツのヒントになるかもしれないからだ。

　しかし初めて耳にする用語がぽんぽん飛び出して、ステージが変わると知らないことだらけだと思い知らされた。

「十月の結婚式まで少し時間がありますが、早めに仕上げるつもりでいます。ヘアメイクの担当の方とも、少し打ち合わせができると嬉しいんですが」

「サロンのスタイリストさんに、話は通しておきました」

　安田のフォローに、「ありがとうございます」と頭を下げる。

　予算や日程などの打ち合わせも終わり、雑談に移ったところで、梗は先にセレクトショップを辞した。

　少しの時間さえ惜しい。勉強しなきゃいけない。

　書店に飛び込み、ウエディング関連の雑誌と本を数冊購入して、目についたウエディングドレス専門店に入った。

　結婚の決まった新郎だと思われたようで最初は歓迎ムード。しかしあまりにも細かい部分をじろじろ見ていたので、途中で気まずくなってそそくさと出てしまった。

「男ひとりじゃ厳しいか。鳥井さんにお願いして見学に付き合ってもらおうかな」

　それから部屋に帰って、時間も忘れて買ってきた本を読む。

　知らない用語はインターネットで検索して、頭に叩き込んだ。

「やばい……おもしろいな」

　新しい世界に興奮して、切り花がぐんぐん水を吸い上げるように未知の養分を吸収する。ごはんなんかどうでもいい。適当な菓子パンを囓かじり、はっと気付けば深夜二時。さすがに寝ないと明日は仕事だ。

　風呂に入っても若干の興奮を引き摺ったまま、ようやくベッドに入った。

　しんと静かな夜に、頭ばかりが冴さえて、ベッドの中できょろきょろする。

　唐突に、大宮の姿を思い浮かべた。

　大宮は寝ただろうか。もう、他の誰かと一緒だろうか。

　大宮の隣に森川が立つ──ありえないけれど、大宮といる誰かなんて、森川以外にはリアルに思い浮かばないから。

「……声聞きたい」

　布団の中で覗くスマホの画面が眩しい。でも、電話していい時間じゃない。

　どうして衝動的に「声が聞きたい」と思うのは、決まって夜中とか、相手が忙しいとか、タイミングが悪いときなんだろうか。

「駄目。寝る！」

　ぐっと堪えて枕の下にスマホを敷き込んで、白い天井を見つめる。

　大宮が話していた、家庭用のプロジェクションマッピングのことを思い出した。小型のプロジェクターで天井や壁に、星を投影するのだと言っていたっけ。

「綺麗なんだろうな……見てみたい」

　大宮のことを考えるのは終わりと決めた傍から、また大宮の姿を思い浮かべている。そんな自分に苦笑し、きりがないと、無理やりに目を閉じた。

　全部終わったら、今よりも自信が持てるようになったら──そう決めたのは自分だ。

　恋に振り回されて、それに関係のない大切な人を失望させたり、迷惑をかけたりしたくない。

　自分をしっかり持てたら、同じ会社にいる大宮に気まずさを感じさせることなく、最後に笑顔で「これからも友だちでいてください」と言える気がする。

　その日見た夢は、大宮とバッティング勝負で、夜空から降ってくる星を空に打ち返すという、なんともファンタスティックなものだった。








☆　６　☆









　ウエディング用のヘアアクセサリーは、サロンのスタイリストとも相談して、クリップで留めるかたちに決まった。

　淡水パール、コットン、レースやチュール、ところどころにプリザーブドフラワーも使用して、高さが出ない円形のシルエットに仕上げる。頭にちょこんと花の帽子をのせるようなイメージだ。

　親指ほどの薄く小さな生地を花びらのかたちにして、それらを集めてひとつの花に作り上げ、さらに、花の帽子から花びらを飾ったツルが二本流れ落ちて、花嫁のフェイスライン、デコルテの辺りまで垂れるスタイルに仕上げることにした。ツルを取り外せば、結婚式の二次会くらいなら対応できる。

　たったひとりの花嫁のために特別に誂あつらえた、クラシカルで可か憐れんなヘアアクセサリー。それをつけた花嫁を想像するだけで、どんな細かい作業も楽しくて夢中になった。

　夜中にいったん作業をやめて、出勤前に早起きして続きを作る。五時起きが四時起きになり、さすがに寝不足だ。

　最後にクリップの真鍮に装飾を施した。裏まで気を抜かず、細部にも拘こだわって、「こんな見えない所まで！」と喜んでほしいから。

「できたっ……！」

　ひとりで三回ばんざいして、はっと気付けばいつもの出勤時間を過ぎている。

「げっ、遅刻する……！」

　ばたばたとスーツに着替えて、朝食を取る間もなく部屋を飛び出した。朝食はコンビニか、会社の売店でおにぎり、そんな毎日だったけど充実していた。不思議と疲れを感じないし、こういうときは「今こそがむしゃらに動け！」という星回りなのかもしれない。

　電車に揺られて出社、残業後に帰宅してアクセサリー作り。そんな日々に忙殺され、気付けばもう四月の後半。でも大変だった毎日が終わってしまうのが寂しい。どんなに忙しくてもいいから、もっと作りたい。

　大宮は横浜のプロジェクトが終わった現在は、高さ十メートルの石壁に深海の３Ｄ映像を投影するプロジェクションマッピングの企画で忙しそうだ。ゴールデンウィークに開催されるから、今ちょうど追い込みの時期なのだろう。加えて、夏休みに合わせた企画が始まっている。きっと休む暇はない。

　四月に入社してきた新入社員が研修期間を終えたら、配属の部署が決まって、その異動準備で総務課も忙しくなる。

「名刺のフォーマットは準備しました。各課の名簿から自動で名刺のリストを作成できるようになってます。それと、これは今日下りてきた分の出張旅費の精算です。査印をいただけますか」

「はい、はい、はい、と。おつかれさん」

　総務課長の軽い労ねぎらいの言葉に頭を下げて、「お先に失礼します」と総務課を退室した。

　久しぶりに定時に帰宅だ。いいかげん何か栄養のあるものを食べなきゃまずいと考えながら、社屋ビルのエントランスを出た辺りで、篠崎課長がこちらに向かって歩いてくるのが見えた。

　あのショップでの打ち合わせから、篠崎課長は副業のことを口外せず、黙認してくれている。

　友人である花嫁のヘアアクセサリー作りを梗に頼んでいるという関係である以上、厳しいことは言いにくい部分もあるのだろう。

　黙っていてくれていることにお礼を伝えておこうと、「篠崎課長」と呼びとめた。

　普通に歩いているときの顔つきはクールで一見冷たそうに見えるから、話しかけるのにどきどきする。篠崎課長は梗に気付くと、目を大きくした。

「あぁ……ハネちゃんか」

「先日はショップでの打ち合わせで、どうもありがとうございました」

「悪い、ちょっとタバコ付き合ってくれる？　コーヒー奢る」

　エントランスの前は吹き抜けのグリーンテラスで、カフェの移動販売車が一台停とまっていて、社内全面禁煙だから喫煙者たちの憩いの場所になっている。

　コーヒーをふたつ買って、四人掛けの丸テーブルに座った。

「どこも禁煙禁煙って。ぜんぜん吸うところがない。ごめんね、いいかな」

「どうぞ」

　篠崎課長くらいの年の人が、ぎりぎりタバコを吸う世代で、梗の周りにはほとんど喫煙者はいない。正直、何が「おいしい」のかさっぱり理解できないのだが、篠崎課長が「はぁ～」と喉を反らし、肩の力が抜けていく様を見ていると、お風呂に入ってる人みたいだ、と思ってちょっと笑ってしまった。

「何、おかしい？」

「いえ……なんか、すみません、気持ちよさそうにタバコを吸われるので」

「オヤジだと思ってるだろ」

「いえ、まさかそんな」

　甘い微笑みを向けられて、思わず目を逸らした。

　絶対この人、ナチュラルに、あるいは作為的に人をたらし込む人種だ。

　なんか、怖い。ちょっと苦手だ。笑っているけど、やっぱり目の奥が冷たい。その目に見つめられると、しなやかな体たい軀くの肉食獣にロックオンされたみたいな心地がして、大宮が「タヌキおやじ」と言っていた意味が分かる気がした。うっかり視線を交えると、タバコの煙と一緒に吸い込まれてしまいそうだ。

　気を取り直して、篠崎課長に向かって姿勢を正した。

「あの……副業のこと、すみません」

「あぁ、駄目だよね、ほんとは」

「……はい」

　これに関しては言い訳できない。本業がおろそかになったことはないかと問われれば、職場での小さなミスさえ、副業のせいだと追及されても仕方がないのだ。

「会社に不利益になるような情報漏ろう洩えいや営業妨害をしてるわけじゃないし……というのは俺の立場から言ってはいけないことなんだけどね。まぁ、そっちの副業はいいとしてさ」

　テーブルにピンク色のカードが置かれて、そこに視線を落としたまま、身体の全機能が停止する。

　驚きのあまり声も出ない。

　セレクトショップで篠崎課長と会ったとき、『フルーツボーイズ』の偽名刺を床にばら撒まいてしまい、そのときどうやら一枚、拾い損ねてしまったらしい。

「これ、俺の座ってた椅子の足元に残ってた。あ、ショップの人も一緒にいた安田さんも気付いてないから」

　咄嗟に奪い返そうと手を出したら、百人一首のカルタ取りよろしく先手で奪われ、お手つきしてしまった。

「最初はなんだろうこれ、ってよく分からなかった。でもネットで調べたら分かったよ。……これはマズイよね」

「……それは貰ったもので」

「うーん、だってこのコールナンバー？　あの日貰ったきみのハンドメイドの名刺に書かれた携帯番号と一緒でしょ？」

　指先に挟まれたピンク色の名刺に『とろとろの恋に一緒にダイブしちゃおうよ♥』『コールしてね』『イチゴ』の印字が並ぶ。

「……ふざけて作ったんです」

「噓をつく人間の特徴。口を開くたびに言い訳が微妙に、もしくはがらっと変わる。微妙に変わる場合は悪質で、きみのはただの行き当たりばったりだな」

　ずさんな噓を完全に見抜かれているけれど、コールボーイという誤解はとかなければ。

「違うんです、ほんとに」

　掲げられた名刺を取り返そうと手を伸ばしたところ、躱かわされてうろたえる。

「返してください」

「これ、大宮は知ってるの？」

「ま、まさか、知らないです」

「……そうかなぁ」

　篠崎課長の目線が梗の蟀谷の辺りを通り過ぎ、背後に注がれている。ぞくりと背中に寒気がして、恐る恐る振り向いた。

　大宮が、梗の数メートルうしろに立っている。
















　特徴的な色の台紙にポップなフォントが踊り、本物そっくりに作られているから、その距離からでも篠崎課長が手にしている名刺が何か分かったようだ。

　大宮は顔色を変え、みるみるうちに見たことがないほど険しい表情に変化した。

　頭が状況を処理できない。

　大宮が茫然と口を開いた。

「なんで篠崎課長がその名刺……」

　ピンク色のコール名刺は篠崎課長の手の中だ。

『イチゴ』である梗が、そのコール名刺を篠崎課長に渡したと誤解してしまうのも無理はない。いやむしろ、そうとしか思えないだろう。

　大宮は最初から「コールボーイを辞めろ」と強く梗に訴えていた。言葉で伝えるだけでなく、その思いを行動で示してくれていた。にもかかわらず、大宮と連絡を取らなかったしばらくの間に、梗が篠崎課長に粉をかけたと思われやしないか。

　もう気絶しそうだ。何から、どこから、やり直せばいいんだろうか。

　大宮は何かを言いかけ、喘ぐように息をつくと、ついに梗と篠崎課長に背を向けて立ち去った。

「お、大宮さんっ！」

　追いかけたくて咄嗟に立ち上がる。だけど、ひとまず思いとどまった。

　会社の名誉を毀き損そんする行為はしていない。会社員として大問題になりそうな誤解を、そのまま放っておくわけにもいかない。

　篠崎課長に向き直り、梗は拳を握りしめた。

「違うんです、本当に。コ、コールボーイなんてやってないんです」

「でも大宮はこの名刺が何かを知ってるんだろ？　この名刺見て、あの冷静な大宮が顔歪めて、相当怒ってるっぽかったけど？」

「だ、だから、……あぁっ！」

　頭を抱えて座り込む。どう説明すればいいんだろうか。まさか最初から洗いざらい喋るわけにもいかないけれど、中途半端に話せばますます噓をついているように受け取られかねない。

「ほんとに！　ほんとに違うんです！　そんなことする暇なんかありませんっ」

　ざっくりした梗の説明に、篠崎課長も目を瞬かせている。

「ハンドメイドのアクセサリー作り、もの凄く時間がかかるんです。仕事終わって、帰宅して作って、休日も部屋にこもって作って、それでやっと納期に間に合って、いや、間に合わなかったりもしますけど……ほ、ほんとに、ほんとに……！」

　必死の形相で訴えてくる梗に、篠崎課長が途中から引いて顔を引き攣らせている。

「う……うん、分かったよ……分かった。それより今は、大宮を追いかけたほうがいいんじゃないかな？」

　ようやくコールボーイではないとの訴えは、認めてくれたらしい。

　肩で息をしながら、こくりと頷いて、「すみませんでした、いろいろありがとうございました、コ、コーヒーもっ」と捲まくし立て、鞄を摑んで脱兎のごとく、その場を去った。










　大宮の行方が分からず、いつもは足を運ばない企画営業部のフロアを走る。

「すみません、あのっ、営業一課の大宮さん、見ませんでしたか？」

　廊下で会った女性に訊くと「見てないけど」と返された。

　でもたしかに社屋ビルに入るところまでは見たのだ。

「大宮ならさっき、『出先から直帰します』って電話あったよ。一緒のはずの篠崎課長も戻ってないしなぁ……」

　通りかかった人からそう告げられた。

「篠崎課長は下で見ました。すみません、ありがとうございます」

　もしかして、営業一課には戻らず、裏口から帰ってしまったのかもしれない。おもてのエントランス付近に篠崎課長と梗がいたので、顔を合わせないために他の出口を使ったのだろう。

「最悪だ……」

　とにかく誤解をときたい。

　エッチ大好き淫乱設定だから、とうとう我慢が切れて性暴走したと思われちゃ堪らない。しかも大宮の上司を誘惑し、コール名刺を渡したことになっていたら。

「どんだけ見境ない淫乱なんだよ」

　篠崎課長にあんなかたちで粗雑な噓がバレてしまい、これ以上大宮に黙っていられない。コールボーイじゃないのだと、真実を話さなければ。

　本当のことを話して許してもらおうとは思わない。だけど、大宮が自分を思ってしてくれたことを、裏切ってなんかいないことは信じてほしい。

　ただ必死に走り、大宮のマンションに向かった。

「あ……連絡」

　いきなり部屋を訪ねるのも、とマンションの目の前まで来て今更のようにスマホをポケットから取り出す。でも、電話に出てくれない可能性があるし、それならいっそ突撃したほうがいいのではないだろうか。

　マンションの二階、右端の部屋。ここへ来たのは去年の十二月、小雪が舞う寒い夜だった。あの日もここから大宮の部屋を見上げて、「絶対に無理、うまくいくはずがない」と思っていた。

　あのときの噓が原因で今、窮地に立たされているわけだが、あのむちゃくちゃがなかったら、今でも、大宮を遠くからただ眺めているだけの日常だったはず。少なくとも、大宮とスペシャル普通デートなんてできなかっただろうし、それどころか話すらできていないだろう。

　大宮の部屋の前まで来て、深呼吸をひとつ。チャイムを鳴らし、ほどなくして内側から「はい」と低い声が届いた。その直後にドアが開く。

　まさかいきなり来るとは思っていなかったのか、大宮が驚いた目で梗を見た。大宮も帰宅して間もないようで、スーツにネクタイを締めたままだ。

「急に来て、すみません。会って話したかったので」

「………………」

　きつい沈黙にさっそく心が折れそうになる。

　大宮が無言で返事をしないなんて、これまでに経験がないし、そんな場面を見たこともないからだ。

　探り合う空気の中、ようやく大宮が地を這うような低いテンションで「どうぞ」とドアの内側に入れてくれた。

　うちにおいでと大宮が言ってくれて、実現するのがまさかこんなタイミング、こんな状況でのことになるとは。

　低いテーブルの角を挟んで座り、とうとう大宮はむすりとした顔で俯いてしまった。

　大宮が今、史上最悪なレベルで不機嫌なのは明らかだ。

「……しかも課長って……」

　何かいろいろたくさん考えていたのだろう。大宮の口からぽろりと、それだけが零れた。慌てて大宮のほうに正座で向き直る。

「大宮さん、それ誤解なんです。あのピンク色の……コール名刺は俺が落としたのを篠崎課長が拾って」

「あれを落とすような場面に篠崎課長がいるってこと自体がおかしくない？」

「だからっ……！」

　もう、嫌われても仕方ない。というか、このまま真実を黙っていてもどうせ嫌われてしまう。だったらすべてを明かして、ごめんなさい、とちゃんと謝るべきだ。

「……コールボーイじゃないんです。あれ、全部噓なんです」

「……え？」

「篠崎課長が持ってたのは、偽物のコール名刺なんです。あとで本物と比べてもらったら分かります」

　ここまでしなきゃいけないのか疑問だけど、とにかく分かってもらうことに必死で、例のピンク色のコール名刺を鞄から出してテーブルに置いた。

「大宮さんのこと、騙してたんです。噓ついてました。後腐れなくお試しできるんだって、そう思ってもらうために、コールボーイのふりをしました。大宮さんが酔っ払ってて、『自分はゲイかも』って悩んで、迷って、そんなふうに揺れているときに、大宮さんの心の隙間につけ込んで」

「……なんで？」

「大宮さんと、本当に好きな人と……エッチしたかったから」

「…………」

「ストーカーとおんなじです。ごめんなさい」

　全部を端的な言葉にしたら、とんでもなく最低なことをしていたんだと、自分でも思い知って、膝に額をつけるようにして詫びた。

「ほん……とは、二年も前から大宮さんのこと見てて、好きでした。でも見てるだけでよかったんです。近付こうとか、好きになってもらおうなんて考えたこともなかった」

　梗の告白に、大宮は驚きを隠せない表情で啞然としている。

　結婚式の三次会で大宮があのバーに来て、「ゲイかもしれない」と友人らに悩みを打ち明けるのを偶然聞いてしまったけれど、あのバーは大宮の行きつけだと前々から知っていた。

「大宮さんが社食で、よく行くバーの話をしてて、俺も行きたいなぁって……いえ、偶然を装ってバーで話しかけるつもりもないです。ただ、大宮さんが贔屓にしてるバーってどんなところかなって、そういう興味で何回か行きました。アイドルとかが『このお店が好き』ってテレビなんかでコメントしてると、自分も行ってみたくなるのと同じです。あ……、ストーカーの言い訳だと思って聞いてください」

　でもそこで知ってしまった大宮の悩みと、その日の環境や状況に乗じて、大宮を騙したという事実は一ミリも美化できない。

「どうせバレない。大宮さんは俺が同じ会社の社員だと、ぜんぜん気付いてないから。俺は総務課の奧にいる黒縁メガネの地味な社員で、これから先も今までみたいに、大宮さんが遠い存在であるかぎり、大宮さんは俺には気付かないはずだって思ったんです。たった三時間のことだし、大宮さんもすぐに忘れるだろって」

　大宮からすれば、長い人生の一瞬に、ふっと通り過ぎた相手だ。

　大宮は膝を抱えて、どこを見ているのか分からない双そう眸ぼうをしている。

　長い沈黙の末に、大宮がようやく口を開いた。

「ハネちゃんは……それで幸せだったのか？」

「え？」

　唐突に、思いも寄らない質問をされて、目を瞬かせる。

「おんなじ会社にいるってことを知らない俺と、三時間だけ。場当たり的なエッチして、それで、幸せになれた？」

　大宮の眸が梗を静かに捉えた。

　さんざん迷って、でも、答えられないことが答えになってしまっている。

　膝の上に置いた拳に、ぐっと力を込めた。

「不幸ではなかったけど、正直言って……あの三時間のこと、部分的にしか頭に残ってなくて、全部をよく思い出せないんです。エッチの最中は開き直るしかなかったっていうか、必死で、夢中で、身体は気持ちよかった……と、思います。でも、記憶が途切れ途切れで……。ごめんなさい、初めて好きな人としたのに、結局あんまり覚えてなかったんです」

　あの日大宮の部屋を出て、階段を下りて、凄く寒くて、見上げたら満天の星空から雪がとめどなく舞い落ちてきた。

　頰に流れる涙は熱く、冷たい雪が涙と混ざり合って溶け落ちる──その感覚だけ、妙にはっきりと覚えている。

「好きな人としたって、騙して、片想いじゃ……意味なかったんですよね」

　根本的に分かってなかったのだ。好きな人としたことがなくて、好きな人とだったら幸せに違いないと思い込んでいた。

「大宮さんの部屋にいるときは幸せな気がしてたんですけどね。靴を履いて、大宮さんの部屋を出たら、途端に魔法がとけたように夢が終わって……振り返ったら、なんにも残ってなかった」

　あったはずものは忽こつ然ぜんと消えて、手に摑めた気がしたけど、幻だった。

「だから、あわよくばもう一回なんて思いもしなかったです。あれって夢だったのかなぁって、もう十年くらい前の記憶を辿たどるみたいにぼんやりしてて。好きな人としたのに、俺の中には何も残らなかった。だからこそ今までどおりの、遠くから眺めるだけの日常に戻ることができてたのかもしれません……」

　社食で大宮の姿を見つけたら『超ラッキーデー』。たまたま社食でうしろに座れたら、それだけで幸せ。

「でも、大宮さんとスペシャル普通デートした日、あのときほんとに……」

　夢や偶像じゃなくて、大宮が欲しいと思った。

　一緒にいる時間を少しずつ重ねて、あれほど長く濃密な時間を過ごしたら、もう見てるだけじゃ満足しなくなった。

「大宮さんからしたら、薄っぺらな欲求に見えたでしょうけど、俺にとっては、いっときの衝動じゃなかったんです。二年も片想いしてた好きな人とごはん食べて、一緒のベッドで眠って、ひとり占めデートまでして、幸せでした。あのまま、放したくなかったんです。本物が欲しいって、思ってしまった」

　コールボーイだと噓をついて、大宮が同じ会社にいるとは知らなかったと噓を重ねた。無理に辻褄を合わせたハリボテに、自分が押し潰された。

「……それで、俺からのメールとか電話、避けたのはどうして？　俺が『そんなの薄っぺらな性衝動だろ』ってきつく窘たしなめたから？　俺はそれが原因で、なんとなく気まずくなっちゃったなー、とは感じてたけど」

「びしっと言われたことが、じゃなくて、俺がそんなふうに思わせちゃう噓をついてるって部分が、切なかったんです。本当のことが言えなくて、軽い気持ちだって思われてるのも自分のせいだと分かるから。自分の噓に苦しむなんて滑稽ですよね。……それに、俺の想いは大宮さんを潰しはしても、幸せにはできないから」

　梗の言葉に、大宮が初めて首を傾かしげた。

「……どういう意味？」

「大宮さんはゲイだって言ってるけど、もともと女の人と恋愛できるでしょ？　普通の恋愛ができるなら、そっちにいるべきです」

「……なんで？　ゲイだといろいろ、世間体とか大変だから？」

「大宮さんは上司からも期待されてるし、うしろ指さされるようなこっち側に、来なくていいって……」

　大宮がむっと唇を歪める。

　それから抱えて座っていた足を崩して、梗のほうに膝を進めた。反対に梗は怯んで、上体を退く。

「俺のことどんだけヤなやつだと思ってんだよ。ハネちゃんとエッチしといて、こっち側とかあっち側とか、そんな線引き、ありえないだろ」

「ヤなやつだなんて思ってません！」

「相当ヤなやつじゃん！　え、何、俺がバイだから、ハネちゃんとの全部をなかったことにして、いつか女子と結婚して、出世して……それでどうぞお幸せにって？」

「そういうふうには」

「いやいや……そうしてくれって、ハネちゃんが言ってんだよ？　ひどいよ」

　がくりと項垂れた大宮に、梗はおろおろと手を伸ばしては引っ込める。

　ひどい、と言われて初めて、自分の考えが大宮にとってプラスにはなっていないのだと知った。

「俺の気持ちとか、全無視？」

「気持ち……」

「ハネちゃんのこと好きなのに、そこ無視？」

「大宮さんは幼なじみの、あの森川って人のことが好きなんですよね」

「……それ、前も言ったけど、ずーっとそいつがいちばん好きじゃなきゃ駄目なの？　森川が結婚するって決まった時点で、俺ん中では終わってるし、もう、今は完全に区切りはついてるよ。ハネちゃんと再会した直後は、燃えかすみたいに残ってる想いを一掃しなきゃって思った。ハネちゃんとは、その辺のことうやむやにしたくなかったから、エッチ抜きで向き合おうって言ったんだよ」

「それは……はい、分かってます。でも社食でその彼と一緒にいる大宮さんのこと見て、あぁ、まだ好きなんだろうなって……」

「どーしてそうなんの？　もう、森川とは完全に友だちだったじゃん……っつっても分かんないか。……そうか、そうだよな、あぁ、ごめん」

　大宮は顰めっ面になったり、がっくりと項垂れたり忙しい。

「森川のことは友だちって、俺の中でもう完全に終わってるから、ハネちゃんのことあの席に呼べたんだ。終わってまーす、ってアピってるつもりでした。……が、伝わんないか、そか、そうだよな……ああああああ、もう、こんなんだからフラれるんだわ俺」

「そ、それに、新婚旅行はハワイって決めてるとか、大宮さんが言ってました」

「……だから、ハネちゃんのこと誘ったじゃん、あそこで」

「は？」

「……はい、それも俺だけ分かってることですね、すみません」

　正座で膝に両手をつき、頭を下げられて、梗も慌てた。でも訊きたいこと、納得できていないことは他にもある。

「それにっ」

「え、まだあんの？」

「話し方とか笑い方とか、俺といるときとはぜんぜん違って」

「……え、ごめん、それはちょっと何を指摘されてるのか分からない」

「いつもとは違う、ちょっと乱暴な言葉とか、豪快に笑ったりとか、です」

「だぁー！」

　奇声を発せられて、びくっと身体が硬直する。

「あいつは幼なじみよ？　ガキの頃から知ってて、遠慮とかあんまりないから。そりゃあ、会社の同僚や上司の前では、俺だってちょっとよそ行きな顔してますよ？　ハネちゃんには嫌われたくないし、いちばんカッコイイって思われたいし、優しい～素敵～紳士～って思われたいからカッコくらいつける、つか、つけさせろ！」

「じゃあ……本当にあの彼のことは、終わって……」

　茫然と呟くと、大宮は大きく頷いてみせた。

「あのさぁ、世間体とか周りのこととか、過去の恋愛とか、余計なこと考える前に、今の自分の気持ちだけ素直に考えない？」

　大宮は、がしがし、と頭を搔いて、ひとつため息をついた。

「ハネちゃんはゲイだから、そのことで今までに苦労してきた部分とか、つらい目にあったりとか、いろいろ経験してんだろうなって、それは理解できる。それで、俺の将来のこととか考えて、同じ苦労はさせたくないって思ってくれてんだろうなって、……まぁそれは分かるけどさ。だいたい、周りにバレなきゃいいっつーの」

「えええっ？」

「俺たちゲイです、って名刺に書くの？　ゲイしか入れない部署とかあんの？　俺はたしかにばかだけど、会社でちゅーしようとかエッチしようとかは言いません！」

「そっ……」

「昼間の外デートと一緒だろうが。何が違うんだよ。はい、次！」

「えっ」

「訊きたいこと、言いたいこと、全部言って」

　大宮は長丁場になる覚悟なのか、今度は胡座をかいた。

「大宮さん、大事なこと忘れてます。俺、ストーカーです」

「おう、今までにどんなことをしてきた。俺をビビらせてみろ」

　男前にそう言い放ち、にっと笑う。

「二年前の接待旅行をきっかけに好きになってから、遠くから大宮さんのこと、こそこそ見て、社食では近くに座って話を聞こうとしたり、あと……総務課の仕事中に、旅行のときの写真を一枚プリントしました。でも一枚だけです！　浴衣姿がかっこよくて、それでつい……」

「俺は中学んとき、修学旅行で写真屋さんが撮った、好きな女の子の写真を購入した。そんでバレた。だから、気持ちは分かる。仕事中に職権乱用したのは駄目だけどな。好きになったきっかけは、あとで詳しく。他には？」

「大宮さんが贔屓にしてるバーに行ったとき、偶然、結婚式帰りの大宮さんが入ってきて、『ゲイかもしれない』って友だちに相談を始めて、それでびっくりして、大宮さんのマンションまで……ついて行きました」

「あとをつけて自宅まで押しかけるのは、たしかに立派なストーカーだな。ま、でも、そんな衝撃告白を聞いて、あれだろ、俺がメロンを呼ぶんじゃないか、って思ったんだろ」

「そう、です」

「それ、ひとりだった？　そのバーにひとりでいた？　誰かが一緒だった？」

　鋭い指摘に言葉を吞のんだ。

「ハネちゃんがひとりでバーにいたとは思えないし、ひとりで俺のあとをつけるかなって。まぁ、つけるまではしても、突撃はしないだろ。だって『とろとろの恋に一緒にダイブしちゃおーよ♥』だぞ？　友だちとか、一緒だった？」

「…………はい……でも、やったのは俺だから」

「うん、友だちのことは怒んないから、無理に庇かばわなくてよろしい。でも今度紹介してね。はい、他には？」

「え…………あ、それくらいです」

「肩すかし～！」

　大宮がバタンとうしろに倒れる。

「どんな戦せん慄りつの事実を打ち明けられるのかと期待した……俺がばかみたいじゃないか」

　がばっと跳ね起きて胡座の膝に肘をつくポーズが、憧れの時代劇の遊び人風情で、真剣な話の最中だというのにうっかり胸を射貫かれてしまう。

「羽野木沢さん！」

「は、はい」

「あのねぇ、俺、最初からなんか変だな～、この人ほんとにコールボーイなのかなぁってずっと疑問だったわけ。で、再会して『同じ会社だってこと知ってた？』って訊いたとき、ハネちゃんは『知らなかった』って答えたよな？」

「知ってたら、ストーカーだってバレるじゃないですか」

「俺のこと『崇央』って名前で呼んでいいよって言ったら、ハネちゃんは『無理、そっちがふたつ年上ですし』って返したの。年上ってのは見た目で判断できたとしても、なんで俺がふたつ上って知ってんの？」

「……え、……あ……」

「あれぇ、これは知ってたってことか、って気付いたけど、あとは全部が謎だった。しかもイチゴちゃんのプロフ動画を再生したら、『誰だこれ』って別人で、それ指摘したときのハネちゃんの言い訳もしどろもどろだし。でもコールボーイだっていうのが噓だとして、噓つかれてる理由がてんで分かんなかった」

「……知ってて……」

「知ってたっていうか、俺も半信半疑だよ。噓を突き通されるかぎり、何がどうなってんのか確認しようがなかったから。あー、あとあれも。玄関先にお金、置いてったろ、で、ケーバン変えたろ。そのときは『なんで？』って意味分かんなかったけど、『コールボーイじゃない、最初から俺を知ってた』って考えると辻褄が合うんだよな。だから再会したあと、俺はあえてお金を返さなかったんだ。報酬を受け取り拒否するコールボーイ……ありえない。ハネちゃんは、あちこちでまぬけ感が漂ってる」

「まぬけ……」

「褒めてる褒めてる！　作為的に、悪知恵働かせて、策略巡らせて、どうこうできるタイプじゃないだろ。なんかちょっと抜けてるっていうか、行き当たりばったりで、頭隠して尻隠さず的な……はは、なんか、かわいいなお前」

　お前、にまた撃ち抜かれて倒れそうになる。

「ハネちゃん」

「……はい」

「おいで」

　優しく呼ばれてるのに、前に進めない。ストーカーと責められても仕方ないことをして、たくさん噓をついて、それがうっすらバレてて、そんなまぬけな自分と、これから日陰に連れて行くような恋をしてくれと、大宮に言っていいのだろうか。

　動かないから、大宮が手を伸ばして、両手に捕まえられた。

「俺が、好き？」

　でももう、噓はつけない。つきたくない。

　日陰だろうが深海だろうが、本当はどこだって大宮と一緒にいたい。

　あなたの幸せを思って、なんて──本当の本当は、そんな殊勝じゃなかった。だから噓をつき続け、真実を話すことで大宮から嫌われないために必死だったのだ。

「……はい。好きです、凄く。ずっと前から好きでした」

　言い訳や説明のためではなく、大宮への想いをはっきりと言葉にすると、胸につかえていたものがすっとなくなった気がした。

　そこにあったのは、噓と枷かせ。

「いつもひなたにいる大宮さんを、ずっとひとり占めして暗いとこに引きずり込んじゃいけない、いつか恋人ごっこは終わらせようって、そう思ったのも噓ではないけど。でも、ごめんなさい、放したくない。他の誰にも触らせたくないんです。だから大宮さん……俺の恋人になってください」

　友だちと楽しそうに話す大宮ですら、見たくないくらい狭量になってしまう。

　大宮の世界を翳かげらせる存在になると分かっていても、我が儘を押し通したい。

「……今までどんだけつらい恋してきたの」

　捕まえられた腕を引き寄せられて、そのまま柔らかく抱き込まれる。

「俺を好きになったことをどうして謝んの。ハネちゃんがコールボーイじゃなくて、よかった。それだけだよ」

　梗が独りで燻くすぶって考えていたことを片手で掃き出す大宮の言葉に、目の奥が熱くなる。

「デートしたとき忙しくなるって聞いてたし、ハネちゃんがアクセサリー作りをがんばってるからって、電話とかメールも控えてたんだからな。それに、篠崎課長から聞いた。篠崎課長の友だちのウエディング用アクセサリーの仕事、受けたんだろ？」

「え？　どうして知って……」

　抱きしめられていたところから離されて、至近距離で窺った。

「あ、ハネちゃんの副業をバラすつもりで篠崎課長が俺に喋ったんじゃないぞ。最近ハネちゃんが忙しそうで会ってないって話を俺がした流れで、探り合いみたいになって」

「あぁ……そうだったんですか」

「会いたいの我慢して、ひたすら、ハネちゃんからの連絡を待ってたんだ。褒めてほしいくらいだよ。そしたら！　今日の篠崎課長とのアレだろ。それまでハネちゃんのこと信じてたけど、全部吹っ飛んで、『やっぱコールボーイってほんとはほんとだったのか、わあああああ』って……取り乱しました。だってさぁ～、そのウエディングのナンチャラで篠崎課長と急接近しちゃったのかなって。四十代でも篠崎課長はアリだとか、篠崎課長ならモテるの分かるとか、ハネちゃんが言うからさぁ……」

「え……それはべつに、一般論というか……俺ごときが拒否るとか何様、って話だし……」

　篠崎課長はむしろちょっと苦手だ。大宮が慕う上司だから言わないけれど。

「俺にとって大宮さん以外は、全部じゃがいも……」

「じゃがいも!!」

「すみません、ポテトチップの袋が見えたので、つい……」

　本当に、大宮以外はどうでもいい梗だ。

　ひととき笑ったあと大宮は静かになって、じっと梗を見つめる。言葉を待つ梗も、大宮から目が離せない。

「会いたいのに会えないって、こんな切ないなんて知らなかった。ハネちゃんのこと待ってる間、間違いなく俺が世界でいちばん、ハネちゃんのこと考えてたって思う」

「大宮さん……」

「仕事も恋愛も充実してる大人の男ってかっこいいなって、憧れでさ。でも会いたいの我慢するのってけっこうつらいのな。だから分かった。本気の恋をして、かっこいい男はたぶん、いないんだ。べつに平気だよって顔して、いい男気取ってるだけなんだぜ、きっと」

「大宮さんはどんなふうにしてても、かっこいいです」

「きみに会いたいの我慢してがんばってたんですって暴露しちゃってんだから、駄目だろ。それを『褒めて』とか言っちゃって、もう、マジかっこ悪い」

　そんなことを言われたら、その場で崩れるくらいに嬉しいだけだ。

　甘酸っぱい想いで胸がいっぱいになり、がくりと項垂れている大宮に向かって右手を伸ばして、大宮の髪を、なで、なで、とする。

　大宮は目を瞬かせたあとゆっくりと目を閉じ、おとなしく頭を撫でさせて、やがて安あん堵どの大きなため息をついた。

「自分の気持ちとかどうするべきか分かってても、素直に道を選べなかったり、想いを言えないことってあるよな。でも俺の前では、ハネちゃんの、ありのままでいいから。いっぱい考えてるわりには不器用なハネちゃんが、俺は凄く、愛いとしいよ」

　髪を撫でていた手を取られて、大宮の腕の中に引き摺り込まれる。もう離さない、とでもいうように、今度は強くぎゅっと抱きしめられた。

「好きだよ。ハネちゃんがかわいくて堪んない。まぬけながんばりやさん。打楽器打ち鳴らして応援したくなる。営業のカラオケ接待で鍛えた打楽器さばき、なめんな」

「大宮さんに打楽器で応援されたら、うるさくて楽しそうです」

　おかしくて笑っていたら、ふいに大宮が動き、一瞬視線が絡んで、唇を塞がれた。

「ん……」

　柔らかく愛しみ、啄ついばむように触れて、何度も重なる。

　少し離れて、視線を合わせて、繰り返されるキスがだんだん長く、深くなる。

　大宮の舌が上唇を捲り、内側の粘膜や歯列をなぞった。艶なまめかしく熱いものが自分の中で蠢うごめく感触に、ぞくりとわななく。

　大宮がくれるキスに文字どおり骨抜きになって、ぐにゃりと背筋が力をなくした。

　隙間なく重なりたい──強い欲求が生まれて、大宮の背に両手を回す。大宮からも強く抱き返されて、欲しいという訴えに同じ強さで応えてくれる存在を、梗も心底から愛おしいと思った。

　唇の重なりをといて離れても、吐息が熱い。

「ハネちゃんが二年も想ってくれてたこと、知らなかったから、ごめんな。あのとき、ハネちゃんの想いを、薄っぺらな衝動だろ、みたいに言っちゃって」

　デートした日、離れたくなかった。でも今、伝わったからいいのだ。

「今までは相手に合わせてればいいやって、主体性も中身もない恋愛ばかりしてました。でも大宮さんのことは、どうでもいいとは思えない。我慢できないんです。凄く欲しいって、……」

　最後まで言わせてもらえず、抱き込まれた腕の中で唇を吸われる。

　目眩をおこしそうだ。世界が反転した──と思ったら、実際押し倒されていた。

　大宮の指が気持ちいい。蟀谷からうしろに髪を梳き、撫でられる。耳殻や耳朶、耳の裏側も優しく擽くすぐられて、皮膚の表面を鞣される。

　こっくりとした水みず飴あめを搔き回すように舌を絡め、口内の隅々まで舐め尽くされた。

　ネクタイのノットを緩められ、キスを繰り返しながら前立てのボタンを外される。

　唇が離れ、ぼうっと虚うつろな目で大宮を見上げた。

「ベッド行く？　もう、動くのやだ？　ここでする？」

　耳にかかる声に首筋がぞくぞくとして、大宮の肩に顔を擦りつける。

　耳朶を食はんで、耳孔に舌を突っ込まれたら、喘ぐばかりで答えられない。

「お……みやさ……」

「いつになったら名前呼びに戻してくれんの？」

「年上の大宮さんを、……会社でうっかり名前呼びするわけにいきません」

　うっとりばかりもしていられない。

　ぐっと大宮の胸を押して、上体を起こした。

「同じ会社で、いろいろ苦労をかけると思います。大宮さんのこと大事にしたい、ずっと一緒にいたいから」

「……うん、分かった。でも」

　秘密の約束事を耳に吹き込まれ、じわっと耳朶が熱くなる。

　にやりと笑う大宮に手を引かれてベッドに誘われた。










「……すんげぇ見られてるんだけど」

「今日は……何ひとつ、忘れたくないので」

　上擦った声で答えて、大宮の髪を指に絡めた。

　大きく広げた脚の間で大宮が艶然とした顔つきで微笑み、根元から裏筋までをねっとりと舐め上げる。ベッドに足を投げ出して座った状態で上から見下ろすと、大宮の表情、舌の動きすべてが視界に入って刺激的だ。
















　先端の丸みにべろりと舌を滑らされる。

「はぁっ……、あっ……お、おみやさっ……」

「今の、好き？」

「……あ……あ、す、すきです……」

　鈴口に浮かんだ蜜を舐め取られて、陰茎の裏側を吸われながら顔を上下に動かされると、快感に腹筋が波打った。

「あ、あっ……はぁっ」

　気持ちよさに尻を揺すってしまう。その尻を摑まれ、喉の奥まで吞み込まれての深いストロークに、もう座って見ていられなくなった。

「あぁっ……はぁっ、はぁっ、……！」

　大宮の手のひらが臍へその上を滑り、指先が胸に届く。中指で乳首をくりくりと転がされて、きゅっと摘まれると背筋が震え、抗えずに大宮の口の中で果てた。射精と同時に吸い取られ、吞み下されるのが、腰が抜けるほど気持ちいい。

　大宮が施してくれる口淫があまりにもよくて、だらしなく緩んだ顔を覗かれてもすぐに反応できなかった。

「凄い気持ちよさそうな顔してる」

「……ん……」

「俺のも、して」

　お願いされて、大宮と入れ替わった。

　大宮のペニスはエラが大きく張っていて、挿れられると、後孔のいちばん感じるところにそこが強くあたる。そのまま擦り立てられると、失神しそうなくらいの快感をくれる──それを思い出して、逸はやる気持ちを抑えられなくなった。

　唾液をたっぷり絡めて、舐めて、頰張る。自分の中に迎え入れるために。

　早く繫がりたい。大宮の全部を自分のものにしたい。

　そんな気持ちでいっぱいになって、梗は口淫を続ける一方で、右腕を自分の後孔へ伸ばした。

　窄すぼまりに指先を引っかけたとき、「ハネちゃん」と呼ばれて、潤んだ眸を向ける。

「そっちは、俺がしてあげるから」

　大宮は準備しておいたというゴムとジェルの外箱を開けた。

「……いつ用意したんですか、それ」

「んー、デートのあと。買っといたほうがいいよなって」

　大宮がジェルのボトルを開封する様子を見つめる。その頃から大宮に覚悟があったのだと知って、じわりと嬉しくなった。

　横おう臥がした大宮の顔近くに、下肢を引き寄せられる。意図を察して、逆に梗は、大宮の下半身のほうに頭を向けて互い違いになり、唾液で濡ぬれた大宮の性器に再び唇を寄せた。

　大宮のものを口淫しようと舌先を覗かせたとき、脚を持ち上げられて後孔を晒さらすポーズが一瞬気になり、思わず大宮の手を摑んでしまった。日が暮れた室内はベッドサイドランプひとつだけ灯ともっているとはいえ、まさにそのライト付近に自分の臀部があり、秘部が丸見えのはずだ。

「どした？」

「……ちょ……ライトが」

　うろたえる梗に、大宮が悪い顔をする。

「恥ずかしいところと、くすぐったいところは、気持ちいい」

「えっ、あっ」

　尻臀を押し広げて露わにされ、そこに顔を突っ込まれる。ジェルは使わず、いきなり窄まりに舌を這わされた。

「おっ……みやさっ……」

　長い軟体の生き物がそこで蠢くような感触に、ぞわわ、と背筋が震える。

　後孔に愛あい撫ぶを受け始めると大宮の下肢が梗の手から離れてしまったこともあり、口淫どころではなくなった。

　大宮の唾液が臀部を流れる。それにすらぞくぞくする。

「あ……んんっ、っ……」

　舌の柔らかな感触と、そしてそこに大宮の節張った指が加わる。指の根元まで押し込まれ、後孔を拡ひろげる動きは案外容赦ない。

「ごめん、あんまり余裕ぶってできない、かも。痛い？　きつい？」

　悶えながらベッドに這いつくばり、ぶるぶると顔を横に振る。でも快感よりまだ異物感のほうが強い。

　ジェルをたっぷり注入されたところに指が二本に増え、ぐちゅぐちゅと卑ひ猥わいな音が部屋に響く。そうするうちに、びくんと大きく腰が跳ねた。快感を覚えると、そこから雪崩を起こしたように内壁が熱く蕩ける。梗は堪らず身を捩った。

　大宮を気持ちよくしたいし、深く繫がりたい。

　泡立つほど指で後孔を搔き回された。背筋を這い上る甘い痺れに呻きながら、尻を揺らす。

　すると大宮が梗の背後に覆い被さり、束ねた指を後孔に突き挿れてきた。道筋を付け、確認するように、全体を探っている。

「けっこう柔い、かな……。も……俺の挿れていい？」

　大宮の声も少し上擦っている。うしろを振り返り、こくと頷いた。

「ハネちゃんて、好き同士のエッチしたことないんだよな」

「はい……」

「うしろから挿れんのがラク？　前からする？」

　どちらがいいか訊いてくれたのは、梗の身体に対する気遣いと、大宮とは過去に一度経験があるとはいえ、気持ちを通わせての行為は、これが初めてだからだろう。

　勝手な欲望を押しつけるのではない、大宮の優しさに感動する。

「うしろ……あ、やっぱ前が、いいです」

　視覚的にも、自分を組み敷き、身体を繫げる相手が大宮だという幸せに浸りたい。

　慌てて言い直したら身体をひっくり返され、仰ぎよう臥がしたところに、大宮が重なってきた。

「でもハネちゃん、うしろから突かれんの好きだよな」

「そっ……」

　暗に半年前のことを持ち出され、なんと答えたらいいのかとうろたえる。

　大宮の言うとおりだ。大宮のことを思い浮かべて自慰に耽ふけったときも、ベッドに寄りかかって、うしろから突き込まれているつもりでいた。ひとりエッチのネタにしたほどだと、すっかり見抜かれている心地になる。

「ちゃんと、ハネちゃんがスキなうしろからも、するってば」

　羞恥で翳った表情を見て、大宮があらぬ誤解をしてしまったようだ。

「ち……ちがっ、俺は大宮さんの顔が見たいんですっ」

「あらら、嬉しいね。俺も、俺のを挿れたときの、ハネちゃんの顔が見たい。だから顔とか声も、隠すのナシな。ハネちゃんは俺のもんだって、確認させろよ」

「……っ……」

　梗だって、はっきりと伝えたつもりなのに、それを上回る強さで注がれる大宮の言葉に、すべてに、胸が高鳴る。このまま死んでしまいそうだ。

「……いっぱい、声出して、イッていいから」

「う、んっ……」

　大宮の先端が後孔を何度も滑る。窄まりに引っかかったと思うと、つるんと逃げて、早く挿れてほしいという焦れったさでいっぱいになる。

　いっぱいイッていいと言ったくせに、まさかこの段階から焦らされるとは。

「や、やっ……大宮さっ……」

「あ、ゴム」

「いらなっ……、あの、大宮さんがいやじゃなかったら、ですけど」

　互いの腰を合わせると、あっけないほどぬるりと、雁かり首くびまでが入った。その勢いで、ぐっと腰を押しつけられる。

　上から「……入りそう」と呟きが降ってきた。見上げれば、熱に浮かされた大宮の視線と絡み合う。

「……なぁ、もう……これ、全部挿れていい？」

「え、ああっ……」

　大宮の尖せん端たんに、隘あい路ろを開かれる。

　あとはそのまま大宮にのしかかられて、ゆっくり、最奥まで沈められた。

　シーツに後頭部を擦り付けてはぁはぁと喘ぎ、いちばん奥に大宮を受け入れて、互いの身体と想いが深いところで繫がった充足感に浸る。

　薄く瞼を開けると、快感に蕩けた目つきの大宮がいた。梗と目が合うと、柔らかく溶けるように頰を緩める。

「えっちぃ顔、してる」

「……大宮さんこそ」

　すると大宮は「んん……」と呻いて身体を大きく倒し、梗の胸元にキスしたり、舐めたりした。乳首を含んで吸われ、舌や歯で弄いじられると、その反応が繫がったところにダイレクトに波及する。鼻声が漏れて、その声を我慢するせいでますます胸が大きく上下し、思わぬかたちで大宮の唇や歯列に擦りつけることになった。

「声、我慢すんなって」

「ふぅっ、んっ、ん……」

「乳首、気持ちいい？　弄られんの好き？」

「んっ、うっ、はい……」

　乳首を愛撫される以外に、下肢は動かしていない。動いていないのに、大宮のものがいいところに当たりっぱなしで、疼くような性感が腰全体に染みていく。徐々にそれでは物足りなくなってくる。

「お、おみやさ、んっ……、あたっ……当たってるから……、も、動いて」

　じんと腰が痺れている。大宮は気付いていないけれど、ペニスから先走りの蜜がたらたらと滴り、腹を伝い落ちるのが自分で分かる。はしたなく、シーツまで濡らしているに違いない。

「あぁ……なんか前も、当たりっぱなしになるとか、そんなこと言ってたな……」

　梗の状況をあまりよく理解していない大宮は、ふと下を覗いて、軽く驚いた目をした。

　ぴくぴくと小さく跳ねるほど勃起しているものに手を添えられて、言葉より雄弁な様を観察されれば、身の置き所がない。

「挿れただけで、凄いね……ハネちゃんの、ぐしょぐしょだ」

「も、……なんでそ……いうこと、言うっ……」

「いいよ、シーツいっぱい汚しても」

　深く腰を密着させていたずらっぽく、くんっ、と突かれると、臍に溜まっていた淫蜜がひとすじ脇腹に流れた。それをきっかけに、大宮が腰をゆるゆると動かし始める。

　雁首がひときわ強く胡桃を捏こね上げて、内壁がぐにゅっと動くのが自分でも分かった。

「……っ、あぁっ……、あ……」

　大宮も梗の顔の横で息を詰めている。

「あ……ハネちゃんの中、……今、凄く柔らかくなった……」

「え、あっ……」

　奥まで埋めていた塊がずるんと後退したかと思うと、同じ速度で突き挿れられる。ぱたぱたぱた……と淫蜜が雨だれのように薄い水色のシーツに散った。

「あっ、あぁっ」

　一度律動が始まると、抽挿の強さと速さが増していく。これ以上ない速度まで加速して、ひとしきり擦り上げられたあと、大宮が梗の胸元で「はぁっ」と喘いだ。

「ハネちゃんっ、あぁ……やばいっ……、すげ……気持ちい……」

「……ほん、と？」

「とろとろ……分かる？」

　ずるりと全部抜き取られて、再び奥まで挿入される。また一気に引き抜かれて、何度も挿れられる。雁首が窄まりを出たり入ったりするのが、堪らなくいい。

「あぁっ……挿れっ、るの……あっ、気持ちいっ……」

「ここ……入り口の、擦れるとこだろ？　すご……締まる……」

「お……大宮さんっ、あんっ、やっ……き、気持ちいいっ、あぁっ……」

　よすぎて、内腿に鳥肌が立ち、その鋭敏になった肌き膚ふを大宮が撫でてくれるのにさえ感じてしまう。

　ごく浅い位置を狙って搔き回され、口を閉じることも忘れて喘いでいると、抜けたタイミングでふいに身体をひっくり返された。

「うしろ」

　短く伝えられて、自ら四つん這ばいの姿勢になる。

　待つ間もなく、背後から一気に奥まで貫かれ、脳が痺れるほど激しく突き込まれた。

「ああぁっ、うっ、あぁっ、んっ」

　大宮の力強い律動から生まれる快感で、後孔はすっかり柔らかく蕩けている。そこを太くて硬いものでぐちゃぐちゃにされて、声が、呼吸が、途切れ途切れになる。

「顔、見せて」

　左の肘の辺りを摑まれて引かれ、身体を捩りながら唇を舐められる間も籠ろう絡らくはやまない。脳まで痺れるみたいで、苦しくて、気持ちいい。舌を絡ませ、身体を揺らされて前後不覚に陥り、酔すい態たいを晒す。

「こんなハネちゃん……誰にも見せらんないな」

「はぁっ、あぁ……、あ……」

　頭がおかしくなりそうだ。全身が快楽に溺れて、目の前が真っ白になってしまう。

　入り口を擦られてから最奥まで挿入されると、途端に絶頂感がきて、腰がびくびくと跳ねた。

「やぁっ、い、や……もぅっ……い、くからっ……！」

「俺も、保もたないよ」

　陰いん囊のうに手を回され、軽く揉まれながら突かれるのが、腰が抜けそうなくらいにいい。

「あぁ、んっ……それっ、いきそっ……あぁ、だめっ、いく……！」

　我慢できず、精をシーツに叩きつけるのと同時に、大宮も梗の奥に熱いものを迸ほとばしらせた。

　大宮の想いを身体の中に植えられている。

　大宮の熱に全身を占領されてしまえばいい。気持ちで繫がる喜びに加えて、身体の内側から大宮のものにされていると、はっきり知らされることに感動する。

　ふたりしてはぁはぁと喘ぎ、背後の大宮からベッドに押し潰された。

　その重みすら嬉しくて、離れたくなくて、大宮の手をぎゅっと摑む。大宮も握り返してくれる。逸楽の余韻にゆらゆらと漂って、繫いだ指の股を擽られるだけで、後孔がうずっと蠢いてしまった。

「……俺……ほんとに淫乱なのかも、です」

「何そのおもしろい自覚。あぁ……エッチ大好きイチゴちゃんの設定だったから？」

「だってなんか、ほんとに……大宮さんとずっと、繫がって、お、大宮さん、あっ、やっ、……」

　大宮がゆらゆらと腰を揺するので、中で放った大宮の白濁が水音を響かせていやらしい。達して間もないのに、大宮のものはもう充分硬く、梗の中でその存在を主張している。

「俺だって……抜いてやんないんだからな」

「うっ、あっ……」

「ハネちゃん、も一回、前向いてしよ」

　体位を変えるために、さすがに全部抜かれると思っていたら、それですら繫がったままだ。

　向き合ったら、抜けかけたものを奥まで戻される。

　大宮に組み敷かれて見つめ合うと、また後孔がきゅうんと締まった。

　かたちだけでも口では噓をつくことができたのに、おかしなくらいに身体はちっともコントロールできない。大宮が欲しいのだと全身で訴えてしまう。でもそれをもう我慢しなくていい。好きを「好き」と、「欲しい」と言っていいのだ。

　大宮の首に腕を回して、腰に脚を巻き付け、隙間なく抱きついてキスをする。これ以上ない密着に、心底から安堵の心地に浸った。

　好きな人とのセックス──気持ちよさと同時に生まれるのは、想い想われていることを確認して得る安心感かもしれない。

「ハネちゃん、好き。かわいい」

「……俺も、好きです。……凄く、好き」

　しばしのインターバルにうっとりと口づけを交わして、大宮が下肢をうずうずと動かすたびに中の襞を引っ搔かれる。喉の奥で呻き、唇をほどけば小さな声が上がった。

「何しても……気持ちいいな」

「……うん……」

「ハネちゃん、さっき、約束したろ？」

　気持ちいいときだけは、俺の名前呼んでよ──。

　髪を撫でて、額を隠す前髪を捲られる。薄い桃色の痣にキスされて、優しげな目で見つめられた。

　左脚を深く折りたたまれ、目が合ったまま、ぐっと、腰を浮かすほど最奥まで押し挿れられる。激しい突き上げではないのに、つま先まで快感が駆け抜けた。

「……お、……崇央っ……」

「うん、俺も……気持ちいいよ。……もっと、いっぱい動いていい？」

　目を合わせてひとつ頷くと、緩やかで力強い律動が始まった。

　入り口から奥まで、とめどなく突き挿れられる。空気と一緒に硬茎を押し込まれて、ぐぷっ、ぐぷっ、と中で気泡が弾ける音がする。

「いやだ、や、だっ……」

　奥ばかりでなく入り口も捏ね回されて、肌は粟あわ立だちっぱなしだ。

　大宮の思う存分、好きにされたあと、また少し動きが変わった。

　ずんと深く埋められたものを、ひどくゆっくりと、舐めるように後退させられる。

　少しずつ失われていく充足感はやがて飢餓感に取って代わって、梗はひくひくと喉を引き攣らせた。つま先がツキンとするほどこわばり、脹脛ふくらはぎはぶるぶると震える。

　柔やわ襞ひだは大宮のペニスを追いかけて名残惜しく絡みつこうとした。

「んっ……んんっ、んやぁっ……」

　懇願も虚しく全部を抜き取られて、梗は半泣きになりながら下腹を震わせた。後孔がうねり、早く埋めて、早く充たしてと喘いでいる。

「抜かないって……言った」

「こういうのは、例外」

　焦らされて切ない。なのに、大宮の悪そうな表情にますます昂ぶる。

　ぐずって呻くと、ぴんと立った乳首を舌で押し潰して舐め、吸われた。歯列で擽ったり、啜られたり、でも本当に欲しいのは別のものなのに。乳首を攻められると、ますます後孔が疼いて堪らなくなってくる。

「う……、も、いやだ……いや、……」

「ごめん、いじめすぎた」

　そう言いつつも大宮は楽しげだ。梗が湿った目つきで睨ねめたところで、どこ吹く風。いつも優しいのにエッチのときだけ狙ったようにいじわるなんて、どれだけ夢中にさせるつもりなんだろうか。

　おいで、と優しく抱き起こされて向かい合い、大宮の膝にのせられる。

　早く、と焦る自分を宥め、大宮の肩に手をついて、屹きつ立りつしているものに自分の位置を合わせて腰を落とした。

　隘路にぬるりと挿入される感覚に膝を震わせ、大宮を吞み込んでいく。さっきより大宮が硬くなっている気がして、何度も下を覗いた。

　ぎゅっと抱きしめられて、やっと隅々まで充たされ、自重で逃げ切れない状態のところに下から甘ったるく突き上げられる。

「……ああっ……」

　焦らされた直後に、はちみつの中で溺れるくらいの快楽をくれる。それとも、限界まで焦らされたから、そう感じるのだろうか。

　無意識に局部を締め付けてしまい、大宮が小さく呻いた。

「ハネちゃんっ……中が、痙けい攣れんしてる」

「うぁ、んっ、ん……お、みやさ……んっ」

「名前呼び、忘れたらしてあげない」

「ひ、う……たか、崇央っ」

　緩やかな抽挿がやがて加速して激しくなり、視点が定まらないほど揺さ振られた。声も出ないくらいの強い刺激に、瞼の裏が閃せん光こうする。

「あぁっ、だめ……また、イきそっ……」

　怒張したものできつく蹂じゆう躙りんされて、強烈な悦楽に内壁がびくびくと収縮した。そのまま昇り詰め、梗の絶頂に気付いた大宮が手でペニスを擦り立ててくれる。

「あああっ、イく……！　あぁっ……！」

　親指で鈴口を擽られながら噴出した白濁が、ふたりの下腹部をしとどに濡らした。

「あ……あっ、ん……、っ……」
















　突き込まれては射精して、鮮烈な絶頂感が続く。だらだらと鈴口から精液が溢れてとまらない。意識を手放す寸前の、これまでに経験したことのない逸楽だ。

　残ざん滓しまですっかり出しきって、ぐったりと大宮に寄りかかった。こんなイき方はしたことがない。気持ちよすぎて零れた涙と汗で、大宮の肩口が濡れている。

　もう、思いきり充たされたはずのところを、くんっ、と突かれると、絶頂に達したばかりの敏感な身体は性懲りもなく悦よろこんで鳥肌を立てた。

　大宮がくれる快楽に酔っ払って、首が据わらない。眠たい子供のように大宮の肩に縋すがって、後孔をいやらしく搔き回されている感覚だけを追う。

「あぁ、俺の、入ってんの、ちゃんと分かる？　ハネちゃんの中で、溶けちゃってる気ぃする」

「……ほんと……？」

　そんなにイイなんて、嬉しくなってしまう。

　再びベッドに背中をつけて、正面から大宮を抱きとめた。腰だけを煽るかたちで振りたくられ、大きく広げていた脚を大宮の下肢に絡める。

　もっと深く、強く、壊れるくらいに大宮の想いに押し潰されてしまいたい。

　下肢をぶつける強さで抉られ、真っ白の世界に吸い込まれる感覚がきて、身も世もなく喘ぎながら、「助けて」と縋った。

「ハネちゃん、またイきそ？」

「あああっ、んやっ、あぁっ、お、みやさっ……たか、崇央っ、だめっ、い……ちゃうっ、またっ、だめ、……イくからっ……！」

「イかせてんだよっ……」

　大宮の言葉に、律動に、ぞくぞくと背筋を震わせる。中を激しく搔き立てる大宮をこれ以上なくきゅうきゅうと締め付け、濃厚な愉悦に吞まれて音が遠とお退のく。

「……梗っ……」

　いちばん奥に嵌められて容赦なく揺さぶられると、ふわりと身体が宙に浮いた感覚があった。空イキしている最中にも攪かく拌はんされる。やがてがくがくがくと腰が震えて、白濁を腹の上に散らした。

　極まるときの蠕ぜん動どうに逆らえず大宮も奥壁に先端を押しつけ、滾りきった欲望をしぶかせる。その濁流に、梗はえも言われぬ快感を覚えて、大宮のすべてを受けとめ、つま先をぴくぴくと震わせた。

　大宮の重みが心地いい。全身に、自分の身体の、その奥に、大宮の想いをこれでもかと注がれることに感激し恍こう惚こつとする。

「好きだよ……梗……」

　さっきは聞き間違いかと思ったけれど、あだ名じゃなくて、下の名前を呼ばれるのが嬉しい。

「俺も……大好きです、大宮さん。幸せで死にそう……」

「途中からイきっぱなしだったもんな」

「……そういうことじゃなくて」

　大宮の返しに呆れつつ見上げると、大宮が柔らかく優しく微笑んだ。

「うんうん、知ってる。俺も、ハネちゃんは俺のだって分かって、すげぇ嬉しいよ。ふふっ。あぁもう、食べちゃいたいくらい愛しいな」

　首筋をがぶがぶがぶと甘嚙みされて、「痛い」と返しながら、大宮の背に手を回したら、ぐぐぐぅ、とおなかが鳴った。あまりにもはっきりと聞こえたので、大宮が目を丸くしている。何もこのタイミングで……と、梗は眉を寄せた。

「ハンドメイドの仕事がやっと一段落して……今日こそまともなごはん食べようと思ってたんです」

「そか。じゃあ俺がなんか作ってやる」

　大宮のペニスがずるると抜けていくのが切ない。もう充分に充たされたはずなのに。

　抜かれる感覚に頰を震わせていたら、なぜかその途中でとまった。

「……その顔、反則だ」

「……え？」

「抜いちゃやだ、って顔した」

「してません」

「ごはん食べたらまた復活するので、ちょっとお待ちください」

　繫がったまま抱きしめられ、大宮の言い方がおかしくて、腕の中で笑う。

　でも離れてくれなきゃ困るから「大宮さん」と訴えると、大宮は梗の首筋に顔をぐりぐり擦り付けてきた。

「うん、でも、ちっちゃくなるまでー」

「大宮さんっ」

「ごはん食べる前に、もうちょっとだけ、な」

　離れたくない、と大宮も思ってくれている。今はこの幸福感に、ふたりで耽たん溺できしていたい──嬉しくて、幸せで、梗は結局大宮の背にぎゅっと抱きついた。










　いちゃいちゃが長引いたせいで随分遅くなってしまった夕食のあと。大宮が、パソコンとスマホと家庭用のプロジェクター二台を使って天井や壁に投影したのは、半透明のクラゲがゆらゆらと揺れる映像だ。

　壁や部屋の障害物にクラゲがぶつかるたびに、半透明は七色に変化する。

　やがてエンゼルフィッシュやテトラが椅子の座面から飛び出し、キッシンググラミーがテーブルの下から現れて壁を回遊し始めた。部屋の中にある立体物に投影することで、海の景色をファンタスティックな世界に造り上げている。

　大宮の部屋全体がまるで、アクアリウムの中みたい。

「凄い……綺麗……」

　大宮が個人的な趣味で作成して遊んでいるという、小規模のプロジェクションマッピング。建造物などに投影するのではなく、家庭でも楽しめる、こぢんまりとしたものだ。

　それまで投影されていたアクアリウムの映像が、ゆっくりと星空に変化した。

　ベッドに寝転んで見上げれば広大な宇宙に自分が漂っているようだ。

「理論上は十二等星まで投影できるんだ。今投影してるのは八等星まで」

「家庭用のプロジェクターで、高性能のプラネタリウムと同じ十二等星が投影できるんですね」

「座標、惑星や星雲を指定したり、スマホと連動してＧＰＳで現在地の空に浮かぶ星座を見ることもできるよ」

「こんなの個人で楽しむなんてもったいない」

「これはデモンストレーションで、まだ完成してないけど、いつか企画書出して実現できたらいいなとは思ってる。大規模なのばっかりじゃなくて、もっと小規模だったり、個人が室内で楽しめたらいいなぁって」

　流れ星が落ちた先はテーブルの上。ころころと転がって、椅子の座面に落ち、しゅわわわと溶けて消えた。ささやかな遊び心が覗く演出に思わず笑みが零れる。

　しばらくすると、見上げた満天の星の隙間から、小雪がちらちらと舞い落ちてきた。

　大宮の部屋に、決死の大芝居で押しかけた日を思い出す。

　世界が終わった夜は、同時に、ふたりにとって始まりの瞬間でもあった。

「新しい何かが始まるためなら、世界が終わるのも悪くないな。『世界が滅亡する』っていうのにみんなお祭り騒ぎの意味が、やっと分かった気がする」

「何かが始まるための、終わり……」

　きのうまでの、居心地のいい小さな箱の中で懸命だった自分の皮を一枚脱いで、そろそろ新しい世界に飛び出そうか──。

「俺さ……飲んだ席とかじゃなくて、篠崎課長に部署替えのこと、一度ちゃんと話そうって思ってるんだ」

「え……ほんとですか」

　以前、大宮は、部署替えを希望するのは難しいと零していた。当然だ。一介の社員が、一定の評価をくれている上司にそれを懇願するのは、へたをすると離反と取られかねない。

　大宮は営業の仕事がイヤになったわけじゃないのだ。でも入社当初からの希望である、現場の仕事がやりたいという夢を捨てきれずにいた。

「篠崎課長は、ちゃんと話せば俺の気持ちは分かってくれる人だと思う。ハネちゃんが本気でがんばってんの見たら、俺も、自分のやりたい方向に動いてみるくらいのこと、してもいいんじゃないかって。今は結果が駄目でもいいんだよ。チャンスはあとから巡ってくるかもしれないもんな。『俺はほんとはこれがやりたいのに』ってぶつぶつ言って燻ってたら、がんばりやのハネちゃんに愛想尽かされる」

　大宮に対して、愛想が尽きることは絶対にありえないのだが。

　だけど梗は大宮の気持ちと決意に、黙ってこくりと頷いた。

「がんばってとか、特別な励ましの言葉なんかいらなかった。これからもきっと、ハネちゃんの存在が俺の背中を押してくれる。隣にいてくれるだけで、がんばろうって前向きになれる。離れてる間に、たとえ隣にいなくても、勇気をくれる存在って凄く大切だよなって思ったんだ」

「俺は、自分に自信を持ちたいって思いました。仕事も恋愛も、惰性とか他人の顔色ばかり窺って合わせることで切り抜けるんじゃなくて、自分の意思で動かなきゃいけないって。何か誇れるものひとつでいいから、自分の力で摑みたい」

　ウエディングのアクセサリーは今朝できあがったばかり。今の自分の全力でぶつかって作り上げたことには、胸を張れる。

「俺はハネちゃんをあったかくつつんで、励まして、ハネちゃんが『明日もがんばろう』って思える存在になりたい」

「俺はいつだって大宮さんの味方です。何があっても応援してますから」

　世界の終わりに、ふたりの始まりに、きらきらと星が降りそそぐ。

　見つめ合って唇を啄み、部屋を見上げればまるで星のシャワー。光の粒を浴びながら、互いを慈しみ、励まし合い、最後はしっかりと抱きしめた。








☆　７　☆









　十月の澄み渡る秋晴れの中を、色とりどりの風船が碧へき空くうに次々と舞い上がる。

　祝福の声と音楽と鐘の音が響く結婚式場の隅で、新郎新婦を見守っていた梗も顔をほころばせた。同じ場所にいるだけで、幸福を分けてもらっている気持ちになる。

　花嫁のために誂えたヘアアクセサリーは彼女にとても似合っていて、今日のこのサプライズに関われたことが幸せだと思った。

　ヘアアクセサリーを作った者として、やはり本番が気になり、梗は結婚式場へ足を運んだのだ。

　式の当日、友人らからのサプライズのプレゼントだと知らされ、花嫁は驚きと喜びで本番直前に少し泣いてしまったけれど、見ているこちらまで心温まる場面だった。

　たった今まで、ずっと迷っていたことがある。

　今回のヘアアクセサリーを納品したあと、梗の作品を見た有名デザイナーから、次のシーズンのウエディングコレクションに使うヘアアクセサリーを、すべて任せたいと声をかけられたのだ。

　この結婚式場の衣装部に訪れたデザイナーが、梗が作ったヘアアクセサリーをたまたま目にして、そのままセレクトショップに足を運んだとのことで、いきなり呼び出されてからは怒ど涛とうの展開だった。

　しかし、本業を持っている梗が即、快諾できる話ではない。即答できない事情を説明した上で、デザイナーからは「前向きに考えてみてほしい」と熱心に誘われ、返事を待ってもらっている。

　こんなチャンスは二度とないかもしれない。しかしとてもじゃないが、会社員との二足のわらじで受けられる仕事量じゃないのだ。今あるものをひとつも手放すことなく、不眠不休でやり遂げようものなら、会社の仕事でミスをしたり、最悪の場合は身体を壊しかねない。

　そもそも会社側から副業は禁止されている。

　これを機に会社を退職したとして、アクセサリー作家として独立することなど自分にできるのだろうか。もしも失敗したら……この先仕事が取れなかったら……と、ついうしろ向きなことばかり考えてしまう。

　もっと若ければ、今からリスタートすればいいさと、さくっと切り替える気持ちになったかもしれないが、これまでの安定した収入を捨てて、転職するリスクが頭をよぎる。

　大宮は「梗がどんな決断をしても、俺はいちばん近くで応援してる」と言ってくれた。そういう大宮も、同じところにとどまって燻ってはいられないと、自身の部署替えについて上申し、ステップアップしようとしている。

　ざぁと樹葉が揺れる音とともに、背後から風が吹いた。

「……馬車を、星につなげ」

　頭の中に響いた文言を、小さく復唱する。

　汝なんじの馬車を星につなげ──迷っている梗の気持ちを察したのか、数日前にデザイナーから食事に誘われて、そのとき託された言葉だ。

　そこには、『ただ暮らしていくためだけの仕事に沈み果てるな。きみの荷台にあるきみの夢を、希望を、理想を、星のように高く掲げよ』との意味が込められている。

　アメリカの思想家の言葉を引用した後押しに、梗は弱気になっていた心を大きく動かされた。

　そして今日、花嫁の嬉し涙と弾ける笑顔を見たら、翳りと迷いが完全に消え、ふっと胸の奥が晴れた。

　もしかすると、後悔するかもしれない。でもここから動かないでいても、きっと後悔する。同じ後悔なら、やれるだけやってからにすればいいんじゃないか。

　人生は一度きりで、今日過ごした時間を明日またやり直すことはできないなら、せめて自分のがんばりだけは誇れるように生きたい。

　式場の隅に立つ梗に篠崎課長が親指を立てて労いのサインをくれたので、頭を下げて応えた。

　華やかな結婚式場をあとにして、梗は心軽やかに大宮の部屋へ向かった。










「……じゃあ、正式に異動が決まったんですか？」

「おかげさまで円満なかたちで、年明けの一月一日付け、制作部に異動の予定」

　大宮の部屋に上がると、希望していた異動の話がついに動いたと報告を受けた。

　大宮が篠崎課長に部署替えの話をしたのがゴールデンウィーク後。水面下でいろいろと折衝があり、内示が出たのが先日、十月に入ってからとのことだ。

「ほんとにっ？　凄いじゃないですか！」

「うん、でも、篠崎課長からは『ほとぼりが冷めたら、企画営業部営業一課に連れ戻すからな』って言われた」

「……篠崎課長なら本気で連れ戻しそう」

　クールな見た目に反して人当たりはいいけれど、目の奥が決して笑っていないタイプ──相変わらず、梗からすると篠崎課長は秘密の紫色のベールを纏まとっているみたいでちょっぴり苦手だ。

「うん、でももし篠崎課長が本気なら、それもいいかなって気もする。課長の言うとおり、現場を経験して現場を支える営業職になれたら最強、っていうのも頷けるし」

「……よかったですね。志望先へ円満に異動できるなんて」

「今までのことも含めて、篠崎課長のおかげだし、頭上がんない」

　もともとやりたかったエンジニア系の部署へ異動が決まり、そう言いつつも、大宮は嬉しそうだ。

「梗は？　あの件、どうするんだ？」

「……迷ってたけど、今日、結婚式を見てきたら、なんか吹っ切れました。俺も、チャレンジしてみようと思います。だから、やっぱり会社を辞めます。どっちも、中途半端なことはできないし」

「……そっか……」

　梗の言葉に、大宮が神妙な面持ちで、うんとひとつ頷いた。

「今の会社で働きながら、コレクションの作品を、質を落とさず作るのってどう考えても無理です。無茶をして身体を壊したくもないし。会社でミスして迷惑をかければ、結果的に、会社の仕事とアクセサリー作りの両方を失ってしまうかもしれない。大切なものをなくさないためにも、自分で起業して、やれるとこまでやってみようかなって」

「思いきりいいなぁ……」

「まさか。思いきり、よくないですよ。不安だし、軌道に乗るまでは短時間でもバイトしないと食べていけない。いい会社だから、本当の本当は惜しい気持ちでいっぱいなんです。でももう、闘う覚悟はできました。俺も大宮さんみたいに自分で決断して動いて、全力で勝負して、好きな仕事をやりきりたい」

　梗の強いまなざしに最初は驚いていた大宮が、やがてにこりと微笑んだ。

「梗なら、そう決断するだろうなって思ってた。がんばれ」

　よしよし、と大宮に頭を撫でられて、「がんばります」と控えめなピースサインを出す。すると大宮が「はい、ひとつ提案」と右手を上げた。

「これからいろいろと大変になることも考慮して、一緒に住まない？」

「えっ？」

「金銭面でいうと、貯金を崩すとか、バイト始めるとか、梗なりにいろいろ考えてんだろうけど。それに、ひとりにしとくと、俺が心配なんだよ。ごはんも食べずに時間忘れてアクセサリー作りに没頭したりするの、だめー。だから、ふたりで部屋を探そう。家賃半分ずつ出し合えば経済的、食生活面でいっても健康的です。あと、なんといってもいちばんは、ずっと一緒にいられる」

　大宮からの提案に、ほわ、と呆ほうけてしまう。

　転職の思わぬ副産物は、大宮と一緒に暮らすという、この上ない幸福だ。幸せすぎて、思わぬ落とし穴はないかと、自分の周りをきょろきょろ見回してしまう。

「でも、アクセサリー作りに没頭すると、俺がほんとに喋らなくなるの、知ってるでしょ？　大宮さんが退屈で寝ちゃうほど放置したし……。大宮さんがいつか、『こいつと一緒にいてもつまんない』って愛想を尽かす日がきたら……俺、……あぁっ、駄目だ、怖すぎて想像すらしたくない！」

　頭を抱えて座り込む梗に、大宮は並んでしゃがみ、「あほか」と笑う。

「俺たち似たもの同士だって言ったじゃん。でも、ルールは決めようぜ。夜の十時以降は、一緒にいる日はかならずいちゃいちゃタイム。もし喧けん嘩かしてても、その時間になったら仲直りからの～いちゃいちゃタイム。どうだ。今のすべての提案にのるなら、この指とまれ！」

　大宮がびしっと立てた人さし指は、梗の顔の前に突き出されている。

　そう長く考えなくても、答えはすぐに出た。大宮の言ったことに異論はひとつもないし、一緒にいられるなら、これ以上に幸せなことはない。

「え……と、はい……よろしくお願いします」

　その指を握ってはにかむと、大宮が全部の指と指を絡めてきた。

　重ねた手のひらから、指から、温かい想いと優しさが溢れ出してきそうで、それが零れないように、捕まえた星を逃がさないように、ふたりでぎゅっと繫ぐ。これからも、そうやって生きていく。

　世界の終わりに夜空から舞い落ちたもの。あれはもしかしたら希望と幸運の星だったのかもしれない。幸せに蕩けそうな頭で考えたことだけど、あながち、はずれてもいないんじゃないだろうか。

　それから梗はおもむろに左のポケットを探った。今日、大宮に会ったら渡そうと考えて用意していたものを取り出す。

「初めて会ったときに作ったティッシュのバレリーナのおかげでご利益があった、って大宮さんが大事にしてくれてたけど、さすがにもうあれはぼろぼろだったから。代わりのお守りっていうか、大宮さんが新しい職場で、新しい仲間と、いい仕事がたくさんできますようにって願掛け。大宮さんなら必要ないかもしれないけど」

　数日かけて作った手帳用のブックマークを、大宮の手のひらにそっとのせる。筆記体で綴つづったメッセージ『Hitch your wagon to a star』を、イエローゴールドの薄いプレート状にしたものだ。文字の上や外周に星がちりばめられたデザインで、金色のしっとりとした艶めきを放っている。

「これ梗が、俺に作ってくれたの？」

「仕事用の手帳に挿めても邪魔にならないように作ったから」

「うわ、嬉しいなぁ。……ん、これ、どんな意味？」

　自分が勇気づけられた言葉だから、愛する人にもおしえてあげたい。

　喜び、幸せ、夢、希望、ときには痛みを、これからもふたりで共有していく。

　汝の馬車を星につなげよ。覚悟を決めたなら、ためらわず動け。

　五年後、十年後、彼と自分の荷台には、どんな夢や希望がのっているんだろうか。

　今とさほど変わっていないかもしれないし、もしかしてぜんぜん違うのかも？

　どんなかたちだろうと、それを、いちばん近くで見守りたい。
















　この先ふたりを勇気づけてくれるはずの言葉を伝えるために、梗はにこやかな笑みを浮かべて、大切な恋人に寄り添った。
















　今日、世界が終わるらしい。

　ハルマゲドン、ノストラダムス……昔からある世界終末論。今日もそういう『ナントカによる人類滅亡の日』と予言される日だ。終末の日が近付くたびに世界中がこれを話題にするけれど、地球と人類が滅亡したことなど一度もない。

　でももし本当に世界が滅びるなら。

　ワンルームにひとりぼっちで、世界が終わるその瞬間を一緒に過ごしたい人がいないというのは、とても淋さびしいことだ。

「ある意味、俺の世界は今日、終わったわけだよ」

　大おお宮みや崇たか央おは自分の失恋をそんなふうに自嘲した。

　今日、親友が結婚したのだ。

　親友の結婚を、崇央は友だちとして盛大に祝福した。挙式にも参列し、皮肉にも新郎たっての希望で余興のリーダーを任され、二次会も盛り上げた。「崇央はこれからも俺の大事な友だちだ！」なんて崇央の想いに気付いていない新郎に肩を組まれ、最後は歌まで唄うたってやった。唄ったあとは逆に、清すが々すがしささえ感じたくらいだ。傷が深くなる前に想いを絶たれたことを良しとすべきかもしれない──そう思った。

　しかし、世界が終わる日に失恋とは、イヤミなくらいにお誂あつらえ向きだ。

　スーツのままベッドに寝転んで、見るともなく眺めていたテレビで『あと一分で世界が滅亡します』とカウントダウンが始まった。数字が一秒ずつ減っていく。そんな大げさな背景の手前でキャスターは『世界の終末を見届けようと集まる人たちの様子を、海外から中継します』とにこやかに告げる。お祭り騒ぎの画面からは、世界滅亡の緊張感はまったく伝わってこない。

「ただのパーティーだろ、これ……」

　そうぼやいたとき、来客を知らせるチャイムが鳴った。

　崇央はごそりと起き上がり、じっと玄関ドアのほうを窺うかがった。チャイムが再び響く。こんな真夜中に面倒くさいなと思いながら、崇央は「はい」と低い声を出した。玄関ドアの手前まで来ても、とくに外からの返事はない。

　応対すればすむだろうと鍵を開けた途端ドアが開き、その勢いに崇央は「うわっ」とコケつつ目を丸くした。すると、崇央が何か反応するより早く、男が強引にドアの内側に入ってくる。ガチャンとドアが閉まると、啞あ然ぜんとする崇央に向かって男はにこりと微笑ほほえんだ。

「ラブコールありがとうございます。『フルーツボーイズ』のイチゴです。今夜、僕はキミだけの恋人。とろとろの恋に一緒にダイブしちゃおうよ♥」

　部屋のテレビから『０時になりました！　世界は消滅しません！』とファンファーレが鳴り響いている。目の前にはミリタリーコートを着た見知らぬ若い男、彼の両手でつくったハートマークとウィンクがパチンと飛んできて、崇央は目を瞬かせた。

「…………は？」

　崇央の反応に、彼のつくり笑顔がゆっくりと固まっていく。

「『フルーツボーイズ』のイチゴです。……ラブコール、してくれましたよね」

「え？　え、……ラブコール？　……何もしてないですけど」

「コールボーイの『フルーツボーイズ』、ですよ？」

「いや、だからしてないって」

　今度はコールボーイが目をぱちぱちとさせる。そして両手のハートマークをさっと下ろし、唇を真横に結んだ。

　ふたりの間になんとも言えない気まずい空気が流れる。

　崇央にとって、この珍事には驚きの要素がいくつか重なっていた。

　まず、この摑つかみのご挨拶（ハート＆ウィンク込み）は、さっきまでいた三次会のバーで、スマホで見た動画とまったく同じだ。ただし、男性客相手のコールボーイを斡あつ旋せんする『フルーツボーイズ』、メロンのプロフィール動画だった。

　動画を一緒に見ていた友だち三人に「このメロンにコールしてゲイ体験してみろ」と崇央は唆された。失恋の相手が誰であるかは伏せたものの、崇央が酔った勢いで「俺はゲイかもしれない。ゲイなんだろうか」と友人らに相談したからだ。

　親友から結婚することを告げられ、そこで初めて恋心に気付いたばかり。だから崇央は自分でも、『俺は本当にゲイになってしまったのか？』と疑問だったのだ。

　現在二十九歳、人生は長い。将来、自分の隣にいるのがどんな人なのか、男性か女性かすら分からず、不安なまま生きていくのは心こころ許もとない。

　正直、コールしてみようかと考えた。バー近くの歓楽街で友人が貰もらったというコールボーイ・メロンの名刺を、穴が開くほど凝視した。三次会のバーを出て友人らと別れ、雪がちらつきはじめた夜道をひとりで歩きながら、何度もその名刺を眺めた。

　つまり崇央は、「このコールボーイを呼んで、自分がゲイなのか確かめてみるべきか……」とつい数十分前まで迷っていたのである。

　もしかすると、動画を見た友人らが、「コールボーイに興味津々なのに、いまいち勇気が出ない崇央のために」と、無断でコールボーイを仕向けたのかもしれない。

　沈黙を破り、イチゴは「でも」と眉間を狭めた。

「ここで間違ってないはずなんだけどな。『メゾン・ド・レトワール２０５号室』ですよね」

「……そう言われても俺は、コールボーイとか呼んでないから」

　イチゴは「ちょっと待って」とどこかに電話をかけ始めた。おそらく『フルーツボーイズ』の事務所だろう。コールだのお客さんだのと電話の相手と口論している。玄関口で揉もめるイチゴを前に、崇央は内心、深夜なのにとハラハラした。夜は声がよく通るものだ。

　通話を終え、イチゴは「はぁ……」とあからさまにテンションを下げた。

「コールは間違いなく受けたって、事務所も退かないんですけど」

「そう言われても……俺は呼んでないわけだし」

「え……久しぶりの仕事なのに、困るなぁ……困る……」

　困っているのは俺だと言いたい──困惑を隠すことなく押し黙った崇央を見てコールボーイもいよいよ退散するかと思いきや、上あがり框かまちに置きっぱなしだった引き出物の袋を指して「今日、結婚式だったんですか？」と問いかけてきた。

「え、あぁ、うん」

「友だちの？」

「うん」

「なのに浮かない顔」

　浮かない顔なのは、この状況のせいだ。

　コールボーイは自分に原因があるとはまったく思い及ばないのか、むしろ眸ひとみを輝かせて、「分かった！　好きな人が結婚しちゃったんだ」と人さし指を立てた。

「…………」

「あれっ……当たっちゃいました？」

　いよいよ、友人らによる差し金説が有力との様相を呈してきた。

　たとえそうでも、そうでなくてもいい。今会ったばかりの知らない男、もう会うこともない人だ。秘密にする必要はない。

「まぁ、そんなとこ」

「元カノ、とか？」

　失恋の詳細は吹き込まれなかったのだろうか。

　差し金説の真偽はともかく、他人の不幸を会話の糸口に使ったコールボーイは、やり手のセールスマンのようにこうして営業トークを続けることに成功している。

「女の子じゃなくて新郎のほう。親友だったんだ」

「……男」

「そう、そっち」

「……ゲイ、なんですか？」

　カモ発見とばかりにイチゴの目がキランと光り、その漆黒の眸に力がこもった。

「手違いとはいえ、奇跡的な偶然ですよね」

「……はぁ……」

「これも何かのご縁。俺が慰めてあげます。……どうですか？」

「……どう、と言われても。ゲイかもしれないって気付いたの、最近なんだ。自分がゲイかどうかも分かんない状態で、ただでさえ風俗の経験もないし、こういうの慣れてないから」

「慣れてないのが普通です」

　やんわりと断る方向で話し出した崇央に、イチゴは退いてなるものかと歩み寄る。

　瞬まばたきもせず、じっと見つめられて、崇央はあらためてイチゴをまじまじと観察した。

　年は自分より下に見える。髪質に少し癖があるものの、虹こう彩さいにかかるくらいの斜めに流した前髪がノーブルな雰囲気をつくり、深い黒炭色の眸は湖面のように潤んでいて吸いこまれそうだ。それがぱちんとひとつ瞬きして、不覚にもドキッとする。

　毛穴を感じさせない肌質は清潔に映り、さっき近付いた瞬間に崇央好みのいい匂いがした。甘ったるいものやスパイシーな香りは苦手だが、爽やかさとほのかな甘さがミックスされたシャンプーの残り香みたいなものに弱い。思わずくんくんしたくなる。

　こんなイケメンのコールボーイが来たら、客は「当たりだ！」と喜ぶに違いない。

「怖いですか？　でも、男も女も、気持ちいいことするときは一緒だから。ゲイかゲイじゃないかは、この際関係なくないですか？」

　ゲイかゲイじゃないかは大きな問題だと思うのだが。

　ゲイ相手に勃たたなかったら……という懸念が、イチゴにはないらしい。余程の手練手管で、性嗜し好こうがぶっ飛ぶ世界に連れて行く自信があるのだろう。

「本当は三万からなんですが……三時間で二万に割り引きます」

　具体的な金額の提示につい苦笑した。高いか安いかも分からないけど、まぁ、そんなものなんだろう。

　でも崇央は「悪いけど。ごめんね」と首を横に振った。もっとごねられるかと構えていたが、意外にもイチゴの答えは「……ですよね」とあっさりしたものだった。

「気が向いたら、いつでもコールしてください。待ってます」

　はい、と渡されたのは、今部屋にあるコールボーイ・メロンと同じデザインの名刺。源氏名は『イチゴ』とプリントされている。裏にプロフィール動画のＱＲコード付きだ。ただし、コールナンバーが急きゆう遽きよ変わったのか、印字された番号を二重線で消して、十一桁の携帯番号がペンで上書きされている。

「じゃあ」

　バイバイ、と手を振って、ようやく珍客は去った。崇央もほっと肩の力を抜く。

　受け取ったピンク色の名刺を手に部屋に戻り、元いたベッドに腰掛けた。

　動画で知った『フルーツボーイズ』のメロンのほうは狐きつね目の瘦せ形で、身体からだをくねらせる姿が目に焼き付いている。正直言って、それを見ても性的な衝動は起きなかったし、結局、踏み切る勇気は湧かなかった。

　それに比べてイチゴは何か言いたげな眸が印象的で、形がいい艶のある唇がセクシャルな魅力を醸しだしつつも、すれた感じはしなかった。むしろ言動は全体的に普通の男っぽかった。裏表がない感じで引き際もさらっとしていたし、知り合い方が違っていれば、もしかすると友だちになれるタイプだったかもしれない。

　崇央はふらりと、手元の名刺から目を上げた。

　テレビでは『世界滅亡』の話題はとうに終わり、海外サッカーのニュースに移っている。

　やはり世界は滅びなかった。それどころか間違いで出会ったコールボーイと、終末の一線を共に過ごしたことになる。

　崇央は思わず笑った。もしも０時に地球が滅亡していても、自分はひとりじゃなかったのだ。

　いまだかつて、運命とか、巡り合わせとか、そういうものを信じたことはない。すべてはそれまでに自分が費やした時間、これまでの行動によって導き出された結果でしかないと思ってきた。なのに今、もしかするとこれは奇妙な運命めいたものではないかと訝いぶかっている。彼が言ったとおり、『奇跡的な偶然』じゃないのかと。

　そう考えるのは酔っているからだろうか。失恋の傷心を覚えながら、人生最高の幸福を目の当たりにし、一日を通して感情が不安定に振れたからか。

　ゲイ体験してみろ──友だちの声が頭をよぎる。きっかけというのは案外こんなもので、いつもどおりに過ごしていたら、新しい世界に繫つながる扉や大事な出会いのチャンスを見逃してしまうかも。

「……なんてな、つまんない言い訳こじつけて。ほんとは興味があるんだろ」

　自分がゲイ……つまりバイセクシュアルなのかを確認するために、こういう手段もアリかもしれない。知人に頼むわけにもいかないし、友人らが言ったように、その手の店にいきなりのり込むのは無謀だ。

　スマホを手に取り、ロック画面を解除して、どれくらいかディスプレイを眺める。『異論なし』とでもいうように頭の中は不思議なほどにシン、と静まっていた。

　動かなければ何も始まらない。「いけ」と決意して、名刺に記された番号をスマホのタッチパネルに入力する。そして呼び出し音を数えていると、五つ目で声が聞こえた。

「あ……さっきの、大宮といいます」

　完全に勢い。でも、それでいい。

　案外冷静な顔つきの自分が、窓ガラスに映っていた。







　前金で二万円を渡すと、イチゴは「タイマーのスタートボタン押しました」とスマホのディスプレイを崇央に向けて見せ、受け取った紙幣の上に置いた。

　崇央はこれまでも、お金を払って性行為に及ぼうと考えたことは一度もない。相手は恋人か、そうなるはずの人だった。

「緊張、してますか」

　ベッドの上を四つん這ばいで傍そばに寄ったイチゴが、躊躇ためらいがちに崇央の右手を取った。触れた指はぞくりとするほど冷たい。冷えた指先は、次に崇央の頰に触れた。イチゴはすっと目を細める。

「抱きしめてもいいですか」

　崇央はそこでようやく頷うなずいた。胡座あぐらをかいたままの崇央を、イチゴがそっと抱きしめる。初めての崇央を気遣い、身体の緊張を解くためなのだろう。

　イチゴのいい匂いを吸って、崇央はゆっくりとこわばりを緩めていく。冷たい指先と違って、その身体はじんわりと温かい。

　自分もそうすべきだろうと思って、イチゴの背に手を回した。感動を共有する、成功を讃たたえる以外の意味で、男を抱きしめる。女の子みたいな柔らかさはないし、細くても硬い肉と骨を手のひらに感じ、あぁ、男なんだなと、しみじみ納得した。

「いやなときは、いやと言ってください」

「うん……」

「キスは？　男の人と、キスの経験もないんですか？」

「……ゲームでふざけてやったのなら。そういうのも数に入れていいの？」

　イチゴはふわりと笑った。ばかにするのではなく、穏やかに受け入れるような微笑みだ。最初の印象はけっこう強引だったくせに、ベッドにのった途端、妖艶さとそれ以上に柔らかさが増した気がした。声のトーンを抑えた話し方のせいだろうか。

　やがて、羽根で擽くすぐるように軽く、イチゴが唇を重ねてきた。優しい感触にうっとりとした心地になったのに、それはすぐに離れた。イチゴはとろりとした目つきで、仔し細さいに崇央の様子を窺ってくる。

『いやじゃない？』と問われた気がして、今度は崇央から唇を近付けた。触れ合う手前でイチゴと視線を絡ませる。

　二度目は、どちらから重なったのか分からなかった。嫌悪感がないのは、自分がゲイだからだろうか。それともイチゴの印象が悪くなかったことや、からりとしたキャラクターが好みだから？　いい匂いで清潔そうだというのも、重要かもしれない。

　薄く唇を開くと、イチゴの下唇がそこに入り込み、舌が遠慮がちに上唇の内側をなぞった。瞼まぶたがぴくぴく、と震える。ごく自然な欲動で、イチゴの舌に自分の舌先を擦こすりつけた。途端にぞくっと背筋が緊張する。でも、その刺激がもっと欲しい。意識的に肩の力を緩めるのと同時に深く舌を絡ませる。

「ふ……んぅ……」

　イチゴが鼻から抜ける声を漏らし、両腕を崇央の首筋に巻き付けて縋すがってきた。

　舌下を擽りイチゴの甘い唾液を嚥えん下げすると、頭が白く濁っていく。

　相手は行きずりの、本当の名前も知らない男なのに、いつもなら考えそうな『道徳的なこと』は一切浮かばなかった。それどころか、自分の腕の中で時折、キスの快感のためかふるりと背中を揺らしている男に淡い征服欲を覚える。

　ベッドに押し倒して薄いカットソーの下に手のひらを滑らせると、なめらかな肌触りが心地よく、己の欲するままにそこらじゅうをまさぐった。

「ん……ん……、はぁっ……あ……」

　小さな乳首を摘つまむと、声色が変わった。息遣いすら抑え気味で、堪える声がどうしようもなく漏れてしまう──そんな喘あえぎ方に、下半身がじわりと熱くなった。

　彼の唾液を飲み、素肌をさすり、匂いを嗅ぐと、腹の底からぐっと何かが湧き上がってくる。男に欲情され、自分も同じように求めている。

「なんて……なんて呼べばいいですか？　あなたの、名前。それとも、大宮さん？」

「崇央」

「崇央……」

　俺のは呼ばなくていいですよ、とイチゴはくすりと笑った。そのかたちのいい口中にペニスを根元まで吞のまれて、ついに崇央も「あぁ……」と漏らした。温かくて柔らかな粘膜に包まれ、イチゴの髪を梳すくと、きゅうっと吸引される。

「うぁ……、はぁっ……、はぁ……」

　イチゴの頭を両手で摑み、ゆったりと腰を動かした。先端を上うわ顎あごに当てて擦りつけると、舌で押し上げ、強めに吸い込んでくれる。

「あ……はぁっ……いい、それ……気持ちいい……」

　彼の黒髪をよしよしと撫なでた。その唇が朝露に濡ぬれた苺いちごみたいに赤く染まって、血管の浮いた硬茎を懸命に舐なめ啜すすっている様がひどく扇情的だ。

　最初にあった『男とできるのか』という懸念など忘れている。

　これは制限時間が設けられた擬似的な恋人ごっこ。非日常に偶然が重なり、決して理性的とはいえないかもしれない。今崇央にあるのは、顔が整って綺き麗れいとか、自分に尽くしてくれるとか、そういうものとは別の次元で相手に惹ひかれる衝動だ。

　口淫するイチゴの頭に添えた崇央の右手を、イチゴの手がそっと覆った。どんな瞬間にも、イチゴは崇央をさりげなく気遣うそぶりを見せる。いやがっていないか目で確かめたり、手指でコンタクトしたり。その些さ細さいな行為に気付くたびに、崇央は胸の奥を揺らされた。

　だから自分も同じように手が届くかぎりの場所を撫でたい、かわいがりたい──肉付きの薄い身体は庇ひ護ご欲をそそり、崇央の中に突き動かされるような心しん緒しよがとめどなく芽生えてくる。

　髪を梳くだけじゃなく、心の赴くままに指先で乳首を弄まさぐったり背中をさすったり、初めてのごっこ遊びに没頭した。

　すると、イチゴはジェルを纏まとった右手を自分の背後に伸ばして、口淫しながら自らの後孔をほぐしはじめた。それがうまくいかないのか、もぞもぞと尻を揺すっている。ついには「んっ！」と声に苦痛が混じり、口がおろそかになったりした。挿入する指の角度が合わなかったらしい。

「手伝おうか？　……ていうか、何したらいいのか、いまいち分かんないんだけど」

「ごめんなさい、慣れてなくて……。こういう、口でしながら、うしろ弄いじるの下手で」

　同時に二つのことをするのは誰だって簡単ではないだろうけど。コールボーイが性技に不慣れ発言はどうなんだろうか。

「寝転んだら？　弄ってるとこ、見てみたい」

　どういうふうにするのか、興味が湧いた。単純に、男同士でどうすればいいのかという疑問と、自分も彼を気持ちよくさせるにはどうしたらいいか、ちゃんと知りたいと思ったのだ。

　崇央のペニスを握っていたイチゴの手をほどき、ベッドに押し倒す。

　イチゴはベッドヘッドと枕を背もたれにして右手を忍ばせ、後孔にジェルを注入し、自慰を始めた。崇央は広げた脚の間に割り込んで、そこを覗のぞく。じっと観察していると、反り返ったペニスの鈴口から透明な蜜がぷくりと盛り上がった。中のジェルが指と蕾つぼみの縁の隙間から漏れ出し、はちみつの甘い香りが漂う。

「はちみつ味？」

「あ……うん」

　答えた瞬間に、今にも零こぼれ落ちそうな鈴口の蜜を啜った。イチゴの腰が跳ねる。

「ちが……そっちのことじゃなくてっ……」

　慌てるイチゴに構わず、雁かり首くびや鈴口の割れ目にしつこく舌を這はわせた。

「ん、あぁっ……」

　イチゴの声が甘くなり、悦よろこんでいるのは明白だ。

「そんなこと、しなくていいっ……！」

「したいから」

　客だからとの気遣いかもしれないけれど、実際、崇央は欲して舐めた。今は、甘い声をもっと聴きたい。そして自分の下で、彼が身を捩よじらせる姿が見たい。

　裏筋を這い、陰いん囊のうを擽って、指を吞んでいる後孔の付近まで顔を寄せる。はちみつの匂いが強い。指が深く浅く出入りしているところに、崇央は思わず尖とがらせた舌先をそっと押し当てた。

「やっ、いや、……だめです」

「どうして」

　崇央の問いにイチゴはただ、いやと首を振る。口でそこを愛あい撫ぶされるのは好きじゃないのかもしれない。

「じゃあ、俺の指も、挿いれていい？」

「え？」

　すでにあるイチゴの指に重ねるようにして、崇央は隙間から中指を潜り込ませた。

「やあっ、やっ、あっ」

「これもヤなの？　噓うそだ、中がきゅうってなってる。俺にだって分かるよ。これ、気持ちいいんだろ？」

「ひ……んっ、んっ」

　イチゴの手を上から摑み、埋めた指をそのまま一緒にピストンさせる。くぷっくぷっとジェルが搔かき混ぜられる音が響いて、イチゴの声がそれにシンクロしはじめた。

「はぁっ、あっ、ん、んっ……んぅっ、あぁっ……」

「も一本、入りそう……」

　遠慮なくねじ込むと、イチゴは苦しそうに喘いだ。しかしそれもすぐに、愉悦が隠せない声に変調する。

「前立腺って、どこ？」

　男が性感を得るポイントだということは知っている。そこを弄られることに慣れると、失神してしまうくらいの強烈な快感を覚える者もいるということも。コールボーイが、そこを開発されていないはずがない。

「そんなこと……」

「いいよ。イッて。イくとこ、見たい」

　自慰をして射精するところを見せてと、プレイとして要求されたわけでもないのに、客の導きで先に絶頂に至らせられるのはコールボーイとして許されない失態なのかもしれない。

　しかし、客に求められたことに素直に応えるのも役目と納得したのか、イチゴは自分の指だけ引き抜き、残した崇央の二本に場所を教えた。

「あっ！　そ、こっ……や、優しく押してっ……、ああっ……ん、……」

　ひくひくと喉を引ひき攣つらせて、イチゴの薄い腹が波打ち、腹筋が細かく震えている。埋めた崇央の指にも、そこで感じているのが伝わった。中の二本で胡桃くるみを揉むと、内うち襞ひだが微細に振動し、吸い付くように卑肉が絡んでくる。自分のペニスがそこで、同じ強さで吞まれることを想像して、崇央は息遣いを荒くした。

　少し無理に指を引くと、銜くわえ込もうと後追いする。ついに引き抜いた瞬間、にゅちゅっ、と粘着音が響いた。

「も、やっ……た……崇央ので……」

「挿れていいの？」

　半泣きで頷く様が、かわいい。

　欲しがるところに硬く反ったペニスの先を挿し、そこに体重を掛ける。それだけで、すっかり準備が整った場所は崇央を温かく受け入れた。

「あ……、ん……」

　眠そうな顔でイチゴが小さく喘ぐ。快楽に浸るより安あん堵どしているとも取れる表情を見下ろすと、イチゴがゆっくりと瞼を上げて崇央と視線を絡めた。うっとりと、愛いとおしさを滲にじませた漆黒の眸に、何かを勘違いしそうになる。

「すごい……ぴったり……」

「ぴったり？」

「動いてないのに……崇央の、いっぱい当たって、気持ちいい……」

　寝起きにむずかって甘える子供みたいな口調で、卑ひ猥わいなことを言う。本人に作為的に煽あおるつもりがなかったのか、直後ふと崇央と目が合うと、かぁっと頰を高揚させた。その反応にどきんと胸が騒ぎ、下肢が熱く滾たぎる。

「いいとこに、嵌はまってる？」

　イチゴは躊躇いがちにまたひとつ、こくんと頷いた。わざとかわいく見せているわけでもなくて、これは本当に「困ってます」という顔だ。

　目線を逸そらしたままのイチゴを振り向かせたくて、軽く揺する。鼻声を零し、行為に集中しようと瞼を伏せたのを見届けて、崇央は濃厚なストロークでペニスを抜き挿しした。

「はぁっ、あー……あぁ……あぁっ、あ、んっ、う、んんっ！」

　引きのときの吸引がすごい。崇央も堪たまらず声を漏らしてしまう。強烈な快感に引き摺ずられ、気遣う気持ちがだんだん薄れて、結合部が泡立つほど搔き回してしまう。

「あ、あっ、だめっ、それクる……い……っちゃう」

「早いのがいい？　強いの？」

「これっ、あっ……好き……好きっ……」

　ベッドの軋きしみと、肉がぶつかる音が響き、イチゴの手が崇央の腕に縋る。ぎゅっと捕まえられ、崇央は身体を深く倒してイチゴに重なった。

　イチゴの両腕が首に、両脚が腰に巻き付いてくる。ふたりでひとつの塊になってしまったような錯覚の中、崇央は最奥に自身の先端を突きつけて射精した。

　同時に、崇央の下腹にびくん、びくんと揺れるペニスと、そこに濡れた感覚が広がる。快楽を共に求めた相手も極まっている──それをそんなところで知るなんて、新鮮な驚きだった。

　重なったところで感じる胸の鼓動が同じ早さに落ち着くと、初めてのエッチをしたときの、妙な照れくささが滲んだ。

「……しちゃった」

「……しちゃいました」

　ふふとイチゴもぎこちなく笑い、絶頂の余韻が続いているのか呼吸を震わせている。

「まだ、俺の硬いよ？　このまま、もうちょっとする？」

「え……」

　奥まで埋めたものをゆっくり後退させ、再び元の位置まで戻す。

「はあっ、やっ、た、崇央っ、も……いいからっ」

「俺は、したい」

　イチゴは唇を引き結び、濡れた眸を揺らす。

　脇の下から両腕を差し入れて起こし、膝の上にのせるかたちで抱きしめた。

　前髪が捲めくれて覗いたイチゴの額に、薄いピンク色の小さな痣あざがある。誰かに悪さをされたのかと一瞬心配したけど訊きけば違っていた。

「赤ちゃんのころからあって、消えないんです」

「ハート形、かな……なんかかわいい」

　ハートに見えなくもない痣が愛らしくて、崇央はそこにそっとキスをする。至近距離で見つめ合って、軽く唇を重ねるのが合図になった。

　膝の裏に手を入れて持ち上げ、結合部を眺めながら腰を前後にゆっくりと動かす。

「あっ……あっ……ん、んっ……あ……」

「気持ちいい？」

「あ……あっ……、いいっ、……いいっ……んぅっ……」

　世界が終わるはずだった夜。

　男と、初めてセックスした。

　男とできるのだろうかと案じていたことなど、思い出しもしなかった。







　何度も絶頂に達し、身体中の力が抜けたイチゴはしばらくベッドから動かなかった。傍に寄り添ってその黒髪を撫で、崇央はイチゴのなめらかな肌を時折舐めたり、肩の丸みに小さくキスをしたりした。まるで恋人にするように触れたのは、彼の奧深くに自分の精を注ぎ、彼をイかせて、征服欲を満たされたからだろうか。

　とにかく彼に優しくしたい。全身で崇央を受け止めてくれた事実があって、自分の後孔から溢あふれ出た精液を指で掬すくい、目が合って困り顔ではにかんだ彼がかわいいと思ったからだ。

　コールボーイというわりに健けな気げなそぶりで、懸命だったり、戸惑ったり、本気で逃げ腰だったりして。でもそれもイチゴの演出なのかもしれないけれど。

　やっと夢心地から醒さめたのか、イチゴの手にはティッシュで作ったバレリーナがくるくると回っている。両手を広げてアラベスクのポーズで立つ真っ白のプリマ・バレリーナ。

「器用だなぁ。ティッシュ一枚で作ったんだろ？」

「キノコとかクマも作れますよ」

「なんだよそのティッシュ芸」

　まったりとした空気に辺りが包まれ、にこやかな表情のイチゴを崇央は何も考えずそっと抱き込んだ。終わりの時間が近づいているのは感覚で分かっても、あとどれくらいなのか確認したくない。

「イチゴは……どうしてコールボーイなんてやってんの？」

　少しの沈黙のあと「……エッチが好きだから」と返ってきた。いやいややっているふうにも見えなかったけれど、そういう理由だとは思わなかった。

「昼間は働いてんの？　普段何してんの？」

「……バイト、とか」

「なんのバイト？」

　友達感覚でつい質問攻めにしてしまい、押し黙ったイチゴの様子にやっと気付いた。

「あ……ごめん。こういうのは訊いちゃいけないのか」

　風俗の経験もなくて、距離の取り方が分からなかったのだ。突然の質問攻撃に退いたかと憂慮すると、イチゴは「ううん」と首を横に振った。

「アクセサリー作って、お店に置いてもらってます。趣味の延長だけど」

「えっ、ジュエリーデザイナーってこと？　凄すごいじゃん」

「そんな大げさなのじゃなくて、好きで作ったやつをたまたま気に入ってくれたセレクトショップがあって。ぜんぜん凄くないから」

　性行為以外の一面を知り、イチゴの人物像が自分の中でわずかに肉付けされて、それがちょっと嬉うれしかった。曖昧な存在がリアルに色づくみたいだ。だからこそ、イチゴのことが心配になった。

「でもさ、こんな仕事してたら病気とか、変なやつに乱暴なことされたり、危険だろ」

　エッチが好きだからと言っていたが、こんな商売をしなくても、いくらでも真っ当な方法で相手を見つけられるんじゃないだろうか。

「……心配、してくれるんですか」

「だって、こういう仕事じゃなくて、本当に好きな人とだけエッチできたらいいよなって思うし」

　腕の中でイチゴが身じろぎ、肘をついて身体を起こした。崇央もそれにつられてベッドに座る。

　イチゴは黒い眸でじっと崇央を窺うように見つめて、こくりと喉を鳴らした。

「そんなに心配なら、恋人になってください」

「えっ？」

　思いも寄らない懇願に瞠どう目もくし、真っ白の頭で返す言葉を探してしまう。

「…………」

　イチゴは瞬きもせず、ただ崇央の答えを待っている。

　イチゴはコールボーイだ。これはコールボーイとしての演出なのか──崇央は訝しんだ。

　いっときの遊びと戯れているのではなく真しん摯しな問いかけに聞こえるのは、自分が少なからず彼に情を寄せているからか。

　おめでたいことを考えそうになり、冷静になれと自戒する。

　リピーターになることを狙って、他の客にも同様に甘えて、同じ台詞を囁ささやいている。これを信じるなんて愚か者だ──自分が客観的な位置にいる第三者なら、きっとそう戒める。

　でも……でも──……。

　疑心暗鬼でいっぱいになりつつ、纏まらない頭のまま崇央が口を開きかけたときだった。

　タイムアップのアラームが鳴り響いた。ピーピーと不快な高音に、一瞬崇央の眉間が狭くなる。

　するとイチゴはサイドチェストに置いていたスマホを取り、アラームを停止させると、ようやく、崇央に向かってにこりと笑った。

　夢の時間は、終わりです──とでも言うように。

「今日は……嬉しかったです、とても。じゃあ、また。コール待ってます」

　浮かべた笑顔の最後に胸苦しさが滲んで見えたのは、欲目だろうか。

　それから彼は脱ぎ捨てていたシャツに手を通し、テキパキと身支度を整えて、崇央の反応を待つことなく出て行った。

　何か声を出すと余計なことを言ってしまいそうで、崇央はついに、最後までイチゴに話しかけることができなかった。

　そんなに心配なら、恋人になって──……。

「………………」

　しんと静まり返った部屋が、途端にうすら寒く感じた。それまでまともに動かなかった頭がすっと冷やされ、クリアになる。

　優しいふりをして、彼を傷つけたのだ。コールボーイを気遣うような言葉をたやすく口にした自分を、崇央は傲慢だ最悪だと自嘲した。

「でも……俺は本当に……」

　軽い気持ちで口にしたわけじゃない。綺麗なものを誰かに傷つけられたり、壊されるのは堪たまらないと本心から思った。でもそれを自分が守れないなら、彼に言うべきじゃなかったのだ。

　くしゃくしゃに捩れたシーツの波間に、白いバレリーナが踊っている。そっと手のひらにのせ、崇央はそれを両手で包んだ。

　はっと顔を上げ、慌てて衣服を身に着けてコートを引っ摑む。追いかけて何をするつもりなのか。さっきのことを謝るのはもっと最低だし、彼の生き方についてお説教がしたいわけでもない。だけどなぜか彼のことが気になる。

　玄関で靴を履こうとしたとき、ひらり、と何かが舞った。

　上がり框から三た和た土きに落ちたのは一万円札、二枚。

「……え……？」

　それはイチゴに渡したもの。つまり、崇央が彼を金で買った、証あかし。

　靴を履くときに忘れたのだろうか──まさか、違う。

　彼がコートのポケットにスマホと一緒に紙幣をねじ込む姿を、視界の端に捉えていた。わざわざ出さなきゃ、こんなところに忘れたりしない。

　崇央は勢いよく玄関ドアを開けた。

　キンと冷えた空と夜の住宅街がつくり出すモノクロの世界で、星の隙間から落ちた小雪がちらちらと舞っている。

　手すりから階下を覗いた。アスファルトに薄い布を広げたように積もり始めた雪が、彼の足跡を消していく。

「イ……」

　恥ずかしくて大声では呼べない名前。崇央は吐き出した真っ白な息を自分の頰に受けながら、イチゴのとても冷たい指先を思い出していた。

　彼の本当の名前はなんだったんだろう？

　お金を置いていったのはなぜ？

　訊きたいことはたくさんある。話したいことも。次また会えたら、彼の身を案じた気持ちは本物だったと伝えたいし、もっといろんなことが知りたい。美しいバレリーナを縒よった指先が、どんなアクセサリーを作り上げるのかも。

「ティッシュのキノコとクマも、見たい」

　唯一の手がかりとなるはずのピンク色の名刺を、崇央は雪の夜空に掲げた。

　今度はコールボーイとしてではなく、彼に、電話してみよう。
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＋＋＋　雨の夜にも星　＋＋＋









　──二月二十六日　午前六時半。

　去年の春頃に流は行やった洋楽が、規則的なリズムのバイブレーションと共に、ベッドの中で鳴り始めた。楽しげに跳ねるバイオリンの音色が印象的な、若い女性ボーカルの楽曲。

　一年前はテレビでも街中でもよく耳にしたけど、今はほとんど聞かない。今もその曲を目覚ましのアラーム音にしているのは、新しい曲が流行っても変えたくないほどに気に入っているわけではなくて、惰性で変更していないだけだ。

　俯うつぶせの梗こうは、潜り込んだ上掛けの中でもそもそと右手を動かして、スマホのありかを探った。

　音量が徐々に上がっていく。音楽がサビにさしかかったとき、梗の左側から、真冬には不似合いなサンバのリズムが割り込んできた。寝起きの頭に超音波みたいに響くホイッスル、ジングル、バスドラムが、ポップなバイオリンとボーカルを搔かき消す。

　顰しかめっ面になりながら、梗はシーツから顔を上げて、ようやく自分の枕の下にあるスマホを摑つかんだ。

「うるっさ……」

　うるさいのは左からジャガジャガ騒がしいサンバだ。毎朝、梗が完全に目を覚ますのは自分のスマホのアラーム音ではなく、隣で眠る大おお宮みやのスマホのほう。梗のアラームを停止しても、陽気なサンバがソロで鳴り続けている。

「崇たか央お、ちょ……それ音量おかしいって」

「んあ……ハネちゃ……おはよ」

「おはよ、うっ」

　大宮の逞たくましい腕がぐるんと梗の身体からだに巻き付いて、「んんん」と胸元に頭が潜り込んでくる。

「アラーム、うるさいってば。とめて、……ちょっと」

　ぎゅうぎゅう抱きしめてくるばかりで、大宮自らとめようとする気配がない。

　大宮のスマホに梗が仕方なく手を伸ばし、画面上の停止ボタンをタッチする。やっと騒々しい音楽がとまった。

「とめる気ないんだったら、こんな大音量にしてる意味ないし。毎朝、俺がとめるっておかしくない？　今までどうやって起きてたんだよ」

「んー……だって、今はハネちゃんがいるから」

　つまり、甘えてるってことですか。

「夏頃からウエディングの仕事で海外に行くことも増えるし。ひとりで起きられなくなるよ」

「そのときはちゃんと起きますー。何もー、まだ海外行ったことないくせに、さっそくハネちゃんはジェットセッターきどってるんだ」

「べつにきどってません！　それにハワイ、行くし、崇央と。もう海外未経験とか言わせないから」

　大宮は梗の胸元に顔を埋めたまま、肩を揺らして笑っている。

　これまで海外旅行の経験がなかったけれど、ついに旅行代理店でハワイ行きの手続きをしたのだ。

　大宮とふたりでハワイ。大宮は旅行代理店の窓口で「新婚旅行です」と言って店員を笑わせて、梗は大宮の隣で「あほだ」とツッコミながら、必死に笑顔を作ったのだった。

　会社を辞めることを決意したあと、去年のうちにパスポートも取得した。二週間後に出発を控え、スーツケースを買ったり、あれこれと旅行の準備をしている。

「楽しみだな、ハワイ」

「……うん」

「ハワイの海と空は、色調補正したんじゃねーのってくらい、パキッとした色で綺き麗れいなんだぁ。いっぱい泳ごうな。これでもかってくらいポテトと肉食って、買い物して、船ん中でフラ見る。フラダンス踊ってる男がめっちゃかっこいいけど、惚ほれんなよ」

「あはは」

「言っとくけど、俺、本当の本当はすっごいやきもち焼きなんだぞ。言わないだけで、内心ではハラハラしてんだからな」

「心配するようなこと、何もないって」

　年末、大宮がかつてお世話になっていた篠しの崎ざき課長と三人で食事をする機会があり、大宮はその際、いつもと違ってやけにそわそわしていたのだ。ハンドメイドの仕事柄、指にタコができて硬化した梗の手のひらを、篠崎課長が興味津々な様子で凝視して、触ったり握ったりしたものだから。

　篠崎課長に他意はないはずなのに、「わざとだ、あれ絶対わざとだ。俺と目が合ったとき、ニヤッとしたんだあのタヌキおやじ！」と大宮のほうは奥歯を鳴らしていた。

　大宮は篠崎課長を仕事上で尊敬して慕っているため、引き攣つり笑いで耐えていた、とのことだった。

　梗にとって大宮は、誰とも比べられないほどいい男で、いちばん明るく輝く綺き羅ら星ぼしだ。他の男はみんなじゃがいも、と言い切ったほど。だから、どんなに完璧な肉体美を見せつけられて、どんな素敵なフラを目の前で踊られようと、大宮以外に惚れるはずがない。

「もう起きなきゃ。俺は在宅で、誰にも怒られなくていいけど」

　梗の身体に貼り付いている大きな男を剝がそうと肩を押すと、さして抵抗もなく離れた。そうなったらなったで、ほんのちょっと寂しい。ふたりの間に入り込んだ冷たい空気のせいで、いっそう。

　大宮と目が合った。そして「梗、」と優しい声で呼ばれる。

　大宮が目尻を下げて、ふわりと笑った。

「愛してる」

　身体が離れても、その言葉で、心が繫つながっていられる。







　──二月二十六日　十六時。

　大宮とふたりで暮らし始めた部屋は２ＬＤＫの賃貸マンションで、ベランダが広くて明るい採光の角部屋だ。築十年で比較的綺麗だし、最寄りの『板いた橋ばし区く役やく所しよ前まえ』駅から五百メートル以内、スーパーやコンビニも近くて、気に入っている。

　副業としてハンドメイドでジュエリーやアクセサリーを作っていた頃とは比べものにならないくらい、専業になってこの仕事に費やせる時間が増えた。

　会社員を辞めて独り立ちし、生計を立てなければならないという気概に最初の頃は肩を緊張させていたけれど、大宮がいてくれるおかげもあり、今は思った以上に順調だ。

　心があったかいもので満たされている。何かで困っても、悩んでも、察して声をかけてくれる恋人の存在が、梗の心の支えになっているのは間違いない。

　経済的な面で言っても、会社員時代のサラリーにまだ届かないのだ。部屋の賃料と光熱費、食費を折半したら、あとはハンドメイドの仕入れや仕事関係の出費で、貯金と遊びに回せるお金はそう多くない。

　そんな懐事情を知る大宮は、「梗が有名になったら、なんかちょうだい」と笑って、どこかへ遊びに連れて行ってくれたりする。ときどき、おいしそうなくだものとか、ちょっと贅ぜい沢たくな肉とか、気持ちよさそうな枕とか買ってきて、「一緒に」と梗を誘ってくれる。

　優しい大宮に甘えるばかりじゃなくて、早く、アクセサリー作家としてひとりでも多くの人に認知されたい。

　直近のウエディングの仕事が成功して、どこからかまた声をかけてもらえるか。でもそれを待っているばかりじゃなく、自発的に営業もしなきゃならない。

　そんな、自分が何役もこなさなきゃ、とのプレッシャーを、柔らかくほぐしてくれるのもまた、大宮だ。

「営業はさ、ダメモトでいいんだよ。絶対この仕事取ってやるっていう意気込みも大事だけど、梗のは作品を評価してもらってナンボなんだから、努力の結果は仕事で見せればいいんだよ」

　かつての営業マン・大宮にそう言ってもらって、それまでがちがちに緊張していた肩の力が抜けた。「焦らなくていいから、ゆっくり急いで、がんばれ」という、おかしな表現の大宮の励ましには、ちょっと笑ってしまったけど。

　仕事部屋からリビングに移動し、梗はまだ少し寒そうな色の冬空を見上げて、ぐぐぐと背伸びした。

　ハワイはちょうど今頃は雨季で、朝晩は肌寒いらしい。それでも日中は泳げる暑さだというから楽しみだ──なんて、何を見てもハワイに思いを馳はせてしまうほど、梗は初海外・初ハワイに浮かれている。

　リビングは日中、しんとして、全体が寂しげな色に見える。人がひとりいないだけで空気が違う。寒々しいフローリングで足の指先を丸めながら、コーヒーを淹いれて自室に戻った。

　梗がハンドメイドの仕事をするための作業場としてひと部屋使って、あとひとつはふたりのベッドルームだ。自室を持たない大宮は「リビングもベッドルームも自分の部屋だって思って使うからいいよ」と言ってくれる。でも。

「仕事持って帰ってきたときとか、リビングのテーブルにノートパソコン置いてやってるもんなぁ……。せめて座り心地のいい椅子とか買ってあげたいな」

　大宮はそれも「リビングのテーブルのほうが広いし」と笑っているけれど、誰にも邪魔されず仕事や趣味に集中したくなることが、これから出てくるかもしれない。

「部屋数多いとこに移れるように、がんばらなきゃ！」

　大宮は、今日は残業で少し遅くなると言って会社に出かけた。

　ごはんが炊き上がったら、おにぎりを作っておいてあげよう。余ったら、朝ごはんにすればいい。







　──三月七日　午前七時。

「梗、最近ちょっと無理してない？　きのうも夜中起きて、朝まで仕事してたろ」

　朝食のテーブルで、大宮が梗のほうに醬しよう油ゆ瓶を押しやる。目玉焼きに醬油をさして、梗は向かいの大宮を窺うかがって頷うなずいた。

「納期が繰り上がったから、ちょっと詰まってて」

　ハワイ旅行の予定もあるし、少し早めに納品しなければと思っていたところ、セレクトショップからさらに二週間早く仕上げられないかと相談されたのだ。

　雑誌の撮影に使われるから、小さくてもブランド名が誌面に出る。少しくらい無理をしてもやりたい仕事だ。

　ここのところ大宮と一緒に一度ベッドに入り、深夜に起き出して朝まで製作するなんて無茶をやっている梗を、大宮は気付いていても黙って見守ってくれていた。

　ところが、一週間近くそんな生活をやめないものだから、もう口を出さないではいられなくなったのだろう。

「顔、真っ白だぞ」

「そう、かな」

　大宮に心配させている。

　同居を始めて二カ月ちょっと。前なら、大宮が気にかけてくれていることを嬉うれしいと思ったかもしれない。でも、今はそうじゃない。

　仕事に没頭すると無茶をする梗の健康面を心配して、同居を提案したのは大宮だ。

　一緒に住めば金銭面で余計な不安を抱えることもないから、安心して製作に打ち込めるという部分ももちろんあるが。

　それを、夜中にごそごそ起き出しているのでは、会社員だった頃のハードさと大差なくなる。不規則な生活で不健康を助長すれば、大宮の思いは無駄になりかねない。

「オーバーワークじゃねーの？」

「………………」

　自分の許容範囲や力量を超えて仕事を受けている──その自覚はあるけれど、先方の希望でイレギュラーが発生して、たまたま細かい仕事が重なってしまったのだ。それに、ハワイ旅行もあって、いろんな要素がスケジュールを圧迫している。

　しかしプロなら、どんなトラブルや変更があっても対応できるように、ゆとりを持ってスケジューリングするべきだ。

　大宮が言いたいこと、自分がどうすべきか、頭では分かる。でも、本格的に起業してまだ日が浅く、「今ががんばりどき」という気持ちが先に立って、仕事を詰め込んでしまうのだ。余裕のない毎日で、いつ力を抜いたらいいのかが分からない。

「独り立ちしたばっかで、不安なのは分かるけどさ」

「ハワイ旅行行きたいし」

「そんなのいつでも行けるだろ。ハワイは逃げないよ」

「えっ？　いやだ、絶対行く！」

　楽しみにしていた旅行をキャンセルされるのだけはいやだ。

「でも、そんなんだったら、ハワイのホテルで寝てなきゃならなくなるぞ」

「ならないっ」

　ガチャンと皿が音を立てるほど、勢い余ってテーブルの裏面を膝で打ち付けてしまった。大げさな音が出たものだから、大宮が驚いている。

「ご、ごめん、音立てて」

「いや……うん」

　慌てて謝っても、気まずい空気にぐるりと取り囲まれた。

　あとはただ、ふたりとももくもくと朝食を食べ、変な雰囲気のまま、大宮は支度をして「今日は夕飯はいらないから」と言い残して仕事に行った。

　いつもみたいにひとりになって、いつもと違って、ぽつん、とした気分になる。同居人とちょっとした口論をして、その人は今ここにいないのに、逆にそのことにばかり囚とらわれる。

　大宮もきっと、もやもやした気持ちで仕事をすることになるに違いない。

　大宮の指摘は間違っていないけれど、ハワイ旅行をキャンセルしそうなことを言っていたので、あれだけはどうしても納得できなかったのだ。

　梗が初めての海外旅行を、とても楽しみにしていることを、大宮だって知っているはずなのに──。

「駄目だ。仕事しなきゃ」

　一分でも時間を無駄にできない。







　──三月七日　午後八時。

　ハンドメイド作品のクオリティを下げずに、まさしく「ゆっくり急げ」を実践しなければならない。集中力は毎日一定ではないから、どうしたって進まない日もある。

　でも今日はいつもより捗った。ハワイ旅行が懸かっていると思えば、燻くすぶっている時間などないと、気合いを入れ直したからだ。

　達成感を覚えながら、今度は前倒しの欲が出て、もう少しだけ、ここまでやったら、と際限なく続けてしまう。

　大宮が外食なのをいいことに、夕飯がまだだ。

　帰ってくると分かっていれば、いつもは、在宅の梗が夕飯を作っている。

　作業に夢中になると、三十分や一時間なんかあっという間だ。玄関のほうから大宮が帰ってきた音が響き、はっと顔を上げると午後九時半を回っている。それで慌てて作業台の片付けを始めた。

　作業部屋のドアが開いて、大宮が「ただいま」と顔を出す。その大宮のコートの腕の辺りが濡ぬれて光っているのが分かった。

「おかえり。雨？」

「降ってるよ」

　雨にも気付かなかったようだ。

　ばたばたと工具をしまい、作業台のライトを消してリビングに移動した。

「どうせごはん食ってないんだろ」

「あ、うん。そろそろ食べようかと……」

「そんなことだろうと思った」

　大宮がテーブルに、弁当が入ったビニール袋を置く。駅前の弁当専門店のやつだ。

「ありがとう。いただきます」

「いつも作ってくれてるけどさ。忙しいときは無理しなくていいからな。帰ってから俺が作ってもいいんだし。まぁ、これくらい遅いとあれだけど」

　買ってきてもらった弁当をもぐもぐ食べながら「うん」と頷く。

「梗、……俺に遠慮してる？」

「遠慮？」

「男同士、フェアでありたい、……とか」

　ずばり指摘されて、金きん目め鯛だいの煮付けがむぐっと喉に詰まった。

　生活費は折半とはいえ、細々とした支払いなどを含めると大宮のほうが金銭的な負担が大きいから、それ以外のできる範囲で、自分も何か補っておきたい思いはある。

　作業を中断してでも食事を準備しておこうという考えの根幹は、大宮に手作り料理を食べさせたいとかそういう甘い理由より、自分のプライドのためだったのかもしれない。

「男同士って、ムズいな」

　ぼそっと漏れた大宮のひとことに、胸を刺されたような心地になり、全身の血の気が引く。一気に顔色をなくした梗に、大宮がハッと表情を変えた。

「あ、男同士は面倒くさいって意味じゃないぞ？　せっかく一緒に住んでるのに、男同士だから相手に寄りかかりたくないとか……そういうので梗を辛くさせてたらいやだなって」

「……あぁ、……うん」

　自分の早とちりだったと分かっても、言われている内容で心がじりじりと落ち着かない。

「ごめんごめん、言葉足らずだった。なんかさ、梗にそんなふうに気を遣わせたくないって思いが、俺のほうもあるんだって話。けど、なかなかその辺、うまく伝えられてないなって」

　でも、大宮の言うことは当たっている。梗の中で、男としてのプライドが、少し邪魔をしている。それに、独り立ちしたばかりで焦っても仕方ないと分かっているけれど、自分の先を走っている大宮に早く追いついて、そして、並びたいからだ。

「梗がごはん作って待ってくれてるの、嬉しいんだ。でも、集中したい作業をとめて、料理やってんだろうな、とか、そういうの分かるから。今日は作業やめたくないって日に、たまにはお茶漬けとかでもいいわけだし。俺もなんか買って帰るしさ。さっき言ったみたいに、俺が作ってもいいんじゃない、って……そういうこと」

「……うん、うん。ありがとう……」

「ちゃんとごはんは三食、食べてください」

「はい」

「ハワイ、行ける？」

「行く、ハワイは絶対行く」

「無理してない？」

「してない！　今日すっごく調子よくて、予定より随分進んだし……！」

　大宮がじっと梗を見つめている。胸がざわざわする。

　大宮は誰よりも近くで、自分を応援してくれている。だから無理をすれば、すぐにバレるのは当然だ。

　テーブルの脇に置いた時計を横目で見る。大宮も同じ時計を見るのが分かった。

　もうすぐ午後十時──あと三十秒。

「あ、あの、ほんとにごめん。ちょっと最近……崇央が思ってるとおり、いろいろ無理してた。焦って、自分のキャパをオーバーした仕事してるなって自覚があったけど、がんばりたくて、今がんばらなきゃ駄目なんだって、思い詰めてた、……と思う」

「うん」

「でもさっきも言ったけど、今日けっこう進んだんだ。明日からはいつもの生活パターンに戻るよ。だって絶対ハワイ行きたい」

　ハワイ、ハワイ、と譫うわ言ごとのように言うものだから、大宮が肩を揺らしてクククと笑う。

「あと、いろいろ甘えてて、ごめん」

「言うほど甘えてないし、もっと甘えてよ。梗が、人に寄りかかってだらけてるだけのやつだったら、無闇に手を差し出すほど俺は優しくないよ」

「噓だ。崇央は優しいよ……」

　知らないおじいちゃんにも、短納期すぎるとぼやく会社の同僚にも、宿泊客にセクハラされて困っている旅館の給仕にも（その正体は梗だったけど）、大宮は優しい。

　時計の針が一秒ずつ進んでいく。

　十、九、八……。

「それに……今日、ヤな感じで出勤させてごめん」

「ううん。こっちこそ、ハワイ旅行を楯たてにしたみたいな言い方した」

「あれは、ちょっと焦った」

　柔らかに微笑ほほえむ大宮に、胸がきゅうと絞られる。

　かちりと時計の針が午後十時をさした。

　テーブルの上の梗の拳に、大宮の手のひらが重なって包む。互いにそっと目を合わせると、大宮が立ち上がり、そのままテーブルを回り込んで、梗の唇に軽くキスをした。顔を深く傾けて、もう一度。

　──『夜の十時以降は、もし喧けん嘩かしてても、その時間になったら仲直りしてからいちゃいちゃタイム』。

　同居を始める前に交わした約束のおかげで、謝るタイミングを逃すことなく、気持ちを伝え合うことができる。

「じゃあ、今日はもう仕事終わり？　夜中起き出して、仕事始めたりしない？」

「しない」

　大宮がにっこりと笑って、梗の耳元に顔を寄せた。







　──三月七日　午後十一時。

　ふと、どうしてだろうなぁと、思う。

　ただ粘膜を擦られているだけなのに、身震いするほど気持ちいいのはなぜだろう。

「……凄すごい……なんか、中が……」

　梗の上で、大宮が快感にとろけた声で呟つぶやいた。

　浅い呼吸を繰り返しているうちに、背筋がきつく硬直する。きゅっと収しゆう斂れんした内うち襞ひだを、大宮の硬茎が深く大きく搔いて、張り出した雁かり首くびが胡桃くるみを捏こねるたびに、そこから愉悦が広がっていく。そうするともう、何も考えられなくなる。

「……あぁっ……あ……、ん、んんっ……」

　大宮の背に両腕を巻き付け、大宮の重みを受けとめて繫がるのが、脳が溶けてしまうのではないかと思うくらいに、気持ちよくて堪たまらない。

　奥を突かれ、前立腺を狙って擦られると、まるで中から押し上げられるみたいに、ペニスがぴくんぴくんと跳ねて震える。

「あ、あっ、ん、あっ……あっ」

「梗っ……、なんか今日、中、とろとろ……。これ……保もたない、かも」

「や、あっ……」

「やめてほしくない？」

　頰や耳じ朶だや首筋を唇で甘ったるく愛あい撫ぶされながら、音が立つくらいに中を力強く搔き回された。その突き方が、ひどく感じる。梗は首を反らして、腹筋を震わせた。

「あ……あっ、崇央っ、あ……イきそっ……、それ、あっ……いく、いくっ……」

「出すよっ」

　大宮もいっそう激しく律動してくる。摑まっていられなくなり、梗はついに両腕を投げ出した。腰を摑まれてむちゃくちゃに振りたくられる。突き込まれて泡立つ音が、寝室に響く。

「ああっ……！」

　極まるその刹那、大宮に覆い被かぶされ、ぎゅうっと抱きしめられた。大宮の精が、身体のいちばん奥に撒まき散らされる。

「あぁ……あ……あ……ふ、んう……」

　全身でのしかかられて、中を濡らされる感覚さえも、幸せだ。自分の身体が大宮を気持ちよくさせているのだと分かって、身も心も満足する。

　抱きとめたのは、幸福のかたまり。あったかくて、優しくて、甘い。

　快楽に痺しびれた余韻の中で、大宮の髪をくしゃ、くしゃ、と弄まさぐり、窓の外の暗い空をぼんやり見上げた。

　雨はまだ、少し降っている。

「星……が、見える」

「雨なのに？」

「雲の、切れ間に」

「あぁ……ほんとだ。雨の夜でも、星って見えるんだな」

　雨の中で星が見える奇跡は、まれにある。

　大宮と出会って、こんなふうに抱き合っている幸せも、ちょっと前の梗からしたら、奇跡みたいなことだった。

　嬉しくて、頰が緩む。

「……そうだね。あるんだね」

　雨の夜にも、星は見えるのだ。

















＋＋＋　そこにある、きみの星　＋＋＋









　旅行へ出発するぎりぎりまで作業部屋に詰めて働いて、慌ただしく靴を履く。

　ハワイは逃げないけど、ハワイ行きの飛行機は待ってくれないんだよ。

　早くしないと遅れると急せかしていたのは俺なのに、靴を履いたら、梗はもう玄関扉を開けて、先に飛び出そうとしているんだから、笑っちゃいそうだ。

　ふと見ると、太陽に照らされた梗の髪に、何か光るものがある。

「ハネちゃん、」

「え？」

　振り向いた梗は、気付いてないみたい。

　きみの頭に、金色の☆がくっついてる。黒髪に、キラリとしてる。

　それはさっきまで作ってたヘアアクセサリーの、パーツなのか？

「……いや、なんでもない。行こう」

　一生懸命で、まぬけなハネちゃん。かわいいから、そのままで。







あとがき




　フルール文庫さんでははじめまして、川かわ琴ことゆい華かです。このたびは『今夜、きみと星につなごう』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　今作は、短編『世界の終わりに星が降る』をフルールさんのＷＥＢマガジンで掲載していただいたのがはじまりです。ＷＥＢマガジンは初めてでしたが、デビュー前は自作のＢＬ小説サイトを持っておりましたので、画面上で見る横書きの小説に、なんだかほっとする心地でした。

　さて、メインとなっている長編ですが、『大人可愛かわいく』をイメージした、ピュアラブ（！）でございます。あとは、日頃「攻めが、受け大好き！」を書いてしまうので、「受けが、攻め大好き！」にしたいな、というのがありました。憧れるあまり、つい出来心で噓うそをついて、その噓に雁がん字じ搦がらめになる。わたしが書く小説には、よく、噓をつく人が出てきます。保身のため、自分以外の誰かのため……どんな噓だろうと、良くも悪くもドラマがあると思うのです。今回は、行き当たりばったりで間抜けな噓をついちゃったハネちゃんが主人公。大おお宮みやはそんなハネちゃんを見て、「頭隠して尻隠さず～！　かわいい」と笑ってしまうんですね、きっと。

　とうにお気づきかと思いますが、フルールさんが掲げる『大人の女性のための官能』の片へん鱗りんすら見えません。今回はお言葉に甘えてしまいましたが、機会があれば、どろっどろの官能愛憎劇にチャレンジしてみたいです。

　イラストを担当してくださったのは小こ鳩ばとめばる先生です。カバーイラストでは、『大人のおとぎ話』を本当に素敵に表現してくださり、拝見したとき本当に感動しました。ハネちゃんと大宮の不器用な恋の様子を小鳩先生に描いていただき、これ以上ない幸せです。ありがとうございました。

　お世話になりました担当様。デビュー前、サイト運営していたころの趣味丸出し小説をご存じだったと知ったときの衝撃たるや……でございます。時を経ても、こうしてご縁が繫つながっていたことに感謝です。本当にありがとうございました。今後も、このご縁が続くといいなと思っております。

　さて最後に読者様。ここまでお読みいただき、ありがとうございます。フルールさんのサイトにある感想用フォーム、またはお手紙など、この本のご感想をいただけたら大変嬉うれしいです。

　またこうして、フルールさんでお目にかかれますように。


二〇一三年十二月　川琴ゆい華　
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